マニュアルの使いかた 


广 安心してお使いいただくために- V 

•パソコンをお取り扱いいただくための注意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 

_ 


r 取扱説明書 


•パソコンの準備 
• 各部の名前 

• Windows のセットアップ 
•電源の切りかた 
• 電源の入れかた 


• システム環境の変更とは 
•初期状態に戻す（リカバリー） 

* Q & A _ (電源が入らないとき） 

• 廃棄/譲渡 
など 

_ J 


f オンラインマニュアル（本書）- v 

Windows が起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

•バソコンを買い替えたとき 

•パソコンの基本操作 

* ネットワーク機能 

• 周辺機器の接続 

•バッテリーで使う方法 

• システム環境の変更 

•パソコンの動作がおかしいとき/ Q & A 集 

など 

V _ ノ 

^リリース情報- v 

• 本製品を使用するうえでの注意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに- ■■ リリース情報について」 

V _/ 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使うために重要な事項が、付属の冊子『安心してお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでも見られるようにお手元に大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


MM 記号の意味 


△危険 

"取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷 （*1) を負 
うことがあり、その切迫の度合いが高いこと’’を示します。 

△警告 

"取り扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷（*1)を負 
うことが想定されること”を示します。 

△注意 

"取り扱いを誤った場合、使用者が傷害（*2)を負うことが想 
定されるか、または物的損害（*3)の発生が想定されること” 
を;^します。 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほ 
しい内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示し 

よ4 〇 

メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


参照先を示します。 

* 本書内への参照の場合…「」 

拳ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合…『』 


* 1重傷とは、失明やけが、やけど（高温_低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症が残るものおよび治療に 
入院_長期の通院を要するものをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院•長期の通院を要さない、けが、やけど（高温.低温)、感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋. 家財および家畜_ぺットなどにかかわる拡大損害をさします。 
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MM 用語について 


本書では、次のように定義します。 


システム 

特に説明がない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) を示します。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプリケーションソフトウェアを示します。 

Windows または Windows 7 

特に説明がない場合は、 Windows ® 7 Professional を示します。 

SSD 

本製品には、補助記憶装置として、フラッシュメモリを記憶媒体とするドライブが搭載されて 
います 。 SSD (ソリッドステートドライブ）とは、ハードディスクの記憶媒体である磁気ディ 
スクの代わりに、 NAND フラッシュメモリを使用した大容量記憶媒体です。 

SSD の補助記憶装置としての機能は、八ードディスクドライブと同等です。 

なお、本書において「八ードディスク」または「八ードディスクドライブ」と記載されている 
場合は、 SSD を示します（「外付け八ードディスクドライブ」は除く）。 

Bluetooth 機能搭載モデル 

巳 luetooth 機能を搭載しているモデルを示します。 

TPM 搭載モデル 

TPM 機能を搭載しているモデルを示します。 

デジタイザーモデル 

ディスプレイ（画面）にデジタイザーを搭載しているモデルを示します。 

デジタイザ—ペン、リザーブペンが付属しています。 


7 






•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目があります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「* * * * シリーズのみ」な 
どのように注記します。 

• インターネット接続については、ブロードバンド接続を前提に説明しています。 

•アプリケーションについては、本製品にプレインス I ルまたは本体の SSD や付属の CD / 
DVD からインストールしたパージョンを使用することを前提に説明しています。 

• システムが Windows 7以外のモデルの場合、一部の使用方法や設定方法が異なる場合があ 
ります。詳しくは、各種説明書や各ヘルプを確認してください。 

•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合があります。 

•本書では、コント□—ルパネルの操作方法について表示方法を「カテゴリ」に設定している 
ことを前提に説明しています。表示方法が「大きいアイコン」または「小さいアイコン」に 
なっている場合は、「カテゴリ」に切り替えてから操作説明を確認してください。 

•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。画 
面の表示と異なる場合がありますが、読み替えてご使用ください。 

•本書では、付属のペン 1 による操作と、指で画面に触れる操作を、どちらも「タッチ」、「フリッ 
ク」などと表現しています。 

* 1デジタイ ザー モデルのみ 


KS T rademarks 

• Microsoft 、 Windows 及び 1 


Windows 及び Windows □ゴは、マイク□ソフト企業グループの商標です。 
その他記薩されている会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 


• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core は、アメリカ合衆国およびその他の国における Intel 
Corporation またはその子会社の商標、または登録商標です。 

• SD ロゴは商標です。 （* S ») 

• SDHC ロゴは商標です。 （ ^ ) 

• SDXC □ゴは商標です。 （ 穿） 

• HDMI、HDMI High-Definition Multimedia Interface および HDMI ロゴは 、 HDMI 
Licensing LLC の登録商標または商標です。 

• ConfigFree は、株式会社東芝の登録商標です。 

• McAfee 、 マカフィーは、米国法人 McAfee , Inc . またはその関係会社の米国またはその他 
の国における登録商標または商標です。 

• Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米 
国ならびに他の国における商標ならびに登録商標です。 


• TRENDMICRO , ウイルスパスターおよびウイルスパスタークラウドは、トレンドマイクロ 


株式会社の登録商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

•巳 luetooth は、その商標榷者が所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 


• U . S . patents apply to this product . See http :// patents . dts . com . Manufactured 
under license from DTS Licensing Limited . DTS , the Symbol , & DTS and 
the Symbol together are registered trademarks and DTS Studio Sound is a 
trademark of DTS , Inc . © DTS , Inc . All Rights Reserved . 








本書に掲載の商品の名称やロゴは、それぞれ各社が商標および登録商標として使用している場 
合があります。 

〇プロセッサ （ CPU) に関するご注意 ^^ 

本製品に使われているプロセッサ （ CPU ) の処理能力は次のような条件によって違いが現れます。 
• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプターを接続せずバッテリ_駆動にて本製品を使用する場合 

• マルチメディアゲームや特殊効果を含む0央像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、もしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造形に使用するソフト（たとえば、運用に高性能コンピューターが必要に設計されて 
いるデザイン用アプリケーションソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧が低い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1,000メー トル （3, 280フィート）以上をお考えください。 

•目安として、気温5〜 30 °C (高所の場合 25° C ) の範囲を超えるような外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更が生じる場合、 CPU の処理能力が実際には仕様と異なる場合 
があります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合があります。 

これは、当社が推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品が使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。 
なお、このようにデータの喪失、破損の危険がありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保存してください。また、プロセッサが最適の処理能力を発揮するよう、当社が推奨 
する状態にて本製品をご使用ください。 

■ 64 ビットプロセッサに関する注意 

64ビット対応プロセッサは、64ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
64ビット対応プロセッサは以下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

• 64 ビット対応の 0 S (オペレーティングシステム）がインストールされている 

• 64ビット対応の CPU / チップセットが搭載されている 

• 64ビット対応の BIOS が搭載されている 

• 64ビット対応のデバイスドライバーがインス I ルされている 

• 64ビット対応のアプリケーションがインス I ルされている 

特定のデバイスドライバーおよびアプリケーションは64ビットプロセッサ上で正常に動作し 
ない場合があります。 

プレインス I ルされている 0 S が、64ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S がプレインストールされています。 

このほかの使用制限事項につきましては各種説明書をお読みください。また、詳しくは、東芝 
PC あんしんサボートにお問い合わせください。 
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ra 著作権について 


音楽、映像、コンピューター•プログラム、データベースなどは著作権法により、その著作者 
および著作権者の榷利が保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使用する目的でのみ行うことができます。上記の目的を超えて、権利者の了解なく 
これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを 
行うと、「著作権侵害」「著作者人格権侵害」として損害賠償の請求や刑事処罰を受けることが 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作榷法を遵守のうえ、適切な使用を 
心がけてください。 


k ■リリース情報について 

「|」 U _ ス情報」には、本製品を使用するうえでの注意事項などが記述されています。 

必ずお読みください。次の操作を行うと表示されます。 

①[スタート]ボタン — [すべてのプログラム]—[はじめに]— [ UU — ス情報]を 
タッチする 


E 9 お願い 


• 本体の SSD にインストールされている、または付属の CD / DVD からインス I ルしたシ 
ステム （0 S )、 アプリケーション以外をインス!ルした場合の動作保証はできません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『取扱説明書』に記載している手順以外の方法で、パー 
ティションを変更_削除 • 追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊すおそれがあり 
9 〇 

• 本体の SSD にインストールされている、または付属の CD / DVD からインス I ルしたシ 
ステム （0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。 

•購入時に定められた条件以外で、製品およびソフトウェアの複製もしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いには注意してください。 

• 本製品の画像データは、本製品上で壁紙に使用する以外の用途を禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、東芝 PC あんしんサボートに連絡してください。有料にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、 SSD は永久に使用できなくなり、交 
換対応となります。この場合も有料です。またどちらの場合も、身分証明書（お客様自身を 
確認できる物）の提示が必要となります。 

• 本製品はセキュリティ対策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機 
能を備えていますが、完全なセキュリティ保護を保証するものではありません。 
セキュリティの問題の発生や、生じた損害に関し、当社はいっさいの責任を負いません。 
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•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルなどは、新種のウイルス 
やワーム、スパイウェア、クラッキングなどからコンピューターを保護するためにも、常に 
最新の状態で使用する必要があります。本製品に用意されている「ウイルスバスター」は、 
インターネットに接続していると自動的に最新の状態に更新されますが、90日間の使用制 
限があります。90日を経過するとウイルスチェック機能を含めて、すべての機能がご使用 
できなくなります。 

ウイルスチェックが全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有料の正規サー 
ビスへ登録するか、ほかのウイルスチェック/セキュリティ対策ソフトを導入してください。 

• ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソフトウェアに関する注意事項』、 
Windows のセットアップ時に表示されるライセンス条項およびエンドユーザー使用許諾契 
約書 （Windows 7のみ。ほかの 0 S の場合、『エンドユーザー使用許諾契約書』は付属して 
います。）をお読みください。 

•アプリケーション起動時に使用許諾書が表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、使用許諾書に同意しないと、アプリケーションを使用することはできません。一部のア 
プリケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、以降起動時に使用許諾書が表示されな 
くなります。リカバ U _ を行った場合には再び使用許諾書が表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のうえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーザー登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしております。 

当社ホームページで登録できます。 

詳細について「付録 □ お客様登録の手続き」 

ES [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーザーアカウント制御]画面が表示された場合は、そのメッセージを注意し 

て読み、開始した操作の内容を確認してから、画面の指示に従って操作してください。 

パスワードの入力を求められた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってください。 

na 映像/音楽関連の機能を使用するにあたって 


□ 映像を扱うアプリケーシヨンについて 

映像を扱うアプリケーシヨンの使用中に、スリーブ/休止状態への移行を行わないようにして 
<ださい。 

エラーメッセージが表示されたり、アプリケーシヨンが終了したりする場合があります。 

その場合は、使用したいアプリケーションを再度起動してください。 
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KSM H.264/AVC, VC-1 and MPEG-4 ライセンスについて 

本製品は、 AVC 、 VC -1、 MPEG -4 VISUAL 規格特許ライセンスのもとで、個人的利用およ 
び非商業利用目的に限り、お客様が以下のいずれか、または両方の使用を行うことが許諾され 
ています。 （ i ) AVC 、 VC -1、 MPEG -4 VISUAL 標準規格に従いビデオをエンコードするこ 
と（以下 「 AVC ビデオ」、 rvc - l ビデオ」、 「 MPEG -4 ビデオ」という）、 （ ii ) 個人的、非商業 
的行為においてお客様によりエンコードされた、または/および AVC ビデオ、 VC -1 ビデオ、 
MPEG -4 ビデオを提供するために MPEG LA からライセンスを受けたビデオ提供者から取得 
した、 AVC ビデオ、 VC -1 ビデオ、 MPEG -4 ビデオをデコードすること。ほかの使用について 
はライセンスを許諾されていません。上記以外の販売、社内利用および商業的利用など利用/ 
許諾に関する情報については 、 MPEG LA の HP ( http :// www . mpegla . com ) より入手いた 
だけます。 


• H .264/ AVC , VC -1 and MPEG -4 License Notice 

THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE AVC , THE VC -1 AND MPEG -4 VISUAL 
PATENT PORTFOLIO LICENSE FOR THE PERSONAL AND NON-COMMERCIAL USE 
OF A CONSUMER FOR ( i)ENCODING VIDEO IN COMPLIANCE WITH THE ABOVE 
STANDARDS (" VIDEO ") AND/OR ( ii)DECODING AVC , VC -1 AND MPEG -4 VIDEO 
THAT WAS ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A PERSONAL AND NON ¬ 
COMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS OBTAINED FROM A VIDEO PROVIDER 
LICENSED BY MPEG LA TO PROVIDE SUCH VIDEO . NO LICENSE IS GRANTED OR 
SHALL BE IMPLIED FOR ANY OTHER USE . ADDITIONAL INFORMATION INCLUDING 
THAT RELATING TO PROMOTIONAL , INTERNAL AND COMMERCIAL USES AND 
LICENSING MAY BE OBTAINED FROM MPEG LA . L . L . C . SEE http :// www . mpegla.com 
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使いはじめる前に 


タッチ操作についてや、前のパソコンで使っていたデータを移行する 
便利なソフト 「 PC 引越ナビ」について説明します。 


1タッチ操作 . 14 

2前のパソコンのデータを移行する 

— PC 引越ナビー . 23 

3リカバリーメディアを作る . 29 









タッチ操作 


本製品では、画面の表面を指やペン H でタッチして操作することができます。 
画面上のキーポードを使って文字を入力することもできます。 

* 1デジタイザーモデルのみ 




タッチ操作について 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 D - ^■タツチ操作について」 


g メモ 


アプリケーシヨンや機能によっては、画面をタッチして操作できない場合があります。 


指でタッチして操作する 


本製品では、画面の表面を指でタッチすることによって、さまざまな操作を行うことができます。 
ここでは、指を使った基本的な操作を説明します。 

■タッチ/タップ 

目的のアイコンやポタンなどを1回軽くタッチします。 

ボタンの操作、アプリケーションの起動、文字の入力などが行えます。 
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D タツチ操作 


■ ダブルタッチ/ダブルタップ 

目的のアイコンやボタンなどを2回軽くタッチします。 
ポタンの操作、アプリケーシヨンの起動などが行えます。 


广 2回軽く > 
V タッチ ノ 



八 



^- ジ 



■長押し（ロングタッチ/ロングタップ） 

アイコンなどの上に指を数秒置いて、はなします。 

触れているアイコンに対して、メニューなどが表示されます。 



■ ドラッグ 

アイコンなどの上に指を置き、移動したい場所まですべらせます。 



峰 


( はなす ) 
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D タツチ操作 


■フリック、スライド 

画面に指を置き、画面を軽くはらうように動かしたり（フリック）、なぞったり（スライド）します。 
画面を左右に切り替えたり、画面に表示しきれない一覧をスクロールする場合などに行います。 




■ピンチアウト、ピンチイン 

画面に指を2本置き、指を開いたり閉じたりすることで、画面に表示している内容や、画像の 
表示サイズを変更できます。 

指を開く（ピンチアウトする）と拡大され、閉じる（ピンチインする）と縮小されます。 




3 メモ 


ダブルタッチを行っても、画面に表示している内容などを拡大/縮小できます。 


16 



使いはじめる前に 



















































































D タツチ操作 


* デジタイザーモデルのみ 

デジタイザーモデルには、デジタイザーペンと U ザーブペンという2種類のペンが付属してい 
ます。デジタイザーペン / U ザーブペンは、本体の画面上で、メニューの選択やデータの入力 
に使用できます。 




あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 Q - B デジタイザーペン/リザーブペンについて」 


デジタイザーペン/リザーブペンを使う前に 

■ デジタイザーペン 

本製品付属の箱に、デジタイザーペン、替え芯、芯抜きが入っていますので取り出してください。 
替え芯、芯抜きはなくさないよう大切に保管してください。 

■ リザーブペン 

リザーブペンはパソコン本体の背面に収納されています。 

使用するときには図の方向にスライドして取り出してください。 




使用しないときはパソコン本体に収納してくださし、 
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ペンを使う 



使いはじめる前に 
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タツチ操作 


d デジタイザーペン/リザーブペンを使う 

【デジタイザーペン】 【リザーブペン】 


ー ペン先 

画面に近づけると画面上のポインタが反応し、 
一般のマウスと同等の操作ができます。 



* i 消しゴム機能に対応していないアプリケーションでは、ペン先と同等にお使いいただけます。 


タッチ/タップ 

ペン先で画面上のアイコンや項目にタッチします。 

ダブルタッチ/ダブル 
タップ 

ペン先で画面上のアイコンや項目にすばやく2回タッチします。 

ドラッグ 

画面上のアイコンや項目に1回タッチしたまま、ペン先をアイ 
コンやフオルダからはなさずに目的の位置まで移動してからは 
>ょしま5^ 〇 

右長押し（ロングタッチ 
/□ングタップ） 

ペンボタンを押しながらペン先で画面上のアイコンや項目に 
タッチします。 

または、画面上のアイコンなどをタッチしたまま数秒おいて、 
はなします。タッチしたアイコンに対して、メニューなどが表 
示されます。 

フ ij ック 

ペン先で画面を軽くはらうように動かします。 

消去 

* デジタイザーペンでのみ操 
作できます。 

対応しているアブ 1 」ケーシヨンのみ使用できます。 

テールスイッチの先が引っ込む程度に、テールスイッチを画面 
上の消したい部分に軽く押しつけます。 
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D タツチ操作 


0 メモペンボタンとテールスイッチの機能を無効にする 

• ペンのペンポタンとテールスイッチの機能を、無効に設定することができます。 

設定方法は、次のとおりです。 

① [スタート]ボタン（@) - [コント□—ルパネル]をタッチする 

② [八ードウェアとサウンド]-[ペンとタッチ]をタッチする 
[ペンとタッチ]画面が表示されます。 

③ [ペンのオプション]タブの[ペンボタン]で無効にしたい項目のチェックをはずす 

ペンボタンの機能を無効にしたい場合は、[ペンボタンを使用して右クリックの操作をする]のチェッ 
クをはずしてください。 

テールスイッチの機能を無効にしたい場合は、[ペンの上部を使用してインクを消去する（可能な場 
合)]のチェックをはずしてください。 

④ [0 K ] ボタンをタッチする 


19 


使いはじめる前に 







D タツチ操作 


画面上で使用できるキーボードは、次のとおりです。 

画像は表示例です。入力方法の変更などにより、キーの表示が変わります。 


■■ Tablet PC 入カパネル 

文字入力をすることができるエリアを表示すると、自動的に 「Tablet PC 入カパネル」のアイ 
コン （_ または — 


) が表示されます。アイコンをタッチすると 、 「Tablet PC 入カパネル」 


が表示されます。 

「Tablet PC 入カパネル」のアイコンが表示されない場合は、文字入力をすることができるエ 
リアをタッチすると表示されます。 

「Tablet PC 入カパネル」には、「タブレットキーポード」と「手書きパッド」とがあります。 

■タブレットキーボード 

一般的なキーボードと同じ要領で文字を入力することができます。 

\^\ ツール ▼ jp - 

■■■■■■■園 

m 曬圔■匯■■曬鼷匾__鼸_ 

鼷圔鼷國鼴喔國■圃 
^ ■圔 ■■■■■ 圔■■圓園___ 

1 国^1^1 


手書きパッド 

画面上に指などでなぞって文字を入力できます 

试|囲| ッ-ル ▼ JP ， \ p ^\ 




英単函 | w 




I 


3 


Shift 


画面上で使用できるキーポードについて 



使いはじめる前に 


Q 

2 





























D タツチ操作 


I Tablet PC 入カパネルについて _ 

Tablet PC 入カパネルの画面左上のポタンなどで、次の操作を行うことができます。 


㈢ 

タッチすると、手書きパッドに切り替わります。 

1 叫 1 ‘！4 

タッチすると、タブレットキーボードに切り替わります。 

ヅール ▼ 

Tablet PC 入カパネルの各種設定を行うことができます。 

JP ▼ 氺 1 

言語を選択することができます。 

* 1 [ JP ] や [ EN ] など、選択している言語によって表示される文字列が異なります。 


g メモ 

• Tablet PC 入カパネルは、次の手順で起動することもできます。 

①[スタート](@)ボタン-[すべてのプ□グラム]-[アクセサリ ]- [Tablet PC ] -*• [Tablet 
PC 入カパネル]をタッチする 


Tablet PC 入カパネルの詳細は、スタート （©) ポタン- 
[ Windows ヘルプとサボート』を確認してください。 


[ヘルプとサボート]をタッチして、 


〇スクリーン キーポー ド 

一般的なキーボードと同じ要領で文字を入力することができます。 

智スクリーンキーポード 1=1^1写 __i 

■超■趣 S3EQB1 固 

_疆田嗶圔■躧矚驪鼸疆嘿_讀___ 

_ 鼴驪 182! 矚驪 ■ 鼴 IB8S 翮 ISlLJ HH 
SHlSSBSBPiSlfeSHliH H 


「スクリーンキーボード」の起動方法は、次のとおりです。 
①[スタート]ボタン（@)—[すべてのプログラム]— 
の簡単操作] — [スクリーンキーボード]をタッチする 


[アクセサリ] 


[コンピューター 


「スクリーンキーボード」の ps ルプ1 キーをタッチすると、 『 Windows ヘルプとサボート』を起 
動することができます。 

スクリーンキーポードの詳細は、 『 Windows ヘルプとサポート』を確認してください。 
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D タツチ操作 


[タッチでウィンドウを操作したい 



使 

い 

は 

じ 

め 

る 

前 

に 


「 TOSH 旧 A Easy Menu 」 は、デスクトップに表示されているウィンドウを、呼び出したメ 
ニュー画面で操作することができます。 

M 操作方法 _ 

操作したいウィンドウを最前面にする 

VX ウィンドウのタイトルパーをタッチする 

「 TOSH 旧 A Easy Menu 」 の操作メニュー画面が表示されます。 



H 

ウィンドウを最小化します。 

EI 

ウィンドウを最大化します。 

D 

ウィンドウを閉じます。 

Q 

ウィンドウを移動します。アイコンをタッチし、そのまま画面を移動したい方 
向にドラッグします。 

□ 

ウィンドウの横幅を変更します。アイコンをタッチし、そのまま左右にドラッ 
グします。 

D 

D 

ウィンドウのサイズを変更します。アイコンをタッチし、そのまま斜め方向に 
ドラッグします。 

D 

ウィンドウの縦幅を変更します。アイコンをタッチし、そのまま上下にドラッ 
グします。 


■ 設定方法 _ 

1[スタート]ポタン（於））—[すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
ri [ユーテイリテイ ]— [Tablet Easy Control Settings ] をタツ 

チする 

「 TOSH 旧 A Easy Menu 」 の設定画面が表示されます。 

設定画面では、 「 TOSH 旧 A Easy Menu 」 の有効/無効と、ヘルプの起動を行うことができます。 
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前のパソコンのデータを移行する 

- PC 引越 ナビー 


パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備が必要です。 

「 pc 引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
ることができるアプリケーションです。 

ここでは、移行したい設定やデータが保存されているパソコンを「前のパソコン」、設定やデー 
夕を移行したいパソコンを「新しいパソコン」として説明します。 


1環境を確認する 


■ 前のバソコンの動作環境を確認する 

「 PC 引越ナビ」は、次のシステムに対応しています。 

Windows XP/Windows Vista/Windows 7 

* マイク□ソフト社が提供している最新の Service Pack を適用してください。また 、 「Internet Explored 
のバージョンが「6 SP 1 J 以上であることを確認してください。それ以下のバージョンの場合は、「6 SP 1 J 
を適用してください。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows XP . Windows XP operating system 日本語版の全エディション 

Windows Vista . Windows Vista の全エディション 

Windows 7 . Windows 7 の全エディション 




前のバソコンの動作環境について 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 n - n 「 pc 引越ナビ」について」 
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〇前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 


■移行の方法を確認する 

設定 • データの移行をするには、次の方法があります。 

• USB フラッシュメモリを使用する 

• US 巳フラッシュメモリと DVD 、 または US 巳フラッシュメモリとブルーレイディスクを使 
用する# 1 

*1 外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブ（市販品）を接続すると、 DVD / ブルーレイディスクを使 
用できます。 

前のパソコンと、新しいパソコンの仕様を確認し、共通して使用できる方法のなかから、移行 
する設定_データの容量に適した方法を選んでください。 

前のバソコンでどの方法が使用できるかを確認し、 USB フラッシュメモリや DVD などが必要 
な場合は購入してください。また、フォーマットが必要な USB フラッシュメモリは、あらか 
じめフォ_マットしてください。 

• USB フラッシュメモリのみで移行する場合は、51 2 MB 以上の容量が必要です。 

移行するファイルや設定内容に比べて、 USB フラッシュメモリの容量が小さいと、数回に 
分けてデータをコピーすることになりますので、大容量の USB フラッシュメモリを移行用 
に使用することをおすすめします。 

• USB フラッシュメモリの代わりに、メディアカードを使用することもできます。 

本製品で使用できるメディアカードについては、「2章！] メディアカードを使う」で確認 
してください。 
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〇前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 


移行できる設定とデータ 


「 PC 引越ナビ」を起動したときの、ユーザーの設定とデータを移行できます。 

• Internet Explorer の設定* 1 

• Windows Live メール （Windows メール、 Outlook Express ) の設定* 2 * 4 

• Microsoft Outlook の設定* 3 * 4 

•[ドキユメント](または[マイドキユメント])フォルダーに保存されているファイル 

• デスクトップ上のファイル 

•任意のフォルダーに含まれるファイル 

• 1 Microsoft Internet Explorer 6 SP 1 以上 

*2 移行できるデータは 、 「Microsoft Outlook Express (バージョンが 6.0 SP 1 以上 )」、 「Windows メール」、 
「Windows Live メール」のデータです。 

*3 移行できるデータは 、 「Microsoft Outlook 2000」以降のデータです。 

本製品には、 Office 搭載モデルにのみ 、 「Microsoft Outlook 」 が付属およびインストールされています 0 
前のパソコンに保存されている 「Microsoft Outlook ] のデータを Office が搭載されていないモデルに移 
行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご使用の前に、市販の 「Microsoft Outlook 」 を新しいパソコンにイ 
ンストールする必要があります。 

移行するためには 、 「Microsoft Outlook 2003」以降の 「Microsoft Outlook ] をインストールしてく 
ださい。 

*4 新しいパソコンにメールソフトがインス!ルされていない場合でも、 「 PC 引越ナビ」はパソコンにデー 
夕を保存します。 

「Windows Live メール」および 「Microsoft Outlook 」 は起動したときに、保存したデータのインポート(取 
り込み）を行います。 

メールソフトによっては、違うソフトのデータを変換して取り込むことができます。 

詳しくは、メールソフトのヘルプを確認してください。 



P メモ 


移行できる設定やデータの詳細は、 「 PC 引越ナビ」のヘルプで確認してください。 
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〇前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


mm インストール方法 

「 PC 引越ナビ」は、購入時の状態ではインス!ルされていません。 

次の手順でインス I ルしてください。 

| [スタート]ポタン （® ) —[すべてのプログラム]—[アプリケーショ 
Vンの再インスト-ル]をタッチする 

[セットアップ画面へ]をタッチする 

E1 [アプリケーション]タブをタッチする 

I画面左側の [PC 引越ナビ]をタッチし、 [「PC 弓I越ナビ」のセットアッ 
プ]をタッチする 

H 画面の指示に従ってインス!-ールする 

■ rxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」というメッセージが表示され 
た場合は、[実行]ボタンをタッチしてください。 


mm 起動方法 



デスクトップ上の [PC 引越ナビ] (gl) をダブルタッチする 

「 PC 引越ナビ」が起動します。 

[スタート]ポタン （©) —[すべてのプログラム]— [ PC 引越ナビ]をタッチ 
して起動することもできます。 

画面下の ヘルプ ポタンをタッチし、注意制限事項を確認する 

「 PC 引越ナビ」のヘルプが表示されます。 

「 PC 弓|越ナビ」の注意制限事項をお読みください。 

目次で[注意制限事項とメッセージ]をタッチし、画面右側に表示される各項目を 
よくお読みください。 

[同意する]をチェックし、[次へ]ポタンをタッチする 

使用許諾契約に同意しないと、 「 PC 引越ナビ」を使用することはできません。 
注意事項が表示されます。内容を確認し、[次へ]ポタンをタッチしてください。 

引き続き、説明画面が表示されますので、内容を確認しなから、操作してください。 












〇前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 


操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定•データや使用する移行 
方法などで操作の詳細は異なりますが、大まかな流れは次のとおりです。 

新しいパソコンと前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行うとよいで 

しよ5。 


移行方法を決める 

いくつかある移行方法のなかから、前 
のパソコンと新しいパソコンの仕様や、 
移行するデータの容量を元に移行方法 
を選択します。 


新しいパソコン 

I 


USB メモ IJ 


I 



DVD またはブルーレイディスク 


「こん包プログラム」をコピーする 

「こん包プ□グラム」は複数のファイルを1つに 
まとめるプ□グラムです。 

USB フラッシュメモリにコピーしてください。 


新しいパソコン 

I 



US 巳メモ U 


「こん包プログラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を前のバソコ 
ンで実行し、移行する複数のデータを1つの 
ファイル（「こん包ファイル」）にまとめます。 



前のパソコン 


実行, 



■ > 

- —— 作成 


US 巳メモ! J 


「こん包ファイル」をコピーする 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。 
移行するデータの容量によっては、「こん包ファ 
イル」は複数作成されます。すべての「こん包 
ファイル」をコピーしてください。 



前のパソコン 




USB メモ U 

DVD またはブルーレイディスク 
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使いはじめる前に 





























































前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


「こん包ファイル」を開こんする 

コピーした「こん包ファイル」を新しいパソコンで 
開き、 コピーし ます。 


新しいパソコン 



US 巳メモ U 




使いはじめる前に 
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■ J カバ 1 J _ メディアを作る 


パソコンにトラブルが発生したときに、パソコンを購入時の状態（初期状態）に戻すことを 「U 
カバ 1 」一」といいます。 

本製品には、システムやアプリケーションを購入時の状態に復元するための U カバリーツール 
が搭載されています。 

「TOSH 旧 A Recovery Media Creator」 を使って、あらかじめ、リカバ U— ツールのバックアッ 
プをとっておくこと （U カバリーメディアの作成）をおすすめします。 

作成したリカバリ ーメディアは大切に保管してください。 

何らかのトラブルで SSD から U カバ U —できない場合でも、 U カバリーメディアからリカバ 
U —をすることができるようになります。 

U カバリーメディアがない状態で、 SSD からリカバ U —が行えない場合は、修理が必要になる 
可能性があります。東芝 PC あんしんサボートに相談してください。 

■リカパリーを行うと 

リカバリーをすると、 SSD 内に保存されているデータ（文書ファイル、画像-映像ファイル、メー 
ルやアプリケーションなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメールの設定、 
Windows ログオンパスワードなど）も購入時の状態に戻る、つまり何も設定していない状態 
になります。 

詳しくは、『取扱説明書』を参照してください。 

また、データのバックアップについては、普段から定期的に行っておくことをおすすめします。 

B リカバリーメディアを作成できる記録メディア _ 

「TOSH 旧 A Recovery Media Creator」 では、次の記録メディアのいずれかを使用できます。 
何もデータが書き込まれていないものを用意してください。 

• USB フラッシュメモ U 

* 言己録用の DVD メディア* 1 ( DVD-R、 DVD-R DL、 DVD-RW、 DVD+R、 DVD+R DL、 
DVD+RW) 

* 1外付けの DVD ドライブ（市販品）を接続すると、 DVD を使用できます。 

[TOSHIBA Recovery Media Creator] 画面の[メディア構成]で記録メディアの種類を選 
択すると、[情報]に、必要な記録メディアの枚数や容量が表示されます。 

USB フラッシュメモリの場合は、リカバ U —メディアの作成に最低限必要な容量が表示されます。 
表示される容量より大きい容量の USB フラッシュメモリを用意してください。 

DVD の場合は、必要な枚数が表示されます。複数枚使用する場合は、同じ規格の記録メディア 
で統一してください。 





DVD について 


外付けの DVD ドライブ（市販品）を使用して作成する場合は、 『DVD ドライブに付属の 説明書』 
を確認してください。 

外付けの DVD ドライブ（市販品）で使用できる DVD については、 『DVD ドライブに付属の説明 
書』を確認してください。 
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使いはじめる前に 
















D リカパリーメディアを作る 




リカバリーメディアの作成にあたって 


rTOSHIBA Recovery Media Creator 」 では DVD-RAM を使用できません。 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 を使ってリカバリーメディアを作成するときは、 
のアプリケーションソフトをすべて終了させてから、行ってください。 

また、パソコン本体の電源コードと AC アダプターを接続した状態で作成してください。 


ほか 


USB フラッシュメモリまたは DVD に書き込みを行うときは、次の注意をよく読んでから使用して 

<ださい。 

守らずに使用すると、書き込みに失敗するおそれがあります。また、ドライブへの振動や衝撃など 

の本体異常や、メディアの状態などによっては処理が正常に行えず、書き込みに失敗することがあ 

ります。 

* 書き込みに失敗したメディアの損害については、当社はいっさいその責任を負いません。また、 
記憶内容の変化_消失など、メディアに保存した内容の損害および内容の損失_消失により生じ 
る経済的損害といった派生的損害については、当社はいっさいその責任を負いませんので、あら 
かじめご了承ください。 

* DVD に書き込むときには、それぞれの書き込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠した記録 
メディアを使用してください。また、推奨するメーカーの記録メディアを使用してください。 

DVD について 『DVD ドライブに付属の説明書』 

春バッテリ_駆動で使用中に書き込みを行うと、パッテリーの消耗などによって書き込みに失敗す 
るおそれがあります。必ず電源コードと AC アダプターを接続してパソコン本体を電源コンセン 
卜に接続して使用してください。 

•書き込みを行うときは、本製品の省電力機能が働かないようにしてください。また、スリープ、 
休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 

省電力機能について「5章0省電力の設定をする」 

* 次に示すような、ライティングソフトウェア以外のソフトウェアは終了させてください。 

■ スクリーン セーパー 
■ ウイルスチェックソフト 

_ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティリティ 
• 音楽や映像の再生アプリケーション 
• LAN などの通信アプリケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

* ウィンドウを開く、ユーザーを切り替える、画面の解像度や色数の変更など、パソコン本体の操 
作を行わないでください。 

* バソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書き込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよう」 

* パソコン本体から携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 


リカバ u — メディアを作成するには、以降の説明を参照してください。 
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使いはじめる前に 
















B リカパリーメディアを作る 


■■インストール方法 

「TOSH 旧 A Recovery Media Creator」 は、購入時の状態ではインストールされていません。 
次の手順でインス I ルしてください。 

■ [スタート]ポタン （©) —[すべてのプ□グラム]—[アプリケーシヨ 
ンの再インスト-ル]をタッチする 

[セットアップ画面へ]をタッチする 

K 1 [ユーティリティ]タブをタッチする 

| 画面左側の [TOSHIBA Recovery Media Creator ] をタッチし、 
■I [「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 のセットアップ]をタッ 
チする 

Q 画面の指示に従ってインス!-ールする 

■■ rxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」というメッセージが表示され 
た場合は、[実行]ポタンをタッチしてください。 
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使いはじめる前に 










D リカパリーメディアを作る 


リカバリーメディアを作成する 

外付けの DVD ドライブ（市販品）で DVD のリカバ U — メディアを作成する場合は、あらかじ 
め DVD ドライブをバソコン本体に接続しておいてください。 

接続方法 『DVD ドライブに付属の説明書』 

スタート]ポタン（泛|) — [すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
サポート&リカパリー]—[リカパリーメディア作成ツール]をタッ 
チす； 

「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 が起動します。 

[タイトル]、[メディア構成]を選択する 

[情報]に、必要な USB フラッシュメモ U の容量や DVD の枚数が表示されるので、 
用意してください。 



TOSHIBA Recovery Media Creator 


^ TOSHIBA R( 




メディアので 


I パリメディア作成 

a t のコンピュ -撕>、ー ドディスク上には、リか v リイメージ洲呆存されていま 
TOSHIBA Recovery Media Creator を使って、このイメージか6リ办 i リメデイ 
:作成することがぜます。 


タイトル 
田園リカバリメディア 



メディア構成 



フラッシュ -1 



タイトル 

チェックボックスにチェックがついて 
いる（囝） U カバ U — メディアを作成 
します。 

a をタッチすると作成するリカバ 
u —メディアの一覧が表示されます。 
作成する必要のないリカバリ ーメディ 
アは、チェックをはずしてください。 

メディア構成 

作成する記録メディアの種類を選択し 
よ9 〇 


(表示例） 


' 情報 


USB フラッシュメモ U の場合、画面に表示 
される容量が必要になります。 

DVD の場合、画面に表示される枚数分が 
必要になります。 


[作成]ポタンをタッチする 

作成するリカバリーメディアの確認と記録メディアのセットを求める画面が表示され 
ます。 


▼ 






使いはじめる前に 
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B リカバリーメディアを作る 


i 




I 


USB フラッシュメモリまたは DVD をセットする 

USB フラッシュメモリ「4章 □ USB 対応機器を使う」 

DVD のセット 『 DVD ドライブに付属の説明書』 

[0 K ] ポタンをタッチする 

作成が開始され、[現在のメディア]に、作成している 1 」カバリーメディアの進埗状 
況が表示されます。 

作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをタッチしてください。 

DVD の場合、作成が終了すると、記録メディアが自動的に出てきます。 

作成するメディアが複数枚ある場合は、メッセージに従って記録メディアを入れ替え 
てください。 

メッセージを確認し、 [0 K ] ポタンをタッチする 

作成した U カバ U — メディアには、次のことがわかるように目印をつけてください。 

• 「リカパ U — メディアであること」 

•複数枚ある場合は、番号 

たとえば DVD の場合、「リカバリーメディア XX (番号)」というように、レーベル面 
に油性のフェルトペンなどで記載してください。リカバ U _ をするとき、この番号の 
順にリカバリーメディアを使用しないと、正しくリカバ U _ されません。必ずリカバ 
リ ーメディア番号がわかるようにして保管してください。 


[閉じる]ポタン（1_)をタッチする 


[TOSHIBA Recovery Media Creator ] 画面が閉じ、リカバ U — メディアの作成を 
終了します。 


リカバリーメディアからリカバリ_をする操作手順については、『取扱説明書』を参照してくだ 
さい。 


ヘルプの起動方法 


「TOSHIBA Recovery Media Creator 」 
ンをタッチする 


を起動後、[ヘルプ]ボタ 


「 TOSH 旧 A Recovery Media Creator 」 のお問い合わせ先 
『取扱説明書付録0お問い合わせ先』 
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使いはじめる前に 




















■ パソコンの基本操作を覚えょ5 


このパソコン本体の各部について、基本の使いかたなどを説明してい 
ます。 


1電源を入れるとき . 36 

2使い終わったら . 38 

3 TOSHIBA Flash Cards について . 50 

4画面を調整する-ディスプレイ- . 53 

5サウンド . 55 

6 SSD . 59 

7 メディアカードを使う 

-ブリッジメディアスロットー . 60 












電源を入れるとぎ 


ツセージが表示された場合 


電源を入れたときにメッセージが表示された場合は、次の内容を確認してください。 

■パスワードを設定している場合 
• ユーザー パスワ ー ドを設定している場合 

電源を入れると次のメッセージが表示されます。 


Password = 

設定したユーザーパスワードを入力し、キーをタッチしてください。 
パスワードについて「6章0パスワードセキュリティ」 

• HDD パスワードを設定している場合 

電源を入れると次のメッセージが表示されます。 


HDD/SSD Password = 


設定した HDD ノてスワードを入力し、キーをタツチしてくださし)。 


メモ 

• パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れます。 

パスワードを入力せずに約1分経過した場合も、自動的に電源が切れます。 

パスワード入力画面で自動的に電源が切れると、 USB 、 スリープ解除タイマーからの許可による 
Wake - up ができません。 

その場合は電源を入れ直してください。 

• ユーザーパスワードと HDD パスワードの両方を設定してある場合は、ユーザーパスワード- ► HDD パ 
スワードの順に認証が求められます。ただし、ユーザーパスワードと HDD パスワードが同一の文字列 
の場合は、ユーザーパスワードの認証終了後、 HDD パスワードの認証は省略されます。 

パスワードについて「6章パスワードセキュリティ」 


■ メッセージが表示される場合 

不明なメッセージについては、『取扱説明書』の 「 Q & A 集」をご覧ください。 



パソコンの基本操作を覚えよう 


















D 電源を入れるとき 


2 


起動するドライプを変更する場合 


ご購入時の設定では、本体の SSD からシステムを起動します。起動するドライブを変更した 
い場合、次の方法で変更できます。 

mm 一時的に変更する 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

電源を入れたときに表示されるメニューから、起動するドライブを選択できます。 

データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

音量大 （+) ポタンを押しながら、電源スイッチを押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して | Enter |キーをタッチしてください。 

[ BootMenu ] 画面が表示されます。 

起動したいドライブをタッチする 

一時的にそのドライブが起動最優先ドライブとなり、起動します。 


*「►HDD Recovery 」 は選択しないでください。リカバリーを実行すると、 SSD 内に保存され 
ているデータはすべて消去されます。 

間違えて選択してしまつた場合、メツセージが表示されますのでキーをタツチしてください。 
電源が切れるので、手順0からやり直してください。 

リカバリー （ SS □からパソコンを初期状態に戻す）については、『取扱説明書』を確認してくだ 
さい。 


^^9あらかじめ設定しておく 

「東芝 HW セットアップ」の [0 S の起動]タブで起動ドライブの優先順位を変更できます。 
設定の変更 「6章 D 東芝 HW セツ ト アップ」 
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。八 ソコンの基本操作を覚えよう 



























使い終わつたら 


パソコンを使い終わったときは、電源を完全に切る「シャツトダウン」を行ってください。 

蠆源の切りかた『取扱説明書』 

パソコンの使用を一時的に中断したいときは、スリープまたは休止状態にすると、パソコンの 
使用を中断したときの状態が保存されます。 

再び処理を行う（電源スイッチを押すなど）と、パソコンの使用を中断したときの状態が再現 
されます。 


△警告 


電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用が制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることがあります。 

_無線通信機能は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の[ワイヤレス]の力ードで無効にする 
ことができます。[ワイヤレス]の力ードをタッチして、表示されたアイコン群から 
@をタッチしてください。 

-スリープや休止状態では、パソコンが自動的に復帰することがあるため、飛行を妨げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることがあります。 

•電源を切った状態、または高速スタートモードで待機中（高速スタートモードで電源を 
切ったとき）でも、パソコンが自動的に起動するような設定のソフトウェアの場合は、 
あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

- Intel ® Rapid Start Technology で休止状態になっている場合がありますので、確実 
に電源を切るため、一度パソコンを起動し、その後電源を切って（シャットダウンして） 
ください。 


ノ 
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パソ n > Q _ 操作霊えよぅ 







0 使い終わったら 


操作にあたって - 

中断する前に 

• スリープまたは休止状態を実行する前にデータを保存することを推奨します。 

• スリープまたは休止状態を実行するときは、記録メディアへの書き込みが完全に終了しているこ 
とを確認してください。 

書き込み途中のデータがある状態でスリープまたは休止状態を実行すると、データの書き込みが 
正しく行われません。 

• スリープまたは休止状態を実行するときは、 SD メモリカードや USB 接続型の外付け八ードディ 
スクドライブなどとのデータの読み出し、保存（書き込み）が完全に終了していることを確認し 
てください。 

データのアクセス途中でスリープを実行すると、データの読み出し、保存が正しく行われません。 

中断したときは 

* スリープ中にノ（ッテリー残量が減少した場合は、次回起動時にシステムが起動しないことがあり 
ます。 

システムが起動しない場合は、電源スイッチを5秒間押していったん電源を切ったあとで、再度 
電源を入れてください。この場合、スリープ前の状態は保持できていません （Windows エラー 
回復処理で起動します)。 

* スリープまたは休止状態を利用しないときは、データを保存し、アプリケーションをすべて終了 
させてから、電源を切ってください。保存されていないデータは消失します。 

八イブリッドス U —プのときは 

鲁八イブリッドスリープを有効にしているとき、スリープを実行するとすぐに画面は真っ暗になり 
ますが、しばらくの間は SSD への データ保存が行われています 。 SSD への アクセス中は、パソ 
コン本体を動かさないでください。 



。八 ソコンの基本操作を覚えよう 
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〇使い終わったら 


スリーブ 


パソコンの使用を中断する場合は、パソコンを「スリープ」にしましよう。次に電源スイッチ 
を押したときに、すばやく中断したときの状態を再現することができます。 

スリープ中はバッテリーを消耗しますので、電源コードと AC アダプターを取り付けて使用す 
ることを推奨します。作業を中断している間にバッテリーの残量が少なくなったときは、通常 
のスリープでは保存されていないデータは消失します。 

八イブリッドスリープ「本項 B スリープ機能を強化する」 

なお数日以上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順が記載されている場合は、ス 
U —プではなく、必ず電源を切ってください。 


スリープの実行方法 

[スタート]ポタンをタッチする 


㊃ 勞 


m 


みポタンをタッチし①、表示されたメニューから[スリープ]をタツ 


チする② 


すべてのプロクラム 


I プロクラムとフアイノレの検索 




|~ 

1 . -IM] 


再麵⑻ 

〔ス プ ( S ) 


■① 

■② 


目辤 




m 


スリープ状態から復帰させるときは、電源スイッチを押してください。 

n メモ _ 

參 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 を使って、スリープを実行することもできます。 

「TOSH 旧 A Flash Cards 」 「本章！] TOSHIBA Flash Cards について」 


40 



。八 ソコンの基本操作を覚えよう 

































〇使い終わったら 


D スリープ機能を強化する 

通常のス U _ プのほかに「八イブ U ッドス u _ プ」という機能が用意されています。 
パソコンの使用を中断したとき、それまでの作業をメモ U に保存するス u _ プに対して、八イ 
ブ U ッドスリープはメモリと SSD の両方に保存します。 

作業を中断している間にノ（ッテ U —の残量が少なくなった場合などは、通常のス U —プでは保 
存されていないデータは消失します。八イブ U ッドスリープを有効にしておくと、 SSD から 
作業内容を復元できます。八イブ U ッドスリープを有効にしている状態でスリープを実行する 
と、ハイブリッドス U — プとして機能します。この場合は、ス U — プを実行してからス U — プ 
状態になるまでの時間が長くなります。 

またスリープを実行してから一定時間が経過すると、自動的に休止状態に移行するようにも設 
定できます。 

休止状態に移行する設定について「本項-「役立つ操作集」」 

八イプリツドスリープを有効にするには、次の手順で設定してください。 


Q [スタ-卜]ポタン（❺) 


[コント□ールパネル]をタッチする 


[八ードウエアとサウンド]—[電源オプション]をタッチし、選択し 
ている電源プランの[プラン設定の変更]をタッチする 

[プラン設定の変更]は、各電源プランの右端に表示されています。選択している電 
源プランの[プラン設定の変更]をタッチしてください。 

八イプ U ッドス u _ プの設定は、電源プランごとに必要です。 

[プラン設定の編集]画面が表示されます。 

[詳細な霞源設定の変更]をタッチする 

[詳細設定]画面が表示されます。 


[スリープ]をダブルタッチし①、表示される項目から[八イブリッド 
スリープを許可する]をダブルタッチする② 
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パソ操作霊えよぅ 

















































〇使い終わったら 


I ハイブリッドスリープを ON にしたい項目（[パッテリ駆動]/ [電源 
に接続])をタッチする 

それぞれの項目は、次のようになります。 

[バッテリ駆動]:バッテリー駆動時の、八イブリッドス U — プ機能の ON / OFF を 
設定できます。 

[電源に接続]:電源に接続しているときの、八イプ U ッドス U _ プ機能の ON / 
OFF を設定できます。 


n 項目の横に表示された ▼ をタッチし①、表示されたメニューから[オン] 
^をタヅチする② 



| [0 K ] ポタンをタッチする 

これで八イプリッドスリープを有効にする設定は完了です。 

この状態でスリープを実行すると、八イブリツドスリープとして機能します。 


役立つ操作集 


一定時間の経過後、休止状態にする 

スリープを実行してから一定時間が経過すると、自動的に休止状態に移行するよう設定できます。 
[詳細設定]画面で[次の時間が経過後休止状態にする]をダブルタッチし、表示された項目を選択し 
て ▲ ▼で時間を設定してください。 

スリープを実行してから設定した時間が経過すると、自動的に休止状態に移行します。 

休止状態 『Windows ヘルプとサボート』 


ノ 
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パソコンの基本操作を覚えよう 



















































〇使い終わったら 




休止状態 


パソコンの使用を中断したときの状態を SSD に保存します。次に電源を入れると、状態を再 
現できます。なお数日以上使用しないときや、付属の説明書で電源を切る手順が記載されてい 
る場合は、休止状態ではなく、必ず電源を切ってください。 

n 休止状態の実行方法 

[スタート]ポタン（后！）をタッチし ①、 をタッチする② 


すべてのプログラム 

P -- 


■① 

■② 




表示されたメニューから[休止状態]をタッチする 

メニューが表示されない場合は、^をタッチしてください。 



(表示例） 

休止状態から復帰させるときは、電源スイッチを押してください。 

n メモ 

•「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 を使って、休止状態を実行することもできます。 

「TOSH 旧 A Flash Cards 」 「本章！] TOSHIBA Flash Cards について」 
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。八 ソコンの基本操作を覚えよう 










































〇使い終わったら 


a 


スリーブから一定時間後に休止状態にする 


本製品には、スリープから一定時間後に休止状態に変わる、 Intel ® Rapid Start Technology 
が搭載されています。 

Intel ® Rapid Start Technology の搭載により、ス U — プ状態よりもバツテ U - 保持時間を延 
ばします。 

Intel ® Rapid Start Technology は、購入時の状態では有効に設定されており、ス U — プを実 
行後、2時間で休止状態に変わる設定になっています。 

無効に設定する場合や、スリープから休止状態に変わるまでの時間を変更する場合は BIOS セツ 
トアツプから設定してください。 




• Intel ® Rapid Start Technology でスリープから休止状態に移行すると、 USB 、 スリープ解除 
タイマーからの許可による Wake - up ができません。 

• Intel ® Rapid Start Technology を無効 ( Disabled ) にしても SSD 上にある Intel ® Rapid 
Start 丁 echnology の領域は削除することはできません。 

• Intel ® Rapid Start Technology で、スリープから休止状態に移行した状態からの Windows の 
復帰時間は、 Windows のメモリの使用容量によって変わります。 

• スリープを実行する前にデータを保存することを推奨します。 

• Intel ® Rapid Start Technology でスリープから休止状態に移行した状態で放置し、パッテリー 
残量がなくなると、作成中のデータで保存されていないものが消失し、 Windows は正常に復帰 
できなくなります。 


n 「無効」に設定する方法 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

音量小（一）ポタンを押しながら、電源スイッチを押す 

■ 各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して| キーをタッチしてください。 

画面左側の [ Advanced ] をタッチする 

| [ Intel ( R ) Rapid Start Technology ] の右側のスイッチをタッチして、 
[ Disabled ] に切り替える 

スイッチをタッチするたびに、 [ Enabled ] と [ Disabled ] が切り替わります。 
[ Disabled ] に設定してください。 
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。八 ソコンの基本操作を覚えよう 



























0 使い終わったら 


| [Save and Exit ] をタッチする 

V 確認のメッセ-ジが表示されます。 

n [ Yes ] をタッチする 

I 設定内容が有効になり、 BIOS セットアップが終了します。 

パソコンが再起動します。 

mm スリープか 5 休止状態に変わるまでの時間を変更する方法 h 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

n 音量小（一）ポタンを押しながら、電源スイッチを押す 

I 各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して | Enter |キーをタッチしてください。 

画面左側の [ Advanced ] をタッチする 

| [ Intel ( R ) Rapid Start Technology ] の右側のスイッチをタッチして、 
■I [ Enabled ] に切り替える 

スイッチをタッチするたびに、 [ Enabled ] と [ Disabled ] が切り替わります。 
[ Enabled ] に設定してください。 

[Rapid Start Entry after ] で、変更したい時間を選択する 

[ Immediately ] を選択した場合は、ス U — プに入るとすぐに休止状態になります。 

[Save and Exit ] をタッチする 

W 確認のメッセ-ジが表示されます。 

Q [ Yes ] をタッチする 

■ 設定内容が有効になり、 BIOS セツトアップが終了します。 

パソコンが再起動します。 
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。八 ソコンの基本操作を覚えよう 






















〇使い終わったら 


4 


簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する 


[スタート]メニューから操作しないで、パソコン本体の電源スイッチを押したときに、電源を 
切る（電源 OFF )、 またはスリープ/休止状態にすることができます。 

また、「東芝高速スタート」の高速スタートモードを実行することもできます。 
mm - 「本節ほ]東芝高速スタートを使う」 


n パソコン本体の電源スイッチを押したときの動作の設定 m 

n [スタート]ポタン （©) —[コント□ールパネル]をタッチする 

n [ヂぅシステムとセキュリティ]をタッチする 

B 1 n 身電源ポタンの動作の変更]をタッチする 

[電源ポタンを押したときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
トダウン]のいずれかを選択する 

[何もしない]に設定すると、特に変化はありません。 

「バッテリ駆動」時と「電源に接続」時のそれぞれについて設定してください。 


[変更の保存]ポタンをタッチする 

バソコン本体の電源スイッチを押すと、手順で設定した状態へ移行します。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 













〇使い終わったら 




東芝高逮スタートを使う 


* 64ビット版の 0 S で使用することをおすすめします。 

「東芝高速スタート」で高速スタートモードを実行してパソコン本体の電源を切ると、次に電源 
を入れたときに、 Windows の起動を高速に行うことができます。 




• 起動時に実行されるソフトウェアの状況によっては起動に時間がかかることがあります。 

• 複数のユ_ザ_アカウントで共有している場合、各ユーザーが使用しているソフトウェア環境に 
よって通常起動よりも遅くなることがあります。 

• 高速スタートモードは、本体の SSD からの起動のみ対応します。 

• Windows Update 、 ドライバー、アプリケーションのインス! -- ル、ソフトウェアのアップデート 
後など、再起動が必要な場合は、必ず「シャットダウン」あるいは「再起動」を実行してください。 
高速スタートモードでは、変更が適用されません。 

• 高速スタートモードを使用する際は、すべてのアプリケーションを終了してから使用してください。 

* BIOS セットアップを使用する場合は、高速スタートモードを使わず、「シャットダウン」で 
Windows を終了してから BIOS セットアップを起動してください。 

籲パスワード（ユーザーパスワード、 HDD パスワード）を設定している場合でも、高速スタートモー 
ドで起動したときは、パスワードによる起動制限は行われません。 

• 高速スタートモードで起動したときは、 BIOS セットアップは使用できません。 

• 高速スタートモードで起動したときは、製品ロゴは表示されません。 
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。八 ソコンの基本操作を覚えよう 
















〇使い終わったら 


► すぺてのプログラム 


离 iix 夕-トモ-ド 

^1はじめに 

Windows Media Center 

B M 


高速 スタートモー ドの準備 

初めて「東芝高速スタート」を使用するときは、次のように設定してください。 


[スタート]ポタン（ ㈣ ） — [すべてのプ□グラム]— [ eco ユーティ 
リティ&省電力]—[高速スタートの設定]をタッチする 

「スタートメニューに表示する」をチェックし、 [0 K ] ポタンをタッチ 
する 

[スタート]メニューに「東芝高速スタート」が追加され、常に表示されます。 


(表示例） 
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[|プ□クラムとフアイ_ pi 





戈夺%没 



パソコンの基本操作を覚えよう 



















〇使い終わったら 


高速スタートモードの実行方法 


[スタート]ポタン （ 玲 ） をタッチし、[高速スタートモード]をタッ 
チする 

[東芝高速スタート]画面が表示されます。[スタート]ボタン—[すべての 
プログラム]— [ eco ユーティリティ&省電力]—[高速スタートモード]をタッチ 
して表示することもできます。 

[0 K ] ポタンをタッチする 

^東芝离速 x タート i ^ ir 回 TB 




高速スタートモード 

离速スタートモードは「シャツトタウン j でパソコンの竜源を切るより、 
次に®®を入れたときに 0 S の起動時間を_することができます。 


Windows Update , ドライパやアプリケーシヨ; XD インストーノ谈に再起動が必要な®合、高連 
スタートモードでパソコンの里涯を切っても適用されません. 


高速スター HE - ドでノぐノコ里涯を切りますか？ 
0次回から転しない 


OK j ド V ンセ；レ 


パソコン本体の電源が切れます。次に電源スイッチを押すと、高速で Windows を起 
動することができます。 


mm 簡単に高速スタートモードで電源を切る 

[スタート]メニューから操作しないでパソコン本体の電源スイッチを押したときに、「東芝高 
速スタート」の高速スタートモードを実行することもできます。あらかじめ、「電源オプション」 
の[電源ボタンを押したときの動作]で、[高速スタートモード]を設定する必要があります。 
簡単に電源を切る「本節 pn 簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する」 
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。八 ソコンの基本操作を覚えよう 






























「 TOSH 旧 A Desk Band 」 の國|をタッチする 

画面下部に次のような 「 TOSH 旧 A Rash Cards 」 が表示されます。 



(表示例) 


設定したい機能のカードをタッチする 

カードとアイコンが表示されます。 

表示されたアイコンのうち、設定したい項目をタッチする 

タッチしたアイコンの機能に設定されます。 


「TOSHIBA Flash Cards 」 のヘルプの起動方法 


「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の詳細は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプを参照してくだ 
さい。 

□ [スタート]ポタン （0) —[すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
-> [ユーティリティ ]— [Flash Cards ] をタッチする 

[Flash Cards の設定]画面が表示されます。 


Q 


[ヘルプ]ポタンをタッチする 
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TOSHIBA Flash Cards に〇いて 


「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 は、デスクトップ上に力ードのように表示されるアイコンを選択し、 
それぞれの力ードに割り当てられている機能を設定_実行することができます。 


操作方法 


パソコンの基本操作を覚えよう 




























OTOSHIBA Flash Cards について 


■「TOSH 旧 A Flash Cards」 を使つた便利な機能 

各キーにはさまざまな機能が用意されています。表示されたカードのアイコンをタッチすると、 
いろいろな操作が実行できます。 


カード 


内容 


[ロック]の力ード 



コンピューターをワークステーションロック状態にします。 
解除するには、ユーザー名をタッチしてください 。 Windows 
の□グオンパスワードを設定している場合は、画面上のキー 
ボードでパスワード入力欄に Windows のログオンパスワード 


を入力し、 


] をタッチしてください。 


o e 


[電源プラン]の力ード 



表示されたアイコンをタッチすると電源プランが切り替わります。 
_をタッチすると、設定されている電源プランが 「 eco 」 に 
設定されます。 




[ディスプレイ表示]の力ード 


M/O 


表示されたアイコンをタッチすると表示装置が切り替わります。 

「 4 章 方法 2 - 「 TOSH 旧 A Flash 

Cards 」 を使う」 


® ® © 


[輝度]のカード 



表示される画面のスライダ_バ_で輝度の状態を確認できます。 
スライダ_パ_のつまみを左へドラッグすると、本体液晶ディ 
スプレイの輝度が下がります。また、スライダ_バ_のつまみ 
を右へドラッグすると、本体液晶ディスプレイの輝度が上がり 
ます。 
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パソ操作霊えよぅ 




































OTOSHIBA Flash Cards について 


[スリープ]の力ード 



® 〇 


©をタッチすると、スリープ機能が実行されます。 


[休止状態]のカード 


©をタッチすると、休止状態になります。 



❿〇 


* 1 Bluetooth 機能搭載モデルのみ 
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カード 


内容 


[ワイヤレス]の力ード 




表示されたアイコンをタッチすると使用する無線 LAN 、 
巳 luetooth * 1 の ON / OFF を切り替えます。 


# ® # 〇 


パソコンの基本操作を覚えよ5 
























09 面を調整する 

ーディスプレイー 


本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイを搭薩しています。 
テレビや外部ディスプレイを接続して使用することもできます。 


画面の明るさを調整する 


本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は「1〜100」の100段階で設定 
ができます。 

□輝度の調整方法 

□「TOSH 旧 A Desk Band」 の國 をタッチする 
n [輝度]のカードをタッチする 

E1 表示された画面のスライダーパーのつまみを左右にドラッグして、輝度 
を調節する 



画面に表示されるスライダーバーのつまみの位置と「レベル X 」の表示で輝度の状態 
を確認できます。 

スライダーパーのつまみを左へドラッグすると、本体液晶の輝度が下がります。 
スライダーバーのつまみを右へドラッグすると、本体液晶の輝度が上がります。 
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。八 ソコンの基本操作を覚えよう 























D 画面を調整する -ディスプレイ- 


画面の向ぎを設定する 


画面表示の向きはディスプレイの向きに合わせて自動的に切り替わる設定になっています。 

画面表示を固定にしたいなど、画面表示の向きの設定を変更したい場合は、次の操作を行って 
ください。 


オ リエンテーシヨンロック ポタンを押す 



画面表示を固定に戻したい場合は、固定したい向きに画面を表示している状態で、ボ 
タンを押してください。 

g メモ 

• アプリケーションによっては、画面を縦にした状態では適切に動作しない場合があります。その場合は、 
画面を横にした状態で使用してください。 

* 次の場合は、表示の向きを変更することはできません。 

-テレビ/外部ディスプレイを接続した場合 

-表示の向きの固定をサポートしていないアプリケ_シヨンの場合など 
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。八 ソコンの基本操作を覚えよう 














サウン 


スピーカーの音量や Windows のシステム音を調整する方法について説明します。 
また、へツドセツトやへツドホンを接続することができます。 


スピーカーの 音量を調整する 


スピーカーの音量は、次の方法で調整できます。 

ボリュームコント □_ ルは Windows がコント□—ルしているため、 Windows 起動時や電源を 
切っているときは、音量変更はできません。 

■■音量ポタンで調整する 

■ Q パソコン本体の音量ポタンを押す 

■ 音量ボタンの「一」を押すたびに音量が小さくなり、「+」を押すたびに音量が大き 
くなります。 

音量ポタンの位置『取扱説明書1章0各部の名称』 
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。八 ソコンの基本操作を覚えよう 














〇サウンド 


音量ミキサーから調整する 


n [スタート]ポタン（玲）—[コント□ールパネル]をタッチする 

n [气|八ードウエアとサウンド] —[ >システム音量の調整]をタッ 
V チする 

[音量ミキサー]画面が表示されます。 

各項目でつまみを上下にドラッグして調整する 

[ミュート]ボタン 


をタッチすると消音（ミュート）になります。 



(表示例） 


□音量ミキサーの各項目 

音量ミキサーの各項目では、次の音量が調整できます。 


スピーカー 

スピーカーの 音量を調整します。 

システム音 

Windows のプ□グラムイベント （ Windows の終了、システム 
エラーなどの動作）で再生されるサウンド設定の音量を調整し 
ます。 


また、使用するアプリケーションにより異なる場合があります。 
詳細に ついて 『アプリケーションに付属の説明書』 

g メモ _ 


インテル®八イ.デフィニション.オーディオ準拠。 

キヤプチヤソフトなどを使用して、パソコンで再生中の音声を録音することはできません。 
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。八 ソコンの基本操作を覚えよう 
























〇サウンド 


2 


へツドセツトやへツドホンを使う 


本製品には、へツドセツトやへツドホンを接続できます。 

へツドセツトを使うと、音声ソフトの使用や音声を使ったチヤツトを行うことができます。 
本製品で外付けのマイクを使うときは、へッドセツトのマイクを使用してください。 




へツドセツトやへツドホンの操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録〇 -ra - へッドセツトやへッドホンの操作にあたって」 



■■使用できるへツドセツト/へツドホン 

本製品で使用できるへッドセット/へッドホンは次のとおりです。 

• プラグは直径 3.5 mm 4 極ミニジャックタイプが使用できます。 

•すべてのへッドセット、へッドホンに対応するものではあり 
ません。 

•左図の数字は、次の内容を示します。 



1 

2 

3 

4 


才ー ザ ィオ丘 
才ーディオ右 
グラウンド 
マイク 



*3 極ミニジャックは、ヘッドホンのみ使用できます。 
•プラグは直径 3.5 mm 3 極ミニジャックタイプが使用できます。 
•左図の数字は、次の内容を示します。 


1 

2 

3 


才一丁ィオ左 
才ーディオ右 
グランド 


音声認識 ソフ トとあわせて使用す る 場合は、各アプリゲ- 
ドセツ 卜を使用してください。 


-シヨンの取り扱い元が推奨するへッ 
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。八 ソコンの基本操作を覚えよう 






















































〇サウンド 


d へツドセツトやへツドホンの接続と取りはすし 

I へツドセツトやへツドホンのプラグを、へツドセツト/へツドホン端子 
V に差し込む 



取りはずすときは、へツドセツト/へツドホン端子からプラグを抜きます。 

■■ぺッドセツトやへツドホンの音量調整 

へツドセツトやへツドホンの音量は、音量ボタンまたは Windows の音量ミキサーで調節して 
ください。 

「本節スピーカーの音量を調整する」 
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パソコンの基本操作を覚えよう 














SSD 


本製品には、補助記憶装置として、フラッシュメモリを記憶媒体とするドライブを搭載してい 
ます 。 SSD (ソリッドステートドライブ）とは、八ードディスクの記憶媒体である磁気ディス 
クの代わりに、 NAND フラッシュメモリを使用した大容量記憶媒体です。 

SSD の補助記憶装置としての機能は、八ードディスクドライブと同等です。 

以下の機能についてもご利用いただけます。 

• BIOS セットアップ 

巳 IOS セットアップ画面には 「 HDD / SSD 」 と表示されますが、 SSD でも同様の動作をします。 

• HDD パスワード 

八ードディスクドライブ同様、登録可能です。 

本体の SSD は、取りはずしできません。 

USB 接続型の八ードディスクなどを使用して記憶容量を増やすことができます。 

本書および付属の説明書で記載されている「本体の八ードディスクドライブ」、 「 HDD 」、「 SSD 」 
は、 SSD を指します。 





操作にあたって 


パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合があります。 
SS □に記録された内容は、故障や障害の原因にかかわらず保証できません。 

万が一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 

あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録〇 - mm ssd について」 
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。八 ソコンの基本操作を覚えよう 
















メディアカー 1 ドを使う 

ープ U ツジメディアスロツトー 


本製品では次のメディアカードをブリッジメディアス□ットに差し込んで、データの読み出し 
や書き込みができます。 

次のイラストは、実際のものと多少異なる場合があります。 


SD メモリカード* 1 

(以降、 SDHC メモリカード* 1 、 

SDXC メモ U 力ード* 1 を含みます。） 



マルチメディアカード 



次のメディアカードは、市販のアダプターを装着すると、本製品のブリッジメディアスロット 
でも使用できます。必ずアダプターを装着した状態でご使用ください。 


miniSD メモリカード* 1 

(以降、 miniSDHC メモリカード* 1 を含み 

ます。） 

SD メモリカードサイズの miniSD メモ U 
カード用のアダプターを使用し ます。 



microSD メモ U 力ード* 1 

(以降、 microSDHC メモリカード* 1 を含 

みます。） 

SD メモリカードサイズの microSD メモ 
リカード用のアダプターを使用します。 





| 


*1 著作権保護技術 CPRM に対応してし)ます。 

アダプターの装着や使用方法は、『メディアカードに付属の説明書』を確認してください。 

本書では、特に区別して説明する場合を除き、 SD メモリカード、 miniSD メモリカード、 
microSD メモ U カードを 「SD メモリカード」と呼びます。 

すべてのメディアの動作を保証するものではありません。 

高速データ転送には対応しておりません。 

コンパクトフラッシュメモリカードなどは使用できません。使用する場合は USB 経由で周辺 
機器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用のカードリーダーをご使用ください。 
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パソコンの基本操作を覚えよう 
























































Q メディアカードを使う -ブリッジメディアスロット- 


新品のメディアカードは、メディアカードの規格に合わせてフオーマツトされた状態で販売さ 
れています。 

フオーマツ トとは、メディア カー ドを使えるようにすることです。 

フオーマツ トされていないものを購入した場合や再 フオーマツ トをする場合は、メディアカー 
ドを使用する機器（デジタルカメラやオーディオプレ_ャ_など）で行ってください。 


2 


メディアカードのセツト/取り出し 




操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 n - m-n メディアカードの操作にあたって」 
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1 


メディアカードを使う前に 




メディアカードの使用にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 □-m メディアカードを使うにあたって」 



。八 ソコンの基本操作を覚えよう 































メディアカードを使うーブリッジメディアスロット- 


セツトする 


ブリッジメディアス□ットからダミーカードを抜く 


ブ U ツジメディア 
ス□ットー 




ダミーカード 


タミーカー ドは、なくさないように保管してください。 

メディアカードの表裏を確認し、表を上にして、ブリッジメディアス□ッ 
卜に挿入する 

奥まで挿入します。 




miniSD メモリ カー ド、 microSD メモリ カー ドは、 S □メモリ カー ドサイズのアダプター 
が必要です。 

アダプターを使用しないで直接挿入すると、取り出せなくなります。 



パソコンの基本操作を覚えよう 


2 

6 








































Q メディアカードを使う-ブリッジメディアスロット- 


D セットしたメディアカードの内容を見る 

著作榷保護を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、次の手順で見る 
ことができます。 

著作榷保護されたファイルについては見ることができない場合があります。 

n [スタート]ポタン（后 j )— [コンピューター]をタッチする 

[コンピューター]画面が表示されます。 

メディアカードのアイコンをダブルタッチする 

以下の名称は表示の一例です。異なる名称が表示される場合があります。 

:リムーバブルディスク、セキュ U ティで保護された記憶 
域デバイス、 SDCard、SD 
: U ムーバブルディスク、 MMC 記憶域デバイス、 
MultiMediaCard、MMC Card、MMC 



SD メモリカード 


マルチメディアカード 


(表示例） 


セツトしたメディアカードの内容が表示されます。 


g メモ 


• メディアカードによっては、ブリッジメディアス□ットにセットすると、自動的に内容が表示されたり、 
メディアカードに対する操作を選択するメッセージが表示される場合があります。選択画面が表示され 
たときは、[フオルダーを開いてファイルを表示]を選択してください。 


Q 自動再生 






SD (X:) 


全般のオプション 




趨祕 


コ 、ノ ト□ールパネルで自勃再牛の詳細を表示します 


(表示例） 
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。八 ソコンの基本操作を覚えよう 

























Q メディアカードを使う-ブリッジメディアスロット- 


取り出す 


メディアカードに保存しているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしていると、 
取り出しができません。 

ウィンドウやファイルを閉じてから、操作を行ってください。 

メディアカードの使用を停止する 

① 通知領域の[八ードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコン （ ノ 
または 今 ) をタッチする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、をタッチしてください。 


ドウエアを安全に取り外してメディアを取り出す] 


H ^ fe 


カスタマイズ… 


(表示例） 

② 表示されたメニューから[(取りはずすメディアカード）の取り出し]をタッチす 
る 


③ 「八ードウエアの取り外し」のメッセージが表示されたら、 x をタッチする 




メディアカードを押す 

カードが少し出てきます。そのまま手で取り出します。 

ダミーカードを挿入する 
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パソコンの基本操作を覚えよう 




















■ネツ トワークの世界へ 


本製品に搭載されている通信に関する機能を説明しています。 

ネットワークやほかのパソコンと通信する方法について紹介します。 


1ネットワークで広がる世界 
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トワ_クで広がる世界 



会社や家庭でそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、1つのプリンターを共有したい 
ときや、インターネット接続を使いたいときは、ネットワークを使うと便利です。 


LAN 接続はこんなに便利 


会社や家庭でそれぞれが自分専用のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のパソコンを 
持っている場合など、複数のパソコンがあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと 
便利です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN があります。 



(接続例) 


本製品では、無線 LAN を使用することができます。 


■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケープルを接続していない状態でもネットワークに接続でき 
る、ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルーターの位置とは関係なく、無線通信のエ 
リア内であればあらゆる場所からコンピューターを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルーターや無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用することによって、パソコン 
からワイヤレスでネットワーク環境を実現できます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプ U 
ンターなどの機器の設定を行う必要があります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの 
設定方法の詳細は、[スタート]ポタン （©) —[ヘルプとサボート]をタッチして 、 『Windows 
ヘルプとサボート』を参照してください。 

ネットワークに接続している機器の設定は、各機器に付属の説明書を確認してください。 

また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理者に確認してください。 
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ネツトワ—クの世界へ 

























































ネットワークで広がる世界 


2 


ワイヤレス（無線） LAN を使う 


無線 LAN モジュールの確認 


使用しているパソコンに搭薩された無線 LAN モジュールの種類は、 「 ConfigFree 」 を使って確 


認できます。 

「本項 


I- 役立つ操作集- ConfigFreeJ 


通知領域の [ ConfigFree ] アイコン（慶）をタッチする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、^)をタッチしてください。 

表示されたメニューでアダプター名を確認する 

アダプター名が示すモジュールは、それぞれ次のようになります。 

• 「 Intel(R) Centrino(R) Advanced-N 6235 」の場合 

IEEE 802.1 la ( W 52/ W 53/ W 56)、 IEEE 802.1 lb , EEE 802.11 g および 
EEE 802.1 In に対応したモジュールです。このモジュールを 、 「Intel 6235 a / 
b / g / n モジュール」と呼びます。 

• rAtheros AR9485WB-EG Wireless Network Adapter 」 の場合 

IEEE 802.1 lb , IEEE 802.1 1 g および EEE 802.11 n に対応したモジュールで 
す。このモジュールを 、 「Atheros 9485 WB-EG b / g / n モジュール」と呼びます。 

その他の本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、『取扱説明書』を確認してください。 

❻メモ 

鲁 Wi - Fi 準拠、 WPA / WPA 2 対応、 128 bitWEP 対応、 256 bitAES 対応、 TKIP 対応0 
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ネツトワ—クの世界へ 














I ■ネットワークで広がる世界 


無線 LAN を使ってみよう 


△警告 


心臓べースメーカーを装着しているかたは、心臓べースメーカーの装着部位から 22 cm 
以上離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれがあります。 

電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用が制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることがあります。 

_無線通信機能は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の[ワイヤレス]の力ードで無効にする 
ことができます。[ワイヤレス]の力ードをタッチして、表示されたアイコン群から 
资|をタッチしてください。 

-ス U _ プや休止状態では、パソコンが自動的に復帰することがあるため、飛行を妨げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることがあります。 

•電源を切った状態、または高速スタートモードで待機中（高速スタートモードで電源を 
切ったとき）でも、パソコンが自動的に起動するような設定のソフトウェアの場合は、 
あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

- Intel ® Rapid Start Technology で休止状態になっている場合がありますので、確実 
に電源を切るため、一度パソコンを起動し、その後電源を切って（シャツトダウンして） 
ください。 



あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 Q - B 無線 LAN について」 

『安心してお使いいただくために』に、セキュリティに関しての注意事項や使用上の注意事項を説 
明しています。 

無線 LAN を使用する場合は、その記述を読んで、セキュリティの設定を行ってください。 


| 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 で[ワイヤレス]のカードの無線 LAN の 
アイコン （ WiR のアイコン）をタッチして ON に切り替える 

以降の無線の設定方法には、次の2種類があります。 

•「 ConfigFree 」 を使う 
• Windows 標準機能を使う 

rConfigFreeJ を使って設定する場合は、「本項 ^ S - 役立つ操作集- ConfigFree 」 
を参照してください。 

また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、[スタート]ボタン （©) - 
[ヘルプとサボート]をタッチして、 『 Windows ヘルプとサボート』を参照してくだ 
さい。 
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ネツトワ—クの世界へ 




















D ネットワークで広がる世界 


「 N ¢3役立つ操作集- 

ConfigFree 

本製品に用意されている 「ConfigFree」 を使うと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり、 LAN ケー 
ブルをはずすと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設定に便利な機能が使えます。 
詳しくは、「ファーストユーザーズガイド」をご覧ください。 

「ConfigFree」 は、コンピューターの管理者のユーザーアカウントで使用してください。 

籲ファーストユーザーズガイドの起動方法 

①通知領域の [ ConfigFree] アイコン（塞）を長押しして表示されるメニューから、[ヘルプ] 
をタッチする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、^)をタッチしてください。 

•「 ConfigFree 」 の起動方法 

「ConfigFree」 は、 Windows を起動すると自動的に起動し、通知領域に [ConfigFree ] アイコ 
ン（慶）が表示されています。 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、 si をタッチしてください。 

「ConfigFree」 を終了させた場合は、次の手順で起動してください。 

①[スタート]ボタン（@) — [すべてのプログラム]— [ TOSHIBA] ^ [ネットワーク] — 
[ConfigFree] -► [ConfigFree トレイ]をタッチする 


^ メモ Windows のログオン画面で、無線 LAN の状態を確認する（「東芝無線 LAN インジケーター J) 

•無線 LAN の設定を行い、無線 LAN に接続可能な状態の場合、 Windows の□グオン画画こ[東芝無線 
LAN インジケーター]画面が表示されます。この画面で、現在の無線 LAN の状態を確認することがで 
きます。 

また、無線 LAN に接続可能な状態ではない場合は、 Windows の□グオン画画こ「東芝無線 LAN イン 
ジケーター」のアイコン（@)のみが表示されます。このアイコンをタッチすると、[東芝無線 LAN 
インジケーター]画面を表示することができます。 

なお、「東芝無線 LAN インジケーター」は、表示方法を変更することができます。[スタート]ボタン （©) 
- [すべてのプ□グラム] —[ TOSHIBA ] -[ネットワーク]—[無線 LAN インジケーター-設定] 
をタッチして表示される、[東芝無線 LAN インジケーター-設定]画面で設定を変更してください。 

* 「東芝無線 LAN インジケーター」は、購入時の状態ではインストールされていません。 

次の手順でインスIルしてください。 

① [スタート]ボタン — [すべてのプ□グラム]—[アプリケーションの再インストール]をタッ 
チする 

② [セットアップ画面へ]をタッチする 

③ 画面のメッセージに従ってインス|ルする 

[ユーティリティ] タブに [TOSHIBA Wireless LAN Indicator] の項目が用意されています。 
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I ■ネットワークで広がる世界 


E 9 セキユリティの設定 

無線 LAN 機能を使用する場合、セキュリティ設定を行うことをおすすめします。 
セキュリティの設定を行っていない場合、さまざまな問題が発生する可能性があります。 

無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注意 
『安心してお使いいただくために』 

これらの問題に対応するためには、無線 LAN アクセスポイントとパソコンの双方で通信データ 
の暗号化などのセキュリティが必要になります。 

本製品には、無線 LAN を使用するにあたっての問題に対応するためのセキュリティ機能が用意 
されています。 

次のセキュリティ設定を行い、セキュリティ機能を有効にして本製品を使用すれば、それらの 
問題が発生する可能性を低くすることができます。 

[スタート]ポタン（ ㈢ ）―[コントロールパネル]をタッチする 

VX [峰•インターネットへの接続]をタッチ—[ワイヤレス]をタッチす 
る 

現在のワイヤレスネットワークへの接続状態が表示されます。 

□ 画面右下の[ワイヤレスネットワーク接続]画面で、接続したいアクセ 
スポイント名をタッチする 


Q [自動的に接続する]をチェックし、[接続]ポタンをタッチする 

H [ネットワークに接続]画面で、必要なネットワークセキュリティ情報 
を入力し、 [0 K ] ポタンをタッチする 

選択する項目、データ暗号化の方式、セキュリティキーなどの詳細は、『無線 LAN アクセスポ 
イントに付属の説明書』を確認のうえ、正しく設定してください。正しく設定していない場合、 
無線 LAN アクセスポイントに接続できない場合があります。 
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周辺機器を使って機能を広げよ 3 


パソコンでできることをさらに広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付けられるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使う周辺 
機器の取り付けかたや各種設定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 72 

2 USB 対応機器を使う . 73 

3テレビや外部ディスプレイを接続する . 75 

4 Bluetocrth 機能を使う . 82 










周辺機器を使 3 前に 


周辺機器とは、パソコンに接続して使う機器のことで、デバイスともいいます。周辺機器を使 
うと、パソコンの性能を高めたり、パソコンが持っていない機能を追加することができます。 
周辺機器は、パソコン本体の周囲にあるコネクタや端子、ス□ットにつなぎます。 

本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インターフェースなどの規格が異なることがあります。インターフェー 
スとは、機器を接続するときのケーブルやコネクタや端子、ス□ットの形状などの規格のこと 
です。 

購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお選びください。 
周辺機器が本製品に対応しているかどうかについては、その周辺機器のメーカーに確認してく 
ださい。 

コネクタの仕様について「付録0各インターフェースの仕様」 




周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 □ - MM 周辺機器について」 


次の周辺機器が使用できます。 

•へツ ド セツ ト/へ ツ ドホン 

「2章へツドセツトやへツドホンを使う」 

* USB 対応機器（マウス、キーボードなど） 

* テレビ 

•外部ディスプレイ 

•巳 luetooth 対応機器（マウス、キーポードなど） 

「本章0」以降 
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USB 対応機器を使う 


USB 対応機器は、電源を入れたまま取り付け/取りはずしができます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムがドライバーの有無をチェックし、自動的にイ 
ンス I ルを行うプラグアンドプレイに対応しています。 

USB 対応機器には次のようなものがあります。 

* USB 対応マウス * USB 対応プリンター 

• USB 対応スキヤナー * USB フラッシュメモリ など 

本製品の USB コネクタには USB 3.0/ USB 2.0/ USB 1.1 対応機器を取り付けることができ 
よ9 〇 

USB 対応機器の詳細について 『USB 対応機器に付属の説明書』 


USB 対応機器の操作にあたって 



あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 D-ra- usb 対応機器の操作にあたって」 
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B USB 対応機器を使う 


奴り付け 


USB ケーブルのプラグを USB 対応機器に差し込む 

この手順が必要ない機器もあります。 

USB 対応機器の詳細について 『 USB 対応機器に付属の説明書』 

USB ケーブルのもう一方のプラグをパソコン本体の USB コネクタに 
差し込む 

ブラグの向きを確認して差し込んでください。 



奴りはすし 


USB 対応機器の使用を停止する 

①通知領域の[八ードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す] ァィコン（り 
または 今 ) をタッチする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、1^1をタッチしてください。 

この操作を行ってもアイコンが表示されない USB 対応機器は、手順0に進んでください。 






カスタマイズ… 


IIQP^B 


② 表示されたメニューから取りはずす USB 対応機器を選択する 


③ 「八ードウエアの取り外し」のメッセージが表示されたら、 X をタッチする 


バソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルを抜く 





USB 対応機器の取り付け/取りはすし 







周辺機器を使って機能を広げよう 
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テレビや外部デイスプレイを 
接続する 


本製品の次のコネクタと、テレビや外部ディスプレイをケーブルで接続すると、接続した表示 
装置の画面にパソコンの画面を表示させることができます。 

• H DMI ( micro ) 出力端子 


パソコン本体と、テレビを接続する 

「本節]]パソコンに接続する/取 
りはずす」 


パソコンの画面をテレビに表示する 
設定をする 

「本節ほ]表示を切り替える」 


OFF 


[] 

^/////^\\\\\ 

L 






テレビ/外部デイスプレイ接続の操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 n-ra- テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」 


■接続の前に 

テレビを接続するときは、『テレビに付属の説明書』もあわせて確認してください。 
HDMI 入力端子があるテレビを接続できます。 


1 


バソコンに接続する/取りはすす 


H D M I 入力端子があるテレビや外部ディスプレイを接続できます。 

メモ 

• 接続する HDMI ケーブルは、市販のものを使用してください。 

• HDMI 対応機器すベての動作を保証するものではありません。 

• HDMI ケーブルは、 HDMI □ゴの表示があるケーブルをご使用ください。 

* 使用可能なテレビや外部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なりま 
す。解像度にあったテレビや外部ディスプレイを接続してください。 

* テレビや外部ディスプレイへの出力形式の設定は変更できます。 

「本節ほ]表示を切り替える」 

• 著作権保護された映像などをテレビや外部ディスプレイに表示するためには、 HDCP に対応したテレ 
ビや外部ディスプレイを接続してください。 
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D テレビや外部ディスプレイを接続する 


I HDMI (micro) 出力端子に接続する. 


HDMI ケーブルのプラグをテレビまたは外部ディスプレイの HDMI 入 
力端子に差し込む 


テレビまたは夕1名 R ディスプレイの電源を入れる 


HDMI ケーブルのもう一方のプラグをバソコン本体の HDMI (micro) 
出力端子に差し込む 



g メモ 


HDMI 接続で、テレビまたは外部ディスプレイに映像を映しているとき、 HDMI ケーブルを抜いたあと、 
再度 HDMI ケーブルを接続する場合は5秒以上間隔をあけてください。 
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D テレビや外部ディスプレイを接続する 


□ 音声の出力をバソコン本体のスピーカーからテレビなどに切り替える 

HDMI ケーブルで接続したテレビや外部ディスプレイから音声が出ない場合は、次の設定を行つ 
てください。 



[スタート]ポタン（后 J )— [コント□ールパネル]をタッチする 

[气 r 八ードウエアとサウンド] —[ /サウンド]をタッチする 

[サウンド]画面が表示されます。 

[再生]タブで[インテル （ R ) ディスプレイ用オーディオ]と説明があ 
る項目を選択し、[既定値に設定]ポタンをタッチする 

[0 K ] ポタンをタッチする 



この設定を行うと、パソコン本体から音声が出力されなくなります。テレビや外部ディスプレ 
イを取りはずし、パソコン本体からの音声出力に戻す場合は、手順0で[スピーカー]を選 
択し、[既定値に設定]ポタンをタッチしてください。 

■ HDMI ( micro ) 出力端子から取りはずす _ 

Cl HDMI ( micro ) 出力端子からケーブルを抜く 


周 

辺 

機 

器 

を 

使 

〇 

て 


目 g 
を 
広 
げ 
よ 
う 
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D テレビや外部ディスプレイを接続する 


2 


表示を切り替える 


テレビ/外部ディスプレイを接続した場合には、次の表示方法があります。 
表示方法は、表示装置の切り替えを行うことで変更できます。 


■本体液晶ディスプレイ、また 
はテレビ/外部ディスプレイ 
だけに表示 

いずれかの表 7 J \ 装置にのみ、画面を 
表 7]^ しボ9。 


■ 本体液晶ディスプレイとテレビ/外部ディスプレイの同時表示 
•クローン 表示（複製） 

2つの表示装置それぞれに画面を 
表7]\しボす〇 



OFF 




拡張表示 

2つの表7]\装置を1つの大き■な画 
面として使用（拡張表示）します。 
* 拡張表示は 、 「Extended Desktop 」 
と表示されることがあります。 




テレビ/外部ディスプレイに表示するには表示装置の設定を行つてください。 


g メモ 


鲁テレビ/外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、同時表示の種類や設定に 
合った色数/解像度で表示されます。 

• 表示を切り替えたとき、システムによって自動的に解像度が変更される場合があります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 

* テレビ/外部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などが正常に表示されない場合がありま 
す。この場合は、テレビ/外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 

• 映像を再生するアプリケーションで使用する表示装置を変更したい場合は、アプリケーションを起動す 
る前に表示装置を切り替えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることができません。 

ク□—ン表示、拡張表示での再生をサボートしていません。 

• 「疆源オプション」で省電力機能を設定してテレビ/外部ディスプレイの表示が消えた場合、画面をタッ 
チすると表示が復帰します。また、スリープに設定してある場合は、電源スイッチを押してください。 
表示が復帰するまで10秒前後かかることがありますが、故障ではありません。 
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D テレビや外部ディスプレイを接続する 


(表示例） 

■ 本体液晶ディスプレイ、またはテレビ/外部ディスプレイだけに表示 

① [動作モード]で[シングルディスプレイ]を選択する 

② [メインディスプレイ]で次の項目を選択する 

_本体液晶ディスプレイに表示する場合：[内蔵ディスプレイ] 

- HDMI ( micro ) 出力端子に接続している表示装置に表示する場合：[デジタルテレビ] 

③ [適用]ポタンをタッチする 

メッセージが表示されます。確認して [0 K ] ボタンをタッチしてください。 

■ 本体液晶ディスプレイとテレビ/外部ディスプレイの同時表示 

① [動作モード]で次のいずれかを選択する 

_ [ク□—ンディスプレイ]:ク□—ン表示 
-[拡張デスクトップ]:拡張表示 

② [メインディスプレイ]と [2 番目のディスプレイ]を設定する 

[内蔵ディスプレイ]は「本体液晶ディスプレイ」、[デジタルテレビ]は 「HDMI 
( micro ) 出力端子に接続している表示装置」を示します。 

③ [適用]ポタンをタッチする 

メッセージが表示されます。確認して [0 K ] ボタンをタッチしてください。 


方法1ープロパティ画面で設定する 

デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどが表示されていない場 
所で、長押しする 

メニューが表示されます。 


[グラフィックプロパティ]をタッチする 

[次のアプリケーションモードのいずれかを選択してください]画面が表示された場 
合は、[基本モード]を選択し、 [0 K ] ボタンをタッチしてください。 


B 1 [ディスプレイ]—[マルチディスプレイ]で表示装置を設定する 







色調望 


3D 




周辺機器を使って機能を広げよう 
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D テレビや外部ディスプレイを接続する 


方法2 一 「 TOSH 旧 A Flash Cards 』 を使う 

t 表示装置を選択する _ 

「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 で[ディスプレイ表示]の力ードをタッチすると、表示装置を選 
択する画面が表示されます。 



* 画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）に表示した場合の 
カー ドです。 


* アイコンの 一覧です。 実際は接続している表示装置に応じて切り替え可能なパターンのみ表示され ます。 

上の力ードは現在の表示装置を、下のアイコンは切り替え可能なパターンを示しています。 

設定したい表示装置のアイコンをタッチすると、表示装置が切り替わります。 

アイコンは、左から次の意味を表しています。 

• LCD . 本体液晶ディスプレイだけに表示 

• LCD + HDMI . 本体液晶ディスプレイと HDMI ( micro ) 出力端子に 

接続の表示装置にクロー ン表示 

• HDMI . HDMI ( micro ) 出力端子に接続の表示装置だけに表示 

本体液晶ディスプレイには何も表示されません。 

• LCD + HDMI 拡張デスクトップ . 本体液晶ディスプレイと HDMI ( micro ) 出力端子に 

接続の表 TJX 装置に拡張表 TJX 

本体液晶ディスプレイが主ディスプレイになります。 
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D テレビや外部ディスプレイを接続する 


[ディスプレイの入れ替え]アイコンをタッチすると、主ディスプレイが切り替わります。 

M ヘルプの起動方法 _ 

「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の詳細は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプを参照してくだ 
さい。 

□ [スタート]ポタン （©) —[すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
-> [ユーティリティ ]— [Flash Cards ] をタッチする 

[Flash Cards の設定]画面が表示されます。 

VX [ヘルプ]ポタンをタッチする 
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□拡張表示で主ディスプレイを切り替える方法 

現在の表示装置が拡張表示に設定されている場合、主ディスプレイと2番目のディスプレイを 
切り替えるアイコン（@)が表示されます。 



* 画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）とテレビ 
を接続した場合です。 


Q ® ® 錄 _ 


(表示例） 



周辺機器を使って機能を広げよぅ 















Bluetooth 機能を使う 



* Bluetooth 機能搭載モデルのみ 

巳 luetooth 機能搭載モデルには、 Bluetooth 機能が搭載されています。 

巳 luetooth ワイヤレステクノロジーは、パソコンや周辺機器、携帯電話などの機器同士で無線 
でデータをやりとりできる、世界標準の通信方式です。 

巳 luetooth ワイヤレステクノロジーを搭載した機器であれば、お互いに通信相手を登録するこ 
とで、簡単にデータのやりとりができます。 


Bluetooth 機能の操作にあたって 

* あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 fl- - Bluetooth について I 


メモ 

• 巳 luetooth のノ（ージョンによっては本製品と通信できない Bluetooth 対応機器があります。 

本製品に搭載されている Bluetooth 機能のノ（ージョンについては、『取扱説明書』を確認してください。 
* 2.4 GHz 帯の無線 LAN または WiMAX が近距離で使用されていると通信速度の低下または通信 エラー 
が発生する可能性があります。 
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D Bluetooth 機能を使う 


•心臓べースメーカーを装着しているかたは、心臓べースメーカーの装着部位から 22 cm 
以上離す 

電波によりぺ_スメ_力_の動作に影響を与えるおそれがあります。 

♦電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用が制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることがあります。 

_無線通信機能は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の[ワイヤレス]の力ードで無効にする 
ことができます。[ワイヤレス]の力ードをタッチして、表示されたアイコン群から 
をタッチしてください。 

_スリープや休止状態では、パソコンが自動的に復帰することがあるため、飛行を妨げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることがあります。 

•電源を切った状態、または高速スタートモードで待機中（高速スタートモードで電源を 
切ったとき）でも、パソコンが自動的に起動するような設定のソフトウェアの場合は、 
あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

- Intel ® Rapid Start Technology で休止状態になっている場合がありますので、確実に 
電源を切るため、一度パソコンを起動し、その後パソコンの電源を切って（シャットダ 
ウンして）ください。 


△警告 


■■ Bluetooth 通信が可能な状態にする| 



周辺機器を使って機能を広げよう 
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□ Bluetooth 機能を使う 


「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 で[ワイヤレス]のカードの Bluetoo 什! 
のアイコン（<，）をタッチして ON に切り替える 

初めて起動したときは、巳 luetooth 用ドライバーのインス! -- ルが始まります。イン 
ストールが終了するまでお待ちください。 

「Bluetooth Manager 」 が起動し、周辺の Bluetooth 対応機器を検索する[自動登録] 
画面が表示されます。すぐに Bluetooth 対応機器を登録する必要がない場合は、[キャ 
ンセル]ボタンをタッチしてください。 

無線 LAN (Wireless LAN ) と同時に使用する際の[注意]画面が表示された場合は、 
内容を確認のうえ、 [0 K ] ポタンをタッチして画面を閉じてください。 

通知領域に [Bluetooth Manager ] アイコン （[]) が表示されます。以降、通知 
領域に常駐し、次回 Windows を起動したときには自動的にアイコンが表示されます。 
[Bluetooth Manager ] アイコン（〇)はサービスの状態によって表示が異なります。 
詳しくは、 『 Bluetooth ユーティリティユーザーズガイド』を確認してください。 

巳 luetooth 機能が有効になっていない場合には 、 [Bluetooth Manager ] アイコン 
( Q ) を長押しして表示されたメニューから、旧 luetooth オン]を選択してください。 
* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、 g をタッチしてください。 

初めて Bluetooth を使うときには、 「 Bluetooth ユーティ 1 」ティ」の設定が必要になります。 
設定方法や通信する方法については、 『 Bluetooth ユーティリティユーザーズガイド』をご覧 
ください。 

■ Bluetooth ユーティリティユーザーズガイドの起動方法 

| [スタート]ポタン （©) —[すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA ] 
■■ -► [ネットワーク]— [ Bluetooth ] -► [ Bluetooth ユーザーズガイド] 
をタッチする 
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ula 周辺機器を使って機能を広げよぅ 










■ バツテ _ J - 駆励で使う 


パソコンをモパイル使用する際に大事な存在であるバッテリーは、使 
いかたによっては長持ちさせることができます。 

ここでは、充電や充電量の確認などについて説明しています。 


1バッテリーについて . 86 

2省電力の設定をする . 92 







△危険 


本製品に内蔵されているパッテリーパックを使用する 

寿命などで交換する場合は、東芝 PC あんしんサポートに依頼してください。バッテリ¬ 
バ ッ クの交換は、保証期間内でも有料になります。 




バッテリーを使用するにあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 Q - h バッテリーについて」 
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バッテ IP —について 



本製品には、バッテ u —パックが内蔵されています。 

本製品を初めて使用するときは、電源コードと AC アダプターを接続してバッテリーパックを 
充電してください。 

バッテリーパックを充電すると、バッテリー駆動（電源コードと AC アダプターを接続しない 
状態）で使うことができます。 

バッテ U — 駆動で使う場合は、あらかじめバッテ U — パックの充電を完了（フル充電）させて 
ください。 

指定する方法•環境以外でバッテリーパックを使用した場合には、発熱、発火、破裂するなど 
の可能性があり、人身事故につながりかねない場合がありますので、十分ご注意をお願いします。 
『安心してお使いいただくために』に、バッテリーパックを使用するときの重要事項が記述され 
ています。バッテリー駆動で使う場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず指示を守って 
ください。 


パツテリ I 駆動で使う 

















D バッテリーについて 


ッテリー充電量を確認する 


バッテ u _ 駆動で使う場合、バッテ u _ の充電量が減って作業を中断したりしないよう、バッ 
テリーの充電量を確認しておく必要があります。 

mm システムインジケーターで確認する 

電源コードと AC アダプターを接続している場合、 Battery 〇 LED が点灯します。 



LED は次の状態を示しています。 


Battery CD LED は次の状態を示しています。 


白色の点灯 

^r-i=f=ir±=i— 

冗电兀 _r 

オレンジ色の点灯 

充電中 

オレンジ色の点滅 

充電が必要 

バッテリーの充電について「本節ほ]パッテリーを充電する」 

消灯 

電源 コー ドと AC アダプターが接続されていない 
電源 コー ドと AC アダプターを接続していても消灯している場合は、 
バッテリー異常の可能性があります。東芝 PC あんしんサボートに連絡 
してください。 


D 通知領域の[バッテリー]アイコンで確認する^^^ ■ 

通知領域の[バッテリー]アイコン （ g または^^をタッチ 
すると、バッテリー充電量が表示されます。 

また電源プランなども表示されます。 

電源プランについて「本章0省電力の設定をする」 


暫 完全に充電されました(100%) 

電源ブランを選択してください： 

® パランス 
© eco 


画面の明るさの調整 
その他の電源オプション 



(表示例) 
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バツテリ I 駆動で使う 



























D パツテリーについて 


D バッテリー充電量が減少したとき 

電源が入っている状態でノ（ッテリーの充電量が少なくなると、次のように警告します。 

• Battery >0 LED がオレンジ色に点滅する（バッテリーの残量が少ないことを示していま 
す） 

•バッテリーのアラームが 動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]—[詳細な電源設定の変更]をタッチして表示 
される[詳細設定]タブの[バッテ U ]- [バッテリ低下の通知]や[バッテリ低下の操作] 
で設定すると、バッテリーの残量が少なくなったことを通知したり、自動的に対処する動作 
を行います。 

省電力設定（電源オプション）について「本章0省電力の設定をする」 

上記のような警告が起こった場合はただちにバソコン本体に電源コードと AC アダプターを接 
続し、充電してください。 
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購入時は休止状態が設定されています。バッテリー減少の警告が起こっても何も対処しなかっ 
た場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源が切れます。 

g メモ 

• 1力月以上の長期にわたり、電源コードと AC アダプターを接続したままパソコンを使用してパッテリー 
駆動を行わないと、バッテリ_充電量が少しずつ減少します。このような状態でパッテリ_充電量が減 
少したときは、 Battery C コ LED や[バッテリー]アイコンで充電量の減少が表示されないことがあ 
ります。1力月に1度は再充電することを推奨します。 

•長時間使用しないでパッテリーが自然に放電しきってしまったときは、警告音も鳴らず、巳 attery CD 
LED でも放電しきったことを知ることはできません。長時間使用しなかったときは、充電してから使 
用してください。 


D 時計用バッテリー 


本製品には、パッテリーパックのほかに、内蔵時計を動かすための時計用バッテ U —が内蔵さ 
れています。 

時計用バッテリーの充電は、電源コードと AC アダプターを接続し電源を入れているとき（電 
源 ON 時）に行われますので、普通に使用しているときは意識する必要はありません。ただし、 
充電量が少ない場合、時計が止まったり、遅れたりすることがあります。 

時計用ノ（ッテ U —が不足すると、メッセージが表示されます。 


■充電完了までの時間 

時計用バッテ U - は、電源 ON ( PowerLED が白色に点灯）の状態にしておくと約24時 
間で充電が完了します。 

時計用バッテリー充電中でもパソコンを使用できます。充電中に充電状態を知ることはできま 
せん。 
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D バッテリーについて 


ッテリーを充電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 


バッテリーを充電するにあたって- 

暑：..：.. ' 次の説明を確認してください。 

「付録 0- ■■-バッテリーを充電するにあたって」 


n 充電方法 

|パソコン本体に AC アダプターを接続し、電源コードの電源プラグをコ 
ンセントに差し込む 

Battery Q LED がオレンジ色に点灯すると、充電が開始されます。 

電源の 0 N /0 FF にかかわらずフル充電になるまで充電されます。 

f Battery 0 LED が白色になるまで充電する 

バッテ U — の充電中は Battery LED がオレンジ色に点灯します。 

巳 attery O LED が消灯している場合は、電源が供給されていません。電源コード、 
AC アダプターの接続を確認してください。 

メモ 

• パソコン本体を長時間ご使用にならないときは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さい。 
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バツテリ I 駆動で使う 


























D バッテリーについて 


■充電完了までの時間 

バッテリー充電時間は、バソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度が低いとき、バッテ u — パックの温度が高くなっているとき、周辺機器を取り付けて 
いるとき、アプリケーションを使用しているときは、充電完了まで時間がかかることがあります。 
詳しくは 、 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U — ズをお使いのかたへ』を参照して 
ください。 

■使用できる時間 

バッテ U _駆動での使用時間は、バソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって 
異なります。 

詳しくは 、 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シリーズをお使いのかたへ』を参照して 
ください。 
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■パッテリー駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、十分な 
性能を発揮するために電源コードと AC アダプタ_を接続してご使用ください。 


■ 使っていないときの充電保持時間 

バソコン本体を使わないで放置していても、バッテ U _充電量は少しずつ減っていきます。 
バッテ U —の保持時間は、放置環境などによって異なります。 

ス U _ プを実行した場合、放電しきるまでの時間が非常に短いため、パッテ U _駆動時は休止 
状態、または八イブリッドスリープにすることをおすすめします。 

ハイブリッドスリープについて「2章□- [ H スリープ」 

g メモ 

春バッテリーパックの交換は、有料になります。 


90 







D バッテリーについて 


ツテ 1 J 一を長持ちさせる 


本製品のバッテリーをより有効に使うための工夫を紹介します。 

■ バッテリーの機能低下を遅くする方法 _ 

次の点に気をつけて使用すると、バッテリーの機能低下を遅くすることができます。 

•パソコン本体を長時間使用しないときは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いて 
ください。 

•おもに電源コードと AC アダプターを接続してパソコンを使用し、バッテ U _パックの電力 
をほとんど使用しないなど、100%の残量近辺で充放電をくり返すとバッテリーの機能低下 
を早める場合があります。 

•「東芝バッテ U — マネージャー」で 「 eco 充電モード」に設定すると、バッテ U — 充電完了時 
の容量をフル充電より少なめにおさえて、バッテ U — の機能低下を遅らせることができます。 
「本章0- - 役立つ操作集-東芝バッテリーマネージャー」 

* 1力月に1度は、電源コードと AC アダプターをはずしてバッテリー駆動でパソコンを使用 
してください。 

■ バッテリー消費をおさえる方法 _ 

バッテリーの消費をおさえて、本製品をバッテリー駆動で長時間使用するには、次の方法があ 
ります。 

• こまめに休止状態にする 

「2章休止状態」 

• 省電力の設定をする 

「本章0省電力の設定をする」 

I バッテリーの充電能力を調べる 


バッテリーパックは、消耗品です。「東芝 PC ヘルス モニタ」を使用すると、バッテリーパック 
を交換する目安を調べることができます。 

「東芝 PC ヘルスモニタ」について 『取扱説明書』 
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バ W テリ I 駆動で使ぅ 











力の設定をする 



「電源オプション」ではパソコンの電源を管理して、電力の消費方法を状況に合わせて変更する 
ことができます。 

バッテリー駆動でパソコンを使用しているときに、消費電力を減らして長い時間使用するよう 
に設定したり、電力を使ってパフォ_マンスの精度を上げるように設定したりできます。 
これらの電源設定を電源プランといいます。 

「電源オプション」では、使用環境に合わせて設定された電源プランがあらかじめ用意されてい 
ますので、使用環境が変化したときに電源プランを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源 
設定を変更することができます。 

購入時には、次の電源プランが用意されています。 

•パランス 

必要なときは電力を使ってパフォーマンスを最大にし、動作させていないときは電力を節約 
します。 

• eco 

東芝の推奨する設定により、消費電力をおさえます。 

「本項-役立つ操作集 - TOSHIBA eco ユーティリティ」 

•省電力 

パソコンの動作速度などのパフォーマンスを低下させ、消費電力をおさえます。 

バッテ U —駆動のときにこのブランを使用すると、バッテ U —が通常より長くもちます。 

•高パフォーマンス 

ノ v ° フォーマンスと応答速度を最大にします。消費電力が増える可能性があります。 

バッテリ_駆動のときにこのブランを使用すると、バッテ U _が通常よりも早く消費されま 
す。 

*「省電力」、「高パフォーマンス」は[追加のプランを表示します]の 1 : V •をタッチすると表示されます。 

各電源ブランの設定を変更したり、新しく電源ブランを追加することもできます。 

電源プランの設定を変更、新規追加『「電源オプション」のヘルプ』 


92 



バツテリ I 駆動で使う 







〇省電力の設定をする 


「電源オプション」を起動後、画面右上の！^ポタンをタッチする 


1■口 r 回 


▼ 


コントロールパネノレ P 





ヒ最太にしたり、車力を節約したりできます。プラン 
5黾力設定を変更 T ることでカスタマイズしてくださ 

(表示例） 

VX 表示された一覧から知りたい項目をタッチする 

W 該当するぺ-ジが表示されます。 

役立つ操作集- 

TOSHIBA eco ユー ティ U ティ 

東芝の推奨する設定により、電源プランやディスプレイの明るさなどを自動的に調節して、消費電力 
をおさえます。 

詳しくは、「丁 OSHBA eco ユーティリティ」のヘルプをご覧ください。 

• 起動方法 

①[スタート]ボタン（@)—[すべてのプログラム]— [eco ユーティリティ&省電力]— [eco 
ユーティリティ]をタッチする 

初回起動時は、[はじめにお読みください]画面が表示されますので、[同意する]をチェックし、 
[0 K ] ボタンをタッチしてください。 

[TOSH 旧 A eco ユーティリティ]画面が表示されます。 

• ヘルプの起動方法 

① [TOSH 旧 A eco ユーティリティ]画面で[ヘルプ]ボタンをタッチする 
fTOSHIBA eco ユーティリティ」のヘルプが表示されます。 
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B 起動方法 

n [スタート]ポタン（玲） — [コント□ールパネル]をタッチする 

[ナラシステムとセキュリティ]—[，電源オプション]をタッチす 
る 

「電源オプション」が起動します。 

I ヘルプの起動方法_ 


_バツ Ihu I 誦で使ぅ 

へ 






























B 省電力の設定をする 


東芝ピ-クシフトコント! □- ルの使用にあたって —— 

♦パッテリーパックは消耗品です。 

パッテリーの充放電を一定期間繰り返すためにパッテリーの使用サイクルが進みますので、パッ 
テリーパックの買い替え時期が早まります。 

• 動画再生などのアプリケーションは、省電力機能によりスムーズに動作しない場合があります。 


f 役立つ操作集- 

東芝ピークシフトコント□—ル 

「東芝ピークシフトコント□—ル」は、昼間の電力消費の一部を夜間に移行させて電力を効果的に活用 
し、電力需要の平準化を実現する機能です。たとえば夏期の日中のように、電力使用のピーク時間帯 
には自動的に AC 電源からの電力供給を止め、電力需要の少ない時間帯（夜間など）に蓄えたバソコ 
ンのパッテリーで動作させる電源管理機能で、環境への負荷低減に貢献することができます。 

ピークシフト機能は、パソコン単体でも使用できますが、複数台数で同じ時間帯に制御することによつ 
てその効果を発揮します。制御するパソコンの台数は多ければ多いほど効果が大きくなります。 
使用方法については、ヘルプを参照してください。 

• 設定方法 

① [スタート]ボタン （© )— [すべてのプ□グラム] — [eco ユーティリティ&省電力] — [ピー 
クシフトコント□ール]をタッチする 

② [東芝ピークシフトコント□—ル]画面で、[ピークシフト機能]で[有効]を選択し、[適用] 
ボタンをタッチする 

• ヘルプの起動方法 

① 「東芝ピークシフトコント□—ル」を起動後、画面右上の[ヘルプ]ボタン （ cm ) をタッチす 
る 

② 画面上の知りたい項目をタッチする 


94 



バツテリ I 駆動で使う 



















〇省電力の設定をする 


r 

ディスプレイ省電テクノロジー 

「ディスプレイ省電テクノロジー機能」は、本体液晶ディスプレイに表示する映像のコントラストと明 
るさを自動的に調整することにより、パソコンの電力消費を低減させるものです。 

次の2つの条件を満たした場合にこの機能が使用できます。 

籲バッテリー駆動で使用中 
• 本体液晶ディスプレイだけに表示 

本機能は購入時の状態では、有効に設定されています。本機能を無効にする場合には、次の手順で設 
定してください。 

① デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどが表示されていない場所で長押しする 

② [グラフィックプ□パティ]をタッチする 

[次のアプリケーションモードのいずれかを選択してください]画面が表示された場合は、[基本 
モード]を選択し、 [0 K ] ボタンをタッチしてください。 

③ 画面左側の[電源]をタッチし、[疆源]で[パッテリー駆動]を選択する 

④ [節電機能]で[ディスプレイ省電テクノロジー]のチェックをはずす 

⑤ [0 K ] ボタンをタッチする 

メッセージが表示されます。確認して [0 K ] ボタンをタッチしてください。 

本機能を有効にする場合は、[ディスプレイ省電テクノロジー]をチェックしてください。 
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「 N ¢3役立つ操作集- 

東芝バッテリーマネージャー 

「東芝パッテリーマネージャー」は、バッテリーの充電方法を「通常充電モード」と 「 eco 充電モード」 
から選択することができます。 

「 eco 充電モード」に設定すると、バッテリーフル充電時の容量をおさえて、バッテ U _ の機能低下を 
遅くすることができます。 

パソコンの電源コードと AC アダプターを、コンセントに接続したまま使用される方におすすめです。 
ただし、バッテリ_での駆動時間は、バッテリ_のフル充電の容量が少なくなるため短くなります。 

• 起動方法 

①[スタート]ボタン — [すべてのプログラム] —[ eco ユーティリティ&省電力] — [バッ 
テリーマネージャー]をタッチする 

春 eco 充電モード 

「 eco 充電モード」に設定すると、通知領域に[東芝バッテリーマネージャー]アイコン（读）が 
表示されます。 



バツテリ I 駆動で使う 












6 章 


■ システム篇境の変更 


本製品を使用するときの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1東芝 HW セットアップ . 98 

2巳 IOS セットアップ . 99 

3パスワードセキュリティ . 111 

4 TPM を使う . 129 


5インテルアンチセフトテクノロジーの設定. .. 134 









1 ■東芝 HW セットアップ 


「東芝 HW セットアップ」を使い、 Windows 上で八ードウエアの設定を変更できます。 
複数のユーザーで使用する場合も、設定内容は全ユーザーで共通になります。 


|設定方法 


| [スタート]ポタン（科） — [すべてのプログラム]— [ TOSHIBA ] 
■ -[ユーテイリテイ]— [ HW セットアップ]をタッチする 

「東芝 HW セットアップ」が起動します。 

n 各タブで機能を設定し、 [ ok ] ポタンをタッチする 

■ [キャンセル]ボタンをタッチした場合は、設定が変更されません。 
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HW セットアップで再起動が必要な項目の設定を変更すると、パソコンの再起動を行うよう 
メッセージが表示されます。 

この場合、すぐに再起動を行って設定を有効にしてください。 

メモ 

鲁選択できない状態になっている（グレーアウトしている）項目は、設定内容の確認のみ行うことができ 
ます。 


M ヘルプの起動方法 _ 

I [東芝 HW セットアップ]画面上で、知りたい項目の上へ指をドラッグ 
するように移動させ、そこで指をはなしてしばらく（約5秒）待つ 

項目に対するヘルプが表示されます。 

ヘルプが見えにくい場合は、外付けのマウス（市販品）を使用して、知りたい項目に 
ポインターを置いてください。 
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BIOS セットアップ 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しながら実行することはできません。 
印刷した本項目のページと『取扱説明書』を参照して実行してください。 

BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体から設定するプ□グラムの 
ことです。起動と終了方法や基本操作は『取扱説明書』を参照してください。 

ここでは、 BIOS セットアップの設定項目について説明します。 


設定項目 


■ ■ Main 

■ System Time (システム時刻） 

時刻表示部分をタッチすると、時刻設定画面が表示されます。 

時と分と秒を、それぞれ [+] [—]をタッチして設定し、 [0 K ] ポタンをタッチしてください。 

■ System Date (システム日付） 

日付表示部分をタッチすると、日付設定画面が表示されます。 

月と日と年を、それぞれ [+] [—]をタッチして設定し、 [0 K ] ポタンをタッチしてください。 

■ CPU Type 

本体に搭載されている CPU のタイプが表示されます。 

■ CPU Speed 

本体に搭載されている CPU のスピードが表示されます。 

■ HDD/SSD 

本体に搭載されている SSD のタイプと容量が表示されます。 

■ Total Memory Size 

本体に取り付けられているメモ 1 」のメモ U 総容量が表示されます。 

■ System BIOS Version 

搭載されている BIOS のノ（ージョンが表示されます。 

■ EC Version 

EC のノ（ージョンが表示されます。 

■ Language 

BIOS で使用する言語を選択します。 


_ English (標準値） . 英語 

_ Francais . フランス語 
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H システム環境の変更 











〇 BIOS セツトアップ 


WM Security | 

■ BIOS Password 

ユーザーパスワードやスーパーバイザーパスワードを登録/削除/変更します。 

• User 

ユーザーパスワードを登録すると、起動時のシステムへのアクセスを制限できます。 

ユーザーパスワードの登録/削除/変更は「東芝パスワードユーティリティ」で行うことを推 
奨します。 

詳細について「本章ユーザーパスワード」 

■ Not Registered (標準値）...ユーザーパスワードが登録されていないときに表示される 

- Registered . ユーザーパスワードが登録されているときに表示される 

〈ユーザーパスワードを忘れてしまつたとき〉 

ユーザーノ（スワードを忘れてしまつた場合は、東芝 PC あんしんサボートに相談してください。 
ユーザーパスワードの解除を東芝 PC あんしんサボートに依頼する場合は、有料です。またそ 
のとき、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 

• Supervisor 

スーパーパイザーパスワードを登録すると、セットアップへのアクセスを制限できます。 
スーパーバイザーパスワードの登録/削除/変更は「東芝パスワードユーティリティ」で行う 
ことを推奨します。スーパーバイザーパスワードを BIOS セットアップで登録すると、操作が 
一部制限されます。 

詳細について「本章□-ほ]スーパーバイザーパスワード」 

■ Not Registered (標準値）...スーパーバイザーパスワードが登録されていないときに表 

示される 

- Registered . スーパーバイザーパスワードが登録されているときに表示 

される 

■ HDD/SSD Password 

HDD/SSD の HDD ユーザーパスワードや HDD マスターパスワードを登録/削除/変更しま 
す。 

• Mode 

HDD/SSD の HDD パスワードモードを設定します。 


- User Only (標準値） . HDD/SSD の HDD ユーザーパスワードのみを登録する 

- Master+User . HDD/SSD の HDD マスターパスワードと HDD ユーザーパ 


スワードを登録する 

• User 

HDD/SSD の HDD ユーザーパスワードを登録/削除/変更します。 

詳細について「本章0 - H HDD パスワード」 

■ Not Registered (標準値）.. .HDD ユーザーパスワードが登録されていないときに表示さ 

れる 

- Registered . HDD ユーザーパスワードが登録されているときに表示される 
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システム環境の変更 












WM BIOS セツトアップ 


• Master 

HDD / SSD の HDD マスターパスワードを登録/削除/変更します。 

「 Mode 」 が 「Master + User 」 の場合のみ表示されます。 

HDD パスワードの設定方法「本章□- [ 4 ] HDD パスワード」 

- Not Registered (標準値） ... HDD マスターパスワードが登録されていないときに表示される 
- Registered . HDD マスターパスワードが登録されているときに表示される 


■ Secure Boot 

Secure 巳 00 1 機能を設定します。 

「 Advanced 」 メニューの 「System Configuration 」 で 、 「Boot Mode 」 を 「UEFI Boot 」 
に設定した場合のみ表示されます。 

- Disabled (標準値） . Secure Boot 機能を無効にする 

_ Enabled . Secure Boot 機能を有効にする 


• Clear Secure Boot keys 


スーパーバイザーパスワードを登録すると、設定できるようになります。また 、 「Secure 
巳 00 1 」 を 「 Disabled 」 に設定した場合のみ設定できます。 

Secure Boot 機能に関するキー情報を削除し 、 Secure Boot 機能をセットアップモードに 
します。 

g メモ 

•「Boot Mode 」 を 「CSM Boot 」 に設定している場合 、 「Secure Boot 」 は表示されません。 

•「Boot Mode 」 を 「UEFI Boot 」 に設定している場合 、 「Secure Boot 」 を 「 Enabled 」 に設定すると、 
「Boot Mode 」 を変更できなくなります。 

•「Secure Boot 」 を 「 Enabled 」 に設定している場合 、 「Clear Secure Boot keys 」 は設定できません 0 


■ TPM 

* TPM 搭載モデルのみ表示されます。 

TPM (Trusted Platform Module ) を設定します。 

•Disabled (標準値） . TPM を無効にする 

• Enabled . TPM を有効にする 
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設定を変更するには、次のように操作してください。 

「 TPM 」 を 「 Enabled 」 に設定するには、先に 「Hide TPM 」 を 「 No 」 に設定してください。 


① 「 TPM 」 の右側のスイッチをタッチして、 「 Disabled 」 または 「 Enabled 」 に切り替える 

スイッチをタッチするたびに、 [ Enabled ] と [ Disabled ] が切り替わります。 

• Clear TPM Owner 

* TPM 搭載モデルのみ表示されます。 

「 TPM 」 で 「 Enabled 」 に設定し、再起動してから、設定できます。 

所有者登録とユ_ザー登録を削除します。 

本製品を廃棄するときや、譲渡などにより使用者（管理者）を変更するというように 、 TPM 
の使用を中止する場合に行ってください。 

① 「Clear TPM Owner 」 をタッチする 

再起動後、 「 TPM 」 の設定が 「 Enabled 」 から 「 Disabled 」 に変更されます。 
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〇 BIOS セツトアップ 


■ Boot Menu 

スーパーバイザーパスワードを登録すると、設定できるようになります。 

ユ _ ザ _ パスワ _ ドでパソコンを使用するユ _ ザー（ユ _ ザー権限）に対し、音量大 （+) ボ 
タンを使ったドライブの起動を制限することができます。 

「2章 D - S 起動ドライブを変更する場合」 


- Disabled (標準値） . 無効にする 

_ Enabled . 有効にする 


■ Device Access Control/Device Boot Control 

スーパーバイザーパスワードを登録すると、設定できるようになります。 

ユーザーパスワードでパソコンを起動したユーザー（ユ_ザ_榷限）に、デバイスの使用やデ 
バイスからの起動を制限することができます。 

タッチすると、画面が切り替わります。元の画面に戻るには [Previous Page ] をタッチします。 
設定後はパソコンの電源を切る必要があります。また、設定後にスーパ_ノ（イザー認証が必要 
になることがあります。 

「東芝デバイスアクセスコント□—ル」でデバイスの使用やデバイスからの起動の制限を設定し 
ている場合、設定を変更するときも「東芝デバイスアクセスコント□—ル」で行ってください。 

[Device Access Control ] 画面 

デバイスごとに、使用制限を設定します。 

• Enabled (標準値） . デバイスを使用可能にする 

- Disabled . デバイスを使用禁止にする 
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操作にあたって 


所有者登録とユーザー登録を削除すると、 TPM に関係するセキュリティ機能が使用できなくな 
ります。このため、管理者の権限を持たないユーザーが 「 TPM 」 を操作できないように設定する 
ことをおすすめします。 

管理者以外のユーザーの制限について 

「本章 Q - E 9 東芝パスワードユーティリティで tpm の設定をする」 

所有者登録とユーザー登録を削除したあとに、 TPM の使用を再開する場合は、もう一度 TPM へ 
所有者登録やユーザー登録を行う必要があります。 



• Hide TPM 

* TPM 搭載モデルのみ表示されます。 

「 TPM 」 で 「 Disabled 」 に設定し、再起動してから、設定を変更できます。 

TPM の表示をシステム上で確認できないようにするときに使用します。 

- No (標準値） . TPM をシステム上で確認できるようにする 

_ Yes . TPM をシステム上で確認できないようにする 

「 TPM 」 を 「 Enabled 」 に設定するには、先に 「Hide TPM 」 を 「 No 」 に設定してください。 
また、 「 Yes 」 に設定すると、 TPM をシステム上で確認することはできません。 


システム環境の変更 





















〇 BIOS セツトアップ 


[Device Boot Control ] 画面 

デバイスごとに、デバイスからの起動制限を設定します。 

すべてのデバイスからの起動を禁止にすることはできません。また 、 「Device Access 
Control 」 で 「 Disabled 」 に設定しているデバイスからの起動を可能にすることはできません。 


- Enabled (標準値） . デバイスからの起動を可能にする 

- Disabled . デバイスからの起動を禁止にする 


〈スー/ーバイザーノ（スワードを忘れてしまつたとき〉 

スーパーノ（イザーノ V ° スワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんサボートに相談して 
ください。スーパーバイザーパスワードの解除を東芝 PC あんしんサボートに依頼する場合は、 
有料です。またそのとき、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 

KM PowerManagement 

■ Critical Battery Wake-up 

「Critical Battery Wake - up 機能」を設定します 。 「Critical Battery Wake - up 機能」とは、 
ス U —プ状態の間にノ（ッテ U —の残量が少なくなった場合、自動的に休止状態になり、データ 
を SSD に保存します。 

なお 、 Windows 7をお使いの場合のみ有効です。 


• Enabled (標準値) . Critical 巳 attery Wake - up 機能を有効にする 

- Disabled . Critical Battery Wake - up 機能を無効にする 


「Critical Battery Wake - up 機能」を有効にするには、 Windows 上でも設定が必要です。 

次の操作を行って、設定してください。 

① [コントロールパネル]を開き、[システムとセキュリティ]の[鼋源オプション]をタッチ 
する 

② 利用するプランを選択し、[プラン設定の変更]をタッチする 

③ [詳細な電源設定の変更]をタッチする 

④ [電源オプション]画面の[詳細設定]タブで、[パッテリ]をダブルタッチする 

⑤ [バッテリ切れの操作]をダブルタッチし、表示された項目で「パッテリ駆動」を[休止状態] 
に設定する 

⑥ [0 K ] ボタンをタッチする 
■ Power on by AC 

パソコン本体の電源を切っているときに、パソコン本体に電源コードと AC アダプターを接続 
して電源コードの電源プラグをコンセントに差し込むと、システムが自動的に起動できるよう 


に設定します。 

- Enabled . 有効にする 

- Disabled (標準値） . 無効にする 
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〇 BIOS セツトアップ 


■ Dynamic CPU Frequency Mode 

- Dynamic Switch (標準値).… CPU の消費電力 _ 周波数自動切り替え機能を有効にし、使 


用状況に応じて CPU 周波数を自動的に切り替える 

- Always High . CPU の消費電力，周波数自動切り替え機能を無効にし、 

CPU 周波数を高周波数にしてノ t ソコンの処理能力を優先する 

_ Always Low . CPU の消費電力_周波数自動切り替え機能を無効にし、 

CPU 周波数を低い周波数にしてバソコンのノ（ッテ U —駆動 
時間を優先する 


■ Core Multi-Processing 

CPU の動作モードを設定します。 

• Enabled (標準値) . Dual Core モードに設定する 

- Disabled . Single Core モードに設定する 

■ Intel Turbo Boost Technology 

* 対応している CPU のみで表示されます。 

インテル®夕_ポ • ブーストを設定します。 

•Enabled (標準値) . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 

■ Intel Display Power Management 

Intel Display Power Management を設正します。 

- Enabled (標準値) . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 

■ SATA Interface setting 

SATA デノ（イスの性能とバッテ U -駆動時間の優先度を設定します。 

■ Performance (標準値） ........ SATA デバイスの性能を優先する 

- Battery life . バッテ U _ 駆動時間を優先する 

■ BIOS Power Management 

OS 以外の省電力機能を設定します。タッチすると、画面が切り替わります。元の画面に戻る 
には [Previous Page ] をタッチします。 
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〇 BIOS セツトアップ 


[BIOS Power Management 画面】 


■ Battery Save Mode 

バッテリーセーブモードを設定します。 

「Battery Save Mode 」 の設定項目は次のように表示されます。 



Full Power 

Low Power 

User Setting 

Processing Speed 

High 

Low 

項目ごとに設定を 
変更できます。 

CPU Sleep Mode 

Enabled 

Enabled 

LCD Brightness * 1 

Super - Bright * 2 

Bright * 2 

Cooling Method 

Maximum Performance 

Battery Optimized 


* 1 「 Advanced 」 メニューの 「System Configuration 」 で 、 「Boot Mode 」 を 「CSM Boot 」 に設定した 
場合のみ表示されます。 

* 2 電源コードと AC アダプターを接続している場合の表示内容です。 


「Battery Save Mode 」 の項目について説明します。 

奉 Processing Speed 

処理速度を設定します。使用するアプリケーションソフトによっては設定を変更する必要が 
あります。 


• High . 処理速度を高速に設定する 

_ Low . 処理速度を低速に設定する 


• CPU Sleep Mode 

CPU が処理待ち状態のとき、電力消費を低減します。 

一部のアプリケーションソフトでは 「 Enabled 」 に設定すると処理速度が遅くなることがあ 
ります。その場合は 「 Disabled 」 に設定してください。 


_ Enabled . 電力消費を低減する 

- Disabled . 電力消費を低減しない 


• LCD Brightness (LCD 輝度） 

画面の明るさを設定します。 

「 Advanced 」 メニユーの 「System Configuration 」 で 、 「Boot Mode 」 を 「CSM 
Boot 」 に設定した場合のみ表示されます。 

_ Super-Bright . 最高輝度に設定する 

_ Bright . 高輝度に設定する 

• Semi-Bright . 低輝度に設定する 


Cooling Method (CPU 熱制御方式） 

CPU の熱を冷ます方式を設定します。 CPU が高熱を帯びると故障の原因になります。 

_ Cooling Optimized . パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主にフアンを 

使用して冷却する 

- Maximum Performance ..... パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主にフアンを 

使用して冷却し 、 「Cooling Optimized 」 よりもフアン音が 
静かな状態を保ち温度を下げる 

_ Battery Optimized . パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主に CPU の処 

理速度を落として冷却する 
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〇 BIOS セツトアップ 


■ PCI Express Link ASPM 

PCI Express の省電力機能を設定します。 


•Enabled (標準値) . PCI Express デバイスが使用されていないときに、消費電 

力をおさえる 

- Disabled . 省電力機能を無効にし、パフォーマンスを優先する 

_ Auto . バッテ U _ 動作中かつ PCI Express デバイスが使用されて 

いないときに、消費電力をおさえる 


E9 Advanced 

■ Execute-Disable Bit Capability 


Execute-Disable Bit Capability (ェグゼキュ ー ト _ デイスエーブル ■ ビット機能）を設定し 

よ9 〇 


- Available (標準値) . 使用する 

■ Not Available . 使用しない 


■ Virtualization Technology 

インテル®パーチヤライゼーシヨン_テクノロジーを設定します。 

■ Disabled . 使用しなし'! 

_ VT-x & VT-d . VT-x & VT - d 機能を有効にする 

- VT-x Only (標準値） . VT - x を有効にする 

- VT-d Only . VT - d 機能を有効にする 

( CPU によっては表示されない項目があります） 


■ Trusted Execution Technology 

* Trusted Execution Technology 対応 CPU 搭載モデルのみ表示されます。 

Trusted Execution Techn 〇 logy を設定します 0 

Trusted Execution Technology とは 、 Virtualization Technology を使って TPM と連携 
させるセキユリテイ技術です。 


• Enabled . Trusted Execution Technology を許 口」 ■(こ設疋する 

• Disabled (標準値) . Trusted Execution Technology を禁止に設定する 


Trusted Execution Technology を許可に設定する場合、事前に 「 Advanced 」 メニューの 
「Virtualization Technology 」 を rVT-x & VT-dJ に設定し、 「 Security 」 メニューの 「 TPM 」 
を 「 Enabled 」 に設定し、 「 PowerManagement 」 メニューの 「Core Multi - Processing 」 
を 「 Enabled 」 に設定してください 0 


■ Intel (R) AT 

インテル®アンチセフト•テクノロジー（パソコンの紛失や盗難時に、パソコンを無効化する 
セキュリティ機能）を利用可能にする設定です。 

- Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . 使用しない 



















〇 BIOS セツトアップ 


■ Intel (R) AT Suspend 

インテル®アンチセフト _ テクノロジーを一時的に無効にするための設定です。 


- Enabled . 使用する 

- Disabled (標準値） . 使用しない 


インテル®アンチセフト • テクノロジーを利用しているときのみ設定できます。 

Intel ( R ) AT Suspend を使用する場合、事前に rlntel ( R ) AT 」 を 「 Enabled 」 に設定してください。 

■ Intel (R) Rapid Start Technology 

ス U — プから一定時間後に休止状態に変わる、 Intel ® Rapid Start Technology を設定します。 
詳細について「2章スリープから一定時間後に休止状態にする」 


- Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . ■(吏用しなし'! 


■ Rapid Start Entry after 

Intel ® Rapid Start Technology でスリープから休止状態に変わるまでの時間を設定します。 
rintel ( R ) Rapid Start Technology 」 で 「 Enabled 」 に設定している場合のみ、設定を変更 


できます。 

- Immediately . スリープに入るとすぐに休止状態になります。 

• 10 minutes . スリープから10分後に休止状態になります。 

• 2 hours (標準値） . スリープから2時間後に休止状態になります。 

■ 5 hours . スリープから5時間後に休止状態になります。 

• 24 hours . ス U — プから24時間後に休止状態になります。 


■ Beep Sound 

Windows 0 S 以外でのビープ音を設定します。 

OFF 、 Low、Medium (標準値)、 High のいずれかを選択できます。 

■ USB Power in Sleep Mode 

ス U _ プ中でも、 USB コネクタに USB バスパワー （ DC 5 V ) を供給します。 

- Enabled . 有効にする 

- Disabled (標準値） . 無効にする 

■ USB Legacy Emulation 

USB キ_ポ_ド、マウスなどのレガシーサボートを設定します。 

- Enabled (標準値) . レガシーサボートを行う 

ドライバーなしで USB キーボード/ USB マウスなどが使 
用できます。 

- Disabled . レガシーサボートを行わない 

「USB Legacy Emulation 」 が 「 Enabled 」 に設定されていても 、 「Change Boot Order 」 
が 「 HDD/SSD — USB Memory - USB ODD — FDD 」 の場合は、本体の SSD から起動 
します。 
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〇 BIOS セツトアップ 


■ USB Memory BIDS Support Type 

コンピューターの起動に使用する USB フラッシュメモリを設定します。 

「 Advanced 」 メニューの 「System Configuration 」 で 、 「Boot Mode 」 を 「CSM Boot 」 
に設定した場合のみ表示されます。 


- HDD (標準イ直） . US 巳フラッシュメモリを HDD として扱う 

起動するドライブとしての優先順位は 、 「Change Boot 
Order 」 での 「 HDD / SSD 」 の順位です。 

- FDD . USB フラッシュメモリを FDD として扱う 

起動するドライプとしての優先順位は 、 「Change Boot 
Order 」 での 「 FDD 」 の順位です。 


■ Change Boot Order 

タッチすると画面が切り替わります。 

[Boot Priority Options 画面】 

システムを起動するディスクドライブの順番を [ Up ] ポタンまたは [ Down ] ボタンをタッチ 
して設定します。設定終了後に [0 K ] ボタンをタッチしてください。 

通常は次の順番（標準値）に設定してください。 

1 HDD/SSD 

2 USB Memory 

3 USB ODD 

4 FDD 

■ System Configuration 

タッチすると、画面が切り替わります。元の画面に戻るには [Previous Page ] をタッチします。 

[System Configuration 画面】 

■ Wireless LAN 

無線 LAN を設定します。 


•Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . 使用しない 


* 1 「 Disabled 」 を設定した場合、 Windows 上での無線通信機能の ON / OFF 設定はできなくなります。 

■ Auto Wireless LAN RF Switching 

LAN ケーブルの接続によって、自動的に無線 LAN 機能の有効/無効を切り替えます。 

有効の場合、 LAN ケーブルが接続されているときは無線 LAN 機能が無効に、接続されていな 
いときは無線 LAN 機能が有効に切り替わります。 


- Enabled . 有効にする 

- Disabled (標準値） . 無効にする 
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〇 BIOS セツトアップ 


■ Bluetooth 

* Bluetooth 機能搭載モデルのみ表示されます。 
巳 luetooth を設定します。 


_ Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . ■(吏用しなし'! 


*1「 Disabled 」 を設定した場合、 Windows 上での無線通信機能の ON / OFF 設定はできなくなります。 

■ Web Camera 

Web カメラを設定します。 

- Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . 使用しなし'! 

■ SD Host Controller 

プリツジメディアス□ツトを設定します。 

•Enabled (標準値) . 使用する 

- Disabled . 使用しない 

■ Internal USB 3.0 Controller 

USB 3.0 ポートの動作を設定します。 

- Enabled (標準値) . USB 3.0 ポートとして使用する 

- Disabled . USB 2.0 ポートとして使用する 

■ Memory Performance Mode 

メモリの使用方法を設定します。 

_ Enabled (標準値) . バツテ U — 駆動時間よりシステム処理能力を優先させる 

- Disabled . システム処理能力よりバツテ U _ 駆動時間を優先させる 

■ SATA Controller Mode 

SATA コント□—ラーモードを設定します。 

「 Advanced 」 メニューの 「System Configuration 」 で 、 「Boot Mode 」 を 「CSM Boot 」 
に設定した場合のみ表示されます。 


- AHCI (標準値） . Windows 7用のモード （ AHCI ) 

■ Boot Mode 

Boot Mode を設定します。 

- UEFI Boot . GPT (GUID Partition Table ) で初期化された HDD / 

SSD からの起動に対応する 

•CSM Boot (標準値) . MBR (Master Boot Record ) で初期化された HDD / 

SSD からの起動に対応する 


メモ 

•「Boot Mode 」 を 「UEFI Boot 」 に設定している場合、 「 Security 」 メニューの 「Secure Boot 」 を 
「 Enabled 」 に設定すると 、 「Boot Mode 」 を変更できなくなります。 
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〇 BIOS セツトアップ 


■ Power On Display 

起動時の Windows □ ゴを表示する表示装置を設定します。 

- Auto-Selected (標準値） ..... 本体液晶ディスプレイを閉じているときは、接続している 

テレビまたは外部ディスプレイを自動的に検出し、テレビ 
または外部ディスプレイにのみ画面を表示する 

- System LCD only . 本体液晶ディスプレイにのみ表示する 

• Ext . Monitor (System Built - in ) 

. 本体に接続しているテレビまたは外部ディスプレイにのみ 

画面を表示する 

• Ext . Monitor ( Dock / Cradle )... ドック/クレードルに接続しているテレビまたは外部ディ 

スプレイにのみ画面を表示する 

■ Boot Up NumLock Status 

外付け USB キーポードなどを使用している場合、起動時のテンキーの入力状態を設定します。 


• ON (標準値） . テンキーを Numeric Mode (ニューメリックモード）で起 

動し、テンキーの数字などの文字を入力できる状態にする 
(数字ロックモード） 

•OFF . テンキーを Arrow Mode (ア□—モード）で起動し、テン 

キーをカーソル 制御 キーと して使用できる状態にする（ア 
□-モー ド） 


起動後は、 0 S の設定に従って入力状態が設定されます。 

また、外付け US 巳キーボードの | NUM LOCK | キーを押すことで 、 Numeric Mode と Arrow 
Mode を切り替えます。 

メモ 

• 本設定は、すべての外付け USB キーボードに対する動作を保証するものではありません。 


Exit 

■ Exit Saving Changes 

変更を保存して BIOS セットアップを終了します。 

■ Exit Discarding Changes 

変更を保存しないで BIOS セットアップを終了します。 

各種パスワード、 「 Main 」 メニューの 「System Time 」 と 「System Date 」 の各設定については、 
変更前の状態に戻りません。 

■ Load Setup Defaults 

すべての設定項目を標準値にします。 

各種パスワードなど一部の設定については、標準値に戻りません。 

■ Save Changes and Power Off 

変更を保存してバソコンの電源を切ります。 
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八スワードセキユ IP テイ 


パスワードとは、パソコンや Windows の起動時などに入力する、認証用の文字列のことです。 
パスワードが設定されている場合、あらかじめ決めた文字列を正しく入力しないと起動できま 
せん。 

このため、自分にしかわからないパスワードを設定しておけば、ほかの人がパソコンや 
Windows を起動できなくなるため、データを見られたり、誤って消されてしまう心配が少な 
くなります。 

一度設定したパスワードは、後から変更したり、削除したりすることができます。 

ノ V ° スワードにはいろいろな種類があります。 

• Windows □ グオンノ（スワード 

• Windows に□グオンするとき 

-パスワード保護の設定をしたスクリーンセーバーを解除するとき 

• ユーザーパスワード （ BIOS パスワード） 

電源を入れるときや休止状態から復帰するときに、パスワードを入力しなければ起動できな 
くなります。 

• スーパーバイザーパスワード （ BIOS パスワード） 

「東芝 HW セットアップ」の設定を変更できないようにするなど、いくつかのパソコン本体 
の設定について制限をかけられます。管理者ユーザーが使用します。 

• HDD パスワード 

本体の SSD を保護します。電源を入れるときに HDD パスワードを入力しなければ起動でき 
なくなります。万がーパスワードを忘れた場合、永久に SSD を使用できなくなる、非常に 
強固なセキュリティです。 

ここでは、ユーザーパスワード/スーパーバイザーパスワードや HDD パスワードの設定方法 
について説明します。 


3 メモ 


• スーパーバイザーパスワードとユーザーパスワードでは、違う文字列を使用してください。 

• パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてください。 

• パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作は行わず、タッチキーボー 
ドの文字キーをタッチして直接入力してください。 


* パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種を確 
認後、東芝 PC あんしんサボートに連絡してください。 

パスワードの解除を東芝 PC あんしんサボートに依頼する場合は有料です。 HDD パスワードを忘 
れてしまった場合は、 SS □は永久に使用できなくなり、交換対応となります。 

この場合も有料です。またどちらの場合も、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が 
必要となります。 
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〇パスワードセキュリティ 


■ パスワードに使用できる文字 _ 

ユーザーパスワード、スーパーバイザーパスワード、 HDD パスワードに使用できる文字は次 
のとおりです。 

アルファべッドの大文字と小文字は区別されません。 


使用できる文字 

アルフアベツト（半角） 

abcdefghijklmnopqrstuvwxyz 

数字（半角） 

〇 123456789 

記号の一部（半角） 

::,.(スペース）など 

使用できない文字 

-全角文字 （2 バイト文字） 

_日本語入カシステムの起動が必要な文字 

【例】漢字、カタカナ（全角/半角)、ひらがな、日本語入カシステム 
が供給する記号 など 

_記号の一部（半角） 

【例】：（バーチカルライン） 

_ (アン ダー バー） 

¥ (エン）など 


パスワード登録時に蓍告メッセージが表示された場合は、登録しようとした文字列に使用でき 
ない文字が含まれています。この場合、もう一度別の文字列を入力し直してください。警告が 
表示されない場合も、上記「使用できない文字」に該当する文字は使用しないでください。ま 
た文字列は必ずタッチキーポードから1文字ずつ直接入力してください。 
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パスワードセキュリティ 


ーザーバスワード 


ユーザーパスワードの登録は、「東芝パスワードユーティリティ」を使用することをおすすめし 
ます。また、登録した文字列は、パスワードファイルを作成して確認することをおすすめします。 

■■東芝バスワードユーティリティでの設定 

■登録 _ 

ユーザーパスワードを登録する手順を説明します。 HDD パスワードもあわせて登録できます。 

| [スタート]ポタン （©) —[すべてのプ□グラム]— [TOSHIBA] 
™ -[ユーティリティ]—[パスワードユーティリティ]をタッチする 

「東芝パスワードユーティリティ」が起動します。 

VX [登録]ポタンをタッチする 

_ [ユーザーパスワードの登録]画面が表示されます。 

Q [入力：]にパスワードを入力する 

_パスワ-ドは 5 Q 文字以内で人力します。 

パスワードに使用できる文字「本節-パスワードに使用できる文字」 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 

■ できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、 
キーボードの文字キーをタッチして直接入力してください。 

Q [確認入力：]にもう一度パスワードを入力する 

H [同時に HDD ユーザーパスワードに同じ文字列を登録する。]にチェッ 
クがついているか確認する 

チェックがついている場合、ここで設定したユーザーパスワードが HDD パスワード 
としても登録されます。 

HDD パスワード「本節 [U HDD パスワード」 

ユーザーパスワードのみ登録する場合は、チェックをはずしてください。 




















H パスワードセキュリティ 


[登録]ポタンをタッチする 

入カ エラーの メッ セージが 表示された場合は、 
手順0から操作をやり直してください。 


[0 K ] ボタンをタッチして画面を閉じ、 


にチェック 


手順0で旧時に HDD ユーザーパスワードに同じ文字列を登録する。] 

をしていない場合は、手順0に進んでください。 

チェックをしている場合は、 「 HDD ユーザーパスワードを登録しようとしています。」 
という画面が表示されます。 


Q [登録]ポタンをタッチする 


パスワードファイルを作成する場合は [0K] ポタンをタッチする 

パスワ_ドの文字列をファイルとして保存しておくことを推奨するメッセージが表示 
されます。 

このファイルをパスワードファイルと呼びます。 

パスワードファイルを保管しておけば、パスワードを忘れた場合、本機または本機以 
外の機器でノ v ° スワードを確認することができます。 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをタッチしてください。 
[0 K ] ボタンをタッチすると、[名前を付けて保存]画面が表示されます。 

パスワードファイルを作成する 

ノ V ° スワードファイルの保存先は、 USB フラッシュメモリなどの記録メディアを推奨 
します。あらかじめ用意しておいてください。 

① 記録メディアをセットする 

② [保存する場所]で保存先を選択する 

③ [ファイル名]にファイル名を入力する 

④ [保存]ボタンをタッチする 

ノ V ° スワードファイルが選択した保存先に作成されます。 

手順0で[同時に HDD ユーザーパスワードに同じ文字列を登録する。]をチェック 
している場合、「今すぐコンピューターを再起動しますか？」という画面が表示され 
るので、[いいえ]ポタンをタッチします。 

[東芝パスワードユーティリティ]画面が表示されます。 

必要に応じて、[パスワードの注釈：]を入力する 

[パスワードの注釈]にはパスワードのヒントとなる文字列を登録できます。登録す 
ると、パスワードの入力が必要なときに、登録した文字列が表示されます。 

使用できる文字列はユ_ザ_パスワードと同様です。 

パスワードに使用できる文字「本節-パスワードに使用できる文字」 

パスワード文字列そのものを登録しないでください。 
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パスワードセキュリティ 


fail [OK] ポタンをタッチする 

ユーザーパスワードが登録されます。 

手順0でチェックをした場合は、必ず電源を切る、または再起動してください。 




パスワードファイルを保存した記録メディアは、安全な場所に保管してください。 


メモ 


パスワードを忘れてしまったときのために、必ずパスワ_ドを控えてください。 


削除 


[スタート]ポタン—[すべてのプ□グラム]— [ TOSHIBA] 
—[ユーティリティ]—[パスワードユーティリティ]をタッチする 

「東芝パスワードユーティリティ」が起動します。 

認証画面が表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節ほ]パスワードの入力」 

[削除]ポタンをタッチする 

[ユ_ザ_パスワードの削除]画面が表示されます。 

[削除]ポタンをタッチする 

確認のメッセージが表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをタッチする 

[ユーザーパスワードの削除認証]画面が表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節团パスワードの入力」 

認証は、「東芝パスワードユーティリティ」を起動したときと同じユーザー榷限で行っ 
てください。 

確認のメッセージが表示されます。 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをタッチする 

パスワードが削除されます。 


□ 
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H パスワードセキュリティ 


変更 




[スタート]ポタン（@)—[すべてのプ□グラム]— [TOSHIBA] 
—[ユーティリティ]—[パスワードユーティリティ]をタッチする 

「東芝パスワードユーティリティ」が起動します。 

認証画面が表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節®パスワードの入力」 

[変更]ポタンをタッチする 

[ユーザーパスワードの変更]画面が表示されます。 

[入力：]に新しいパスワードを入力する 

パスワードは50文字以内で入力します。 

パスワードに使用できる文字「本節-パスワードに使用できる文字」 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、 
キ_ボ_ドの文字キーをタッチして直接入力してください。 

[5 萑認入力：]にもう一度パスワードを入力する 

[変更]ポタンをタッチする 

確認のメッセージが表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [0K] ポタンをタッチする 

[ユ_ザ_パスワードの変更認証]画面が表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

ここでは、まだパスワードは変更されていないので、本手順0、0で入力したも 
のではなく、その前に登録しておいたノ v ° スワードを入力してください。 

認証について「本節®パスワードの入力」 

認証は、「東芝パスワードユーティリティ」を起動したときと同じユーザー榷限で行っ 
てください。 

パスワードが変更されます。 

変更したパスワードの文字列をファイルとして保存しておくことを推奨するメッセー 
ジが表示されます。 

パスワードファイルを作成する場合は [0K] ポタンをタッチする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをタッチしてください。 
パスワードファイルの作成方法は、「本項■画-登録」の手順0を確認してください。 




システム環境の変更 
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〇パスワードセキュリティ 


〇 BIOS セットアップでの設定 

BIOS セツトアップでの設定は、 「 Security 」 メニューにある 「BIOS Password 」 の 「 User 」 
で行います。 


■登録 _ 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 



データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

音量小（一）ポタンを押しながら、電源スイッチを押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して gnter ] キーをタッチしてください。 


画面左側の [Security] をタツチし、 [BIOS Password] の DJser] を 
タッチする 

パスワードが入力できる状態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは50文字以内で入力します。パスワードに使用できる文字は、「東芝パス 
ワードユーティリティ」の場合と同様です。 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

[Enter ]キーをタッチする 

確認入力の画面が表示されます。 

もう一度パスワードを入力する 

確認のため、手順0と同じパスワードをもう一度入力してください。 

[fnterj ^ 一 をタッチする 

パスワードが登録されます。 

2回目のパスワードが1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。 llnterl キーをタッチし、手順0からやり直してください。 


BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 



























H パスワードセキュリティ 


■ 削除 _ 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 



データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

音量小（一）ポタンを押しながら、電源スイッチを押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して巧 nterl キーをタッチしてください。 


[Security ] をタッチし 、 [BIOS Password ] の [ User ] をタッチ 
する 

パスワードが入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに「*」（アスタリスク）が表示されます。 

[Enter ]キーをタッチする 

新しいパスワードを入力する画面が表示されます。 

入力したパスワードが登録したパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。 [ jnterl キーをタッチし、手順0からやり直してください。 

Enterj キ ー をタッチする 

ここでは何も入力しません。 

確認入力の画面が表示されます。 

[Enter ]キーをタツチする 

ここでは何も入力しません。 

パスワードが削除されます。 


購入時の設定では、入カエラーが3回続いた場合は、以後パスワードの項目を操作できなくな 
ります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、もう一度設定を行ってください。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 

























パスワードセキュリティ 


■変更 _ 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 



データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

音量小（一）ポタンを押しながら、電源スイッチを押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して巧 nterl キーをタッチしてください。 


[ Security ] をタッチし 、 [BIOS Password ] の [ User ] をタッチ 
する 

パスワードが入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに「*」（アスタリスク）が表示されます。 

[Enter ]キーをタッチする 

新しいパスワードを入力する画面が表示されます。 

入力したパスワードが登録したパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。キーをタッチし、手順0からやり直してください。 

新しいパスワードを入力し、 pnte ^ キーをタッチする 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

確認入力の画面が表示されます。 

手順0で入力したパスワードをもう一度入力し、 [ Enterl キーをタッチ 
する 

パスワードが変更されます。 

2回目のパスワードが1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。斤 nteH キーをタッチし、手順0からやり直してください。 


購入時の設定では、入カエラーが3回続いた場合は、以後パスワードの項目を操作できなくな 
ります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、もう一度設定を行ってください。 

BIOS セットアップの終了方法は、『取扱説明書』を確認してください。 
































パスワードセキュリティ 


I [スタート]ポタン （©)— [すべてのプログラム]—[アクセサリ] 
— [ファイル名を指定して実行]をタッチする 

A 「 C:¥P 「 og「am Files¥TOSHIBA¥PasswordUtility¥TOSPU.exeJ 
と入力する 

0 S のタイプが64ビット版の場合は、 「 C :¥ P 「 og「am Files ( x 86)¥ T 0 SH 旧 A¥Pas 
swordUtilityVTOSPU.exeJ と入力してください。 

K 1[0 K ] ポタンをタッチする 

W 「東芝パスワ-ドユ-ティりティ」が起動します。 

パスワードを登録している場合はパスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節®パスワードの入力」 

[スーパーバイザーパスワード]タブをタッチする 
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囡 


スーパーバイザーパスワード 


スーパーバイザーパスワード設定用の「東芝パスワードユーティリティ」で、 Windows 上か 
らスーパーノ（イザーノ（スワードの設定や設定の変更ができます。 

BIOS セツトアップでも設定できます。 


g メモ 


• 先にユーザーパスワードが登録されている場合は、スーパーパイザーパスワードの登録はできません。 
スーパーバイザーパスワードとユーザーパスワードを両方登録する場合は、一度ユーザーパスワードを 
削除し、スーパーバイザーパスワードを登録してからもう一度ユーザーパスワードを登録してください。 
• スーパーバイザーパスワードを登録すると、ユーザーポリシーを設定できます。ユーザーポリシーとは、 
複数のユーザーでバソコンを使用している場合の、各ユーザーの権限を設定する機能です。 

• スーパーバイザーパスワードとユーザーパスワードでは、違うパスワードを使用してください。 

* パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えておいてください。 



m 東芝パスワードユーテイリテイでの設定 
起動方法 


システム環境の変更 













パスワードセキュリティ 


M 操作方法 _ 

■ 登録、削除、変更 

スーパーバイザーパスワードの登録、削除、変更などの設定方法は、「東芝パスワードユーティ 
リティ」でのユーザーパスワードの設定方法と同様です。 

ユ_ザー j てスワ_ドの設定を確認してください。 

ユーザーパスワード「本節東芝パスワードユーティリティでの設定」 

なお、スーパーバイザーパスワードを削除すると、ユーザーパスワードも同時に削除されます。 


■ 一般ユーザーの操作を制限する 

スーパーバイザ_パスワードを登録すると、スーパーバイザーパスワードを知らないユ_ザ_ 
は「東芝 HW セットアップ」の設定を変更できないようにする、などいくつかの制限を加える 
ことができます。 

スーパーバイザーパスワードを登録した状態で、次の手順を実行してください。 



スーパーバイザーパスワード設定用の「東芝パスワードユーティリティ」 
を起動する 

認証画面が表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節团パスワードの入力」 

[スーパーバイザーパスワード]タブで[ユーザーポリシー]の[変更] 
ポタンをタッチする 

[ユーザーポリシーの設定]画面が表示されます。 


操作を許可する項目をチェックする 


[設定]ポタンをタッチする 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ポタンをタッチする 

[ユーザ_ポリシーの設定認証]画面が表示されます。 

スーパーノ（イザーノ くスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節^パスワードの入力」 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ポタンをタッチする 


メモ 

籲音量大 （+) ボタンで起動ドライブを選択したい場合は、「東芝パスワードユーティリティ」の[スー 
パーパイザーパスワード]タブで[ユーザーポリシー]の[変更]ボタンをタッチし、[ユーザーポリシー 
の設定]画面の [ HW セットアップ/ BIOS セットアップの使用を許可する]のチェックをはずさない 
でください。 

チェックをはずしていると、音量大 （+) ボタンを使用しても、起動ドライブの変更ができません。 

音量大 (+) ポタンで起動ドライブを変更する方法「2章 D - ほ]起動するドライブを変更する場合」 















H パスワードセキュリティ 


^9 BIOS セットアップでの設定 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

BIOS セットアップでも、スーパーバイザーパスワードを設定することができます。 

B 操作方法 _ 

■登録、削除、変更 

巳 IOS セットアップの 「 Security 」 メニューで 、 「BIOS Password 」 の 「 Supervisor 」 を選 
択して設定できます。 

登録、削除、変更などの設定方法は、 BIOS セットアップでのユーザーパスワードの設定方法 
と同様です。 

ユ_ザー J (スワ_ドの設定を確認してください。 

「本節 \ T]-MM BIOS セットアップでの設定」 

また、 BIOS セットアップで、いったんスーパーバイザーパスワードを登録してしまうと、スー 
パーバイザーパスワードを知らないユーザーの場合、次の操作が一部制限されたり、設定がで 
きなくなったりします。 

-巳 IOS セットアップ画面での設定変更 
-東芝 HW セットアップでの設定変更 
-音量大 （+) ボタンを使って起動ドライブを変更する 
「 2 章 n - s 起動するドライブを変更する場合」 
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H システム環境の変更 








パスワードセキュリティ 


パスワードの入力 



♦パスワード入力画面で自動的に電源が切れると、 USB 、 スリープ解除タイマーからの許可による 
Wake - up ができませんので、電源を入れ直してください。 


M 電源を入れたとき/休止状態から復帰するとき _ 

パスワードを登録している場合、電源を入れるとパスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。 

この場合は、次の方法でパソコン本体を起動します。 

Q 登録したとおりにパスワードを入力し、キーをタッチする 

■ パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れます。 

パスワードを入力せずに約1分経過した場合も、自動的に電源が切れます。 

その場合は電源を入れ直してください。 

■ 東芝パスワードユーテイリテイを起動したとき _ 

ユーザーパスワード/スーパーバイザーパスワードを登録している場合、「東芝パスワードユー 
ティリティ」を起動すると、認証を求める画面が表示されます。次の方法で認証を行います。 

□ 認証を求める画面が表示されたら、パスワードを入力する 
VX [確認]ポタンをタッチする 

■■バスワードを忘れてしまった場合 

ユ _ザ_ パ スワ—ド/スーパーバイザ _パ スワ— ドを忘れてしまった場合は、次の方法で確認 
または解除してください。 

•パスワードファイルを確認する 

電源を入れるときにパスワードが必要になった場合は、本機以外の機器でパスワードファイ 
ルを確認してください。 

上記の方法でパスワードの確認ができなかった場合は、東芝 PC あんしんサボートに相談して 
ください。パスワードの解除を東芝 PC あんしんサボートに依頼する場合は、有料です。また 
そのとき、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の提示が必要となります。 


123 


H システム環境の変更 




























H パスワードセキュリティ 


hdd パスワードの種類 

HDD パスワードは、 HDD ユーザーパスワードと HDD マスターパスワードの2つを設定する 
ことが可能です。 

■HDD ユーザー パスワード 

各バソコンの使用者自身が設定することを想定したノ t スワードです。 

HDD マスターパスワードを削除すると、同時に HDD ユーザーパスワードも削除されます。 

■HDD マスターパスワード 

管理者などがバソコン本体の環境設定を管理/保守するために設定することを想定したパス 
ワ_ドです。 

HDD マスターノ V ° スワードは HDD ユーザーノ V ° スワードの代わりに使えます。 HDD ユーザーパ 
スワードを忘れた場合でも、 HDD マスターパスワードを入力して SSD にアクセスできます。 
なお、 HDD マスターパスワードのみを登録することはできません。 

組織などで HDD マスターパスワードを用いた運用を検討した場合、各パソコンのユーザーに 
対してパソコン本体を配付する前に、あらかじめ管理者が BIOS セットアップで HDD マスター 
ノ V ° スワードと仮の HDD ユーザーノ t スワードを設定しておく必要があります。 
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HDD パスワード 


HDD パスワードは、 SSD を保護するセキュリティ機能です。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、 BIOS セットアップで行います。 

n 注意事項 

登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、安全な場所に保管しておくことを強くお 
すすめします。 





万が一、登録したパスワードを忘れた場合、修理•保守対応ではパスワードを解除できません。 
この場合、 SSD は永久に使用できなくなり、 SSD の交換対応となります。この場合、有料での 
交換となります。 

SS □が使用できなくなったことによる、お客様またはその他の個人や組織に対して生じた、いか 
なる損失に対しても、当社はいっさい責任を負いません。 

HDD パスワードの設定については、この点を十分にご注意いただいた上でご使用ください。 


システム環境の変更 





















〇パスワードセキュリティ 


MM HDD パスワードの登録 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 



データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

* 源の切りかた『取扱説明書』 

音量小（一）ポタンを押しながら、電源スイッチを押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力してキーをタッチしてください。 


画面左側の [ Security ] をタッチして、 [ HDD/SSD Password ] の 
[ User ] をタッチする 

HDD マスターパスワードの場合は、 [ Master ] をタッチしてください。 

パスワードが入力できる状態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは50文字以内で入力します。 

パスワードに使用できる文字「本節-パスワードに使用できる文字」 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

Enterj キ ー をタッチする 

確認入力の画面が表示されます。 

もう一度パスワードを入力する 


filter ] キ ー をタッチする 

パスワードが登録されます。 

2回目のパスワードが1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。キーをタッチし、手順0からやり直してください。 


HDD マスターパスワードを登録する場合は、 BIOS セットアップの 「 HDD/SSD Password 」 
の 「 Mode 」 で 「Master + User 」 を選択します。表示された 「 Master 」 に HDD マスターパ 
スワードを設定し、続けて HDD ユーザーパスワードの設定を行います。 

BIOS セットアップの終了方法『取扱説明書』 





























パスワードセキュリティ 


KM HDD パスワードの削除 


* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 


データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 







音量小（一）ポタンを押しながら、電源スイッチを押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して [fD 7 ] キーをタッチしてください。 


画面左側の [Security] をタッチして、 [HDD/SSD Password] の 
[User] をタッチする 

HDD マスターパスワードの場合は、 [Master] をタッチしてください。 

パスワードが入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに「*」（アスタリスク）が表示されます。 

[Enter ]キーをタッチする 

新しいパスワードを入力する画面が表示されます。 

入力したパスワードが登録したパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。キーをタッチし、手順0からやり直してください。 

[Enterj^p - 一 をタッチする 

ここでは何も入力しません。 

確認入力の画面が表示されます。 

(fnterj キ ー をタツチする 

ここでは何も入力しません。 

パスワードが削除されます。 


HDD マスターパスワードを削除する場合は、 HDD マスターパスワードの削除を行うと、同時 
に HDD ユーザーパスワードも削除されます。 

HDD ユーザーパスワードのみを削除することはできません。 

BIOS セットアップの終了方法『取扱説明書』 

























〇パスワードセキュリティ 


HDD パスワードの変更 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 


データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 



□ 



音量小（一）ポタンを押しながら、電源スイッチを押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して [fD 7 ] キーをタッチしてください。 


画面左側の [ Security ] をタッチして、 [ HDD/SSD Password ] の 
[ User ] をタッチする 

HDD マスターパスワードの場合は、 [Master] をタッチしてください。 

パスワードが入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに「*」（アスタリスク）が表示されます。 

[Enter ]キーをタッチする 

新しいパスワードを入力する画面が表示されます。 

入力したパスワードが登録したパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。キーをタッチし、手順0からやり直してください。 

新しいパスワードを入力し、キーをタッチする 

パスワードは1文字ごとに「*」（アスタリスク）で表示されますので、画面で確認 
できません。間違えないよう、気をつけて入力してください。 

確認入力の画面が表示されます。 

もう一度新しいパスワードを入力し、 [ Enter ]キーをタッチする 

パスワードが変更されます。 

2回目のパスワードが1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージが表示 
されます。 [^nterl キーをタッチし、手順0からやり直してください。 


BIOS セットアップの終了方法『取扱説明書』 
































〇パスワードセキュリティ 


■a HDD パスワードの入力 

HDD パスワードが設定されている場合、電源を入れると HDD パスワードの入力をうながす 
メッセージが表示されます。 

この場合は、次の方法でパソコン本体を起動します。 



♦パスワード入力画面で自動的に電源が切れると、 USB 、 スリープ解除タイマーからの許可による 
Wake - up ができませんので、電源を入れ直してください。 


|登録したとおりに HDD パスワードを入力し、 renter ] キーをタッチする 

HDD パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源が切れます。 

パスワードを入力せずに約1分経過した場合も、自動的に電源が切れます。 

その場合は、電源を入れ直してください。 
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TPM を使う 


* TPM 搭載モデルのみ 

TPM 搭載モデルには 、 TPM (Trusted Platform Module ) が用意されています。 


■■tpm とは 

TPM は 、 TCG (Trusted Computing Group ) が策定した仕様に準拠したセキュリティコン 
卜□—ラ_チップです。 

一般的に、電子データの保護は暗号処理方式（暗号アルゴリズム）によるものなので、 SSD 、 
メモ U などに保存されている暗号鍵が、暗号解読の攻撃対象になる可能性があります。 

TPM ではこれらの暗号鍵を、メイン基板に組み込まれたセキュリティチップに保存するので、 
より安全にデータが保護されます。 

また、 TPM は公開されている標準化された仕様のため、それに対応したセキュリティソリュー 
シヨンを使用することにより、より強固な PC 環境を構築できます。 

本製品では、 TPM の設定は、巳 IOS セットアップと 「Infineon TPM Software Professional 
Package 」 で行います。 

TPM を使用するための設定や使用方法は、 『 TPM のヘルプ』を参照してください。 




TPM の操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録□- mm tpm について」 


D TPM を有効にする方法 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

TPM を使用するには、まず BIOS セットアップで TPM を有効に設定する必要があります。 

|データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

賺源の切りかた『取扱説明書』 


□ 


音量小（一）ポタンを押しながら、電源スイッチを押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して L & iterJ キーをタツチしてください。 
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D TPM を使う 


TPM をシステム上で確認できるように設定する 

「 Security 」 メニューの 「Hide TPM 」 が 「 No 」 に設定されている場合は、手順0 
に進んでください。 

「 Security 」 メニューの 「 HideTPM 」 が 「 Yes 」 に設定されている場合、 TPM をシ 
ステム上で確認することはできません。 

次の操作を行い、 「 HideTPM 」 を「 N 0」に変更してください。 

① [ Security ] をタッチし 、 [Hide TPM ] の右側のスイッチをタッチして、 [ No ] 

に切り替える 

スイッチをタッチするたびに [ Yes ] と [ No ] が切り替わります。 [ No ] に設定 
してください。 

g メモ 

•「Hide TPM 」 は、 「 TPM 」 を 「 Disabled 」 に設定し、再起動してから、設定を変更できます。 




TPM を有効にする 

① [ Security ] をタッチし、 [ TPM ] の右側のスイッチをタッチして、 [ Enabled ] 
に切り替える 

スイッチをタッチするたびに、 [ Enabled ] と [ Disabled ] が切り替わります。 
[ Enabled ] に設定してください。 


| [Save and Exit ] をタッチする 

確認のメッセージが表示されます。 


[ Yes ] をタッチする 

設定内容が有効になり、 BIOS セツトアップが終了します。 
パソコンが再起動します。 


* パソコンを修理や保守に出した場合、 TPM は無効になってし)る可能性があります。 BIOS セット 
アップの 「 Security 」 メニューの 「 TPM 」 が 「 Enabled 」 と設定されているか確認してください。 
「 Enabled 」 に設定されていない場合は、本節の手順でもう一度設定してください。 

• 巳 I 0 S セットアップでの TPM に関する設定を、管理者の権限を持たないユーザーが変更できない 
ようにすることができます。 TPM の設定を守るために、管理者の権限を持たないユーザーに操作 
制限を加えることをおすすめします。この設定は、管理者権限を持つユーザー(スーパーパイザー） 
が「東芝パスワードユーティリティ」を使って行います。 

「本節- mm 東芝パスワードユーティリティで tpm の設定をする」 
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TPM を使う 


k ■東芝パスワードユーティリティで tpm の設定をする 

スーパーバイザーパスワード設定用の「東芝パスワードユーティリティ」では、管理者権限を 
持たないユーザーが BIOS セットアップで TPM に関する設定項目 （「 Security 」 メニューの 
「 TPM 」） を変更できないように設定できます。 

この設定は、管理者権限を持つユーザー（スーパーバイザー）が行います。 




スーパーバイザーパスワード設定用の「東芝パスワードユーティリティ」 
を起動する 

起動方法「本章0-ほ]-靈麗東芝パスワードユーティリティでの設定」 

スーパーパイザーパスワードを登録していない場合は、[登録]ポタン 
をタッチしてスーパーパイザーパスワードを登録する 

ス_パ_ノ（イザーノ（スワードの登録方法は、ユーザーノ v ° スワードの登録方法と同様で 
す。 

ユーザーパスワード「本章東芝パスワードユーティリティでの設定」 
すでにスーパーバイザーパスワードを登録している場合は手順0に進んでください。 

[スーパーバイザーパスワード]タブで[ユーザーポリシー]の[変更] 
ポタンをタッチする 

[ユーザーポリシーの設定]画面が表示されます。 

管理者権限を持たないユーザーに操作させたくない項目のチェックをは 
ずす 

[設定]ポタンをタッチする 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ポタンをタッチする 

画面が表示されます。 

スーパーノ（イザーノ くスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節ほ]パスワードの入力」 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ポタンをタッチする 


















D TPM を使う 


ES TPM のインストール方法 

TPM を有効にしたあと 、 「Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストー 
ルします。 

| [スタート]ポタン （©) —[すべてのプログラム]—[アプリケーショ 
V ンの再インスト-ル]をタッチする 

[セットアップ画面へ]をタッチする 

E 1 [アプリケーション]タブをタッチする 

I 画面左側の [Infineon TPM Software Professional Package ] を 
タツチし 、 [「Infineon TPM Software Professional Package 」 の 
セットアップ]をタッチする 

Q 画面の指示に従ってインス!-ールする 

■k rxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」というメッセージが表示され 
た場合は、[実行]ポタンをタッチしてください。 

Security Platform の初期化 

Security Platform の機能を有効にするためには、初期化を実行する必要があります。 
「Security Platform クイック初期化ウィザード」を使うと、簡単に Security Platform の初 
期化ができます。 

詳細な設定をしながら初期化したい場合は 、 「Security Platform 初期化ウィザード」と 
「Security Platform ユーザー初期化ウィザード」を実行してください。 

初期化ウィザードの詳細 『TPM のヘルプ』 

TPM の設定は、 Windows の管理者権限を持つユーザーで□グオンして行ってください。 

匮3ヘルプの起動方法 

I 通知領域の [Security Platform ] アイコン（選）を長押しし、表 
示されるメニューから[ヘルプ]をタッチする 

* 通知領域にアイコンが表示されていない場合は、^)をタッチしてください。 
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D TPM を使う 


k ■バソコンを捨てるとき/人に譲るとき 

パソコンを廃棄する場合、秘密の漏えいを防ぐために、次の2つの処理を必ず実行してください。 
ノてソコンの所有者が変わる場合も同様です。 

□ rinfineon TPM Software Professional Package 」 をアンインス 
卜ールし、 TPM のバックアップを消去する 

または 

SSD 上の全データを消去する 

詳しくは、 『 TPM のヘルプ』を起動して、画面の[目次]から[よく聞かれる質問 （ FAQ ) と 
トラブルシューティング]—[よく聞かれる質問 （ FAQ )] をタッチし、「アンインス!ルし 
た後はどんな情報がシステムに残りますか。」を参照してください。 

『TPM のヘルプ』 

SSD 上の全データを消去する方法『取扱説明書』 

□ BIOS セットアップで TPM の所有者登録とユーザー登録を削除する 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

□ 音量小（一）ポタンを押しながら、電源スイッチを押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して | Enter | キーをタッチしてください。 

| [ Security ] をタッチし 、 [ClearTPM Owner ] をタッチする 

「 TPM 」 と 「Clear TPM Owner 」 がグレー表示に変わります。 

■ メモ _ 

* [Clear TPM Owner ] は、 「 TPM 」 を 「 Enaloled 」 に設定し、再起動してから、設定できます。 


| [Save and Exit ] をタッチする 

W 確認のメッセ-ジが表示されます。 

H [ Yes ] をタッチする 

_設定内容が有効になり、 BIOS セットアップが終了します。 

パソコンが再起動します。 

再起動を行うと、 「 TPM 」 の設定が、 「 Enabled 」 から 「 Disabled 」 に変更されます。 

TPM の設定は消去されるため、暗号化されているデータは復号できなくなり、ファイルを読む 
ことはできなくなります。 

また、以前と同じデジタル証明書も使用できなくなります。 
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インテルアンチセフト 
テクノロジーの設定 


「マカフイー•アンチセフト」は、インテル.アンチセフトテクノロジーを使用し、パソコンの 
紛失_盗難時にデバイスを保護する機能を提供する製品です。 

パソコンを紛失したり、盗難された場合に、パソコンを U モートからロックし、 Windows を 
起動させないようにする事により、第三者にパソコンのデータが盗まれることを防止します。 

マカフイー_アンチセフトを使用するには、画面の右下にポップアップなどで表示されるメッ 
セージから、登録ウイザードを起動し、表示される手順にしたがって、登録、ダウン□—ド、 
インストール、セットアップを行います。セットアップ時に、□ック解除用のパスワードとメー 
ルアドレスの登録が必要になります。 

詳しくはマカフイー • アンチセフトのヘルプなどをご参照ください。 

「マカフイー_アンチセフト」を使用するためには、次の設定を完了する必要があります。 

• Windows 上で「マカフイー•アンチセフト」をセットアップする。 

• BIOS 上で、インテルアンチセフトテクノロジーを有効にする。 




マカフイー • アンチセフトについて 


無料使用期間はご使用開始より90日間です。無料使用期間が過ぎますと、すべての設定が解除 
され、サービスが使用できなくなります。無料使用期間中に有料にて正規サービスをお申し込み 
いただくことで、継続して使用することができます。 
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B インテルアンチセフトテクノ□ジーの設定 


■■セッ トアップする 

「マカフイー•アンチセフト」をセットアップする場合は、インターネット接続する必要があり 

ます。インターネットに接続した状態で操作してください。 

起動方法は次のとおりです。 

| [スタート]ポタン （©)— [すべてのプ□グラム]—[マカフイー 
アンチセフト]—[マカフイーアンチセフト]をタッチする 

表示されるメッセージにしたがって操作し、インス I ルを行ってください。 

xff メモ _ 

• □ック解除用のパスワードを登録するときは、外付け USB キーボード（市販品）を接続して入力してく 
ださい。また、□ック解除するときにパスワードの入力が必要になった場合は、パスワードを登録する 
ときに使用した外付け USB キーボードを接続して入力してください。 

籲登録された□ック解除用のパスワードとメールアドレスは忘れないようにしてください。 

•マカフイー•アンチセフトのセットアップ後、一定期間パソコンをネットワークに接続せず、アンチセフ 
トサ_パ_と同期しなかった場合や、時計用バッテリーが不足した場合などは、ロックの機能が動作し 
て起動時に□ック解除用のパスワードの入力が必要になる場合があります。 

* 万が一、ロック解除用に登録したパスワードを忘れた場合は、マカフイー•テクニカルサポートセンター 
にお問い合わせください。その際、登録したメールアドレスが必要となります。□ック解除用に登録し 
たメールアドレスを忘れた場合、パソコンの□ック解除ができません。 

マカフイー • テクニカルサボートセンター（「マカフイーアンチセフトインス I ルウイザード」 
のお問い合わせ先）『取扱説明書付録 0- S アプリケーションのお問い合わせ先』 
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〇インテルアンチセフトテクノ□ジーの設定 


B インテルアンチセフトテクノロジーを無効にする 

* この操作は、本マニュアルを参照しながら実行することはできません。 

必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 


ご購入時の状態では、インテルアンチセフトテクノロジーは有効 ( Enabled ) に設定されて 
います。無効 ( Disabled ) に変更する場合、以下の手順で操作を行ってください。 





データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた『取扱説明書』 

音量小（一）ポタンを押しながら、電源スイッチを押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうながすメッセージが表 
示されます。パスワードを入力して [£7^71 キーをタッチしてください。 

[ Advanced ] をタツチする 


[ Intel ( R ) AT ] の右側のスイッチをタッチして、 [ Disabled ] に切り 
替える 

スイッチをタッチするたびに、 [ Enabled ] と [ Disabled ] が切り替わります。 
[ Disabled ] に設定してください。 


[Save and Exit ] をタッチする 

確認のメッセージが表示されます。 

[ Yes ] をタッチする 

設定内容が有効になり、 BIOS セットアップが終了します。 
パソコンが再起動します。 


















■ パソコンの動作がおかしいときは 


パソコンの操作をしていて困ったときに、どうしたら良いかを説明し 
ています。 

「 dynabook . com 」 で情報を調べる方法なども紹介しています。 

トラブルが起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ 
2 Q&A 集 . 
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1 I トラプルを解消するまでの流れ 


お使いのパソコンに起こったトラブルについて、解決方法を見つけていきましよう。 


トラプルの原因をつき止めよう 


パソコンに起こるトラブルは、その原因がどこにあるかによって解決策が異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度知っておくことが必要です。 

ここでは、パソコンの構成とトラブル対処法を紹介します。 


■バソコンを構成する3つの部分 




ソ 


コ 

ン 

の 






い 

と 

ぎ 

は 



* アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプリケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプリケーションソフトウェ 
アの代表的なものです。それぞれ製造元が異なります。 

•システム、ドライバーとは 

システムは、オペレーティングシステム、 0 S ともいい、パソコンを動かすための基本的な 
働きをします。本製品のシステムは Windows 7です。 

ドライバーは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバーがないと、周辺機 
器は使用できません。代表的なドライバーに、ディスプレイドライバーやサウンドドライバー 
などがあります。基本的なドライバーはシステムが標準装備していますが、周辺機器製品に 
専用のドライバーが付属している場合もあります。 

* 八ードウェアとは 

バッテリー、 AC アダプター、ディスプレイ、 SSD 、 CPU などの、パソコン本体や接続する 
機器を指します。 

パソコンはこれらの高度な技術の集合体です。トラブルの原因がそれぞれの製造元にしかわか 
らない場合も多くあります。トラブルの症状に合わせた対処をすることが解決への早道です。 

トラブルの解決には、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプリケーションソフト 
ウェア—システム （0 S )、 ドライバ►ハードウエア（パソコン本体）の順にチェックします。 


138 
















D トラブルを解消するまでの流れ 


トラプル対処法 


トラブ j レが発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP ! Q & A を読む 


本書では、トラブルの解決方法を Q & A 形式で説明しています。 

また、『取扱説明書』などにも Q & A が記載されているので、あわせて読んでください。 



本製品には目的別に複数のマニュアルがあります。 
本書以外のマニュアルも読んでください。 


STEP 3 サポートのサイトで調べる 


東芝 PC 総合情報サイト 「 dynabook . com 」 へ接続すると、各種サボート情報か 
ら解決方法を探すことができます。 

「 dynabook . com 」 では、ご利用のパソコンの「よくある質問 FAQ 」、 デバイスド 
ライパーや修正モジュールのダウン□—ド、ウイルス.セキュリティ情報などを 
ご覧になれます。 

サボート窓口や修理についても案内しています。 

dynabook.com の詳細について『東芝 PC サボートのご案内』 

それでもトラブルが解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されている 0 S やアプリケーションのお問い合わせ先は『取扱説明書付録0お 
問い合わせ先』で確認してください。 
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パソコンの動作がおかしいときは 










ここに掲載している Q & A 集のほかに、『取扱説明書』にも Q & A 集があります。 
目的の項目が見つからないときは、『取扱説明書』も参照してください。 


2 
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回■面/表 7 T 


Q しばらく放置したら、画面が真っ暗になった . 141 

Q テレビまたは外部ディスプレイを接続した状態で、 

パソコンをスリープや休止状態から復帰したとき、 

本体液晶ディスプレイに何も表示されない . 141 

Q テレビまたは外部ディスプレイを取りはずしたときに、 

画面が表示されなくなった . 141 

Q 画面が薄暗く、よく見えない . 142 

Q 画面表示が回転してしまった . 142 

Q クリックしても反応がない . 143 

Q レーザーマウスの反応がおかしい . 143 

Q 光学式マウスの反応がおかしい . 143 

Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい . 144 



パソコンの動作がおかしいときは 


























B Q&A 集 


画面/表 7 F 


しばらく放置した5、画面が真っ暗になった 


©► 省電力機能が働いた可能性があります。 

しばらく操作しないと、画面に表示される内容が見えなくなる場合があります。これ 
は省電力機能が動作したためで、故障ではありません。実際には電源が入っています 
ので、電源スイッチを押さないでください。 

画面をタッチすると表示が復帰します。 

テレビまたは外部ディスプレイを接続している場合、表示が復帰するまでに1〇秒前後 
かかることがあります。 


テレビまたは外部ディスプレイを接続した状態で、 
Q パソコンをスリープや休止状態か5復帰したとき、 
本体液晶ディスプレイに何も表示されない 


©►テレビまたは外部ディスプレイに、画面表示が切り替わつている可能性があり 
ます。 

テレビまたは外部ディスプレイの電源を入れて確認してください。バソコン画面が表 
示されていた場合は、本体液晶ディスプレイに表示を切り替えてください。 

詳細について「4章0 -ほ]表示を切り替える」 


〇 テレビまたは外部ディスプレイを取りはすしたときに、 
^画面が表示されなくなった 


©►テレビまたは外部ディスプレイを接続してください。 

テレビまたは外部ディスプレイをメインディスプレイに指定して拡張表示の設定をし 
た場合、スリープや休止状態のときにテレビまたは外部ディスプレイを取りはずすと、 
スリ_プや休止状態から復帰したときに画面が表示されないことがあります。 

テレビまたは外部デイスプレイの取りはずしは、ス U _プや休止状態のときに行わな 
いでください。 
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パソコンの動作がおかしいときは 












B Q&A 集 




画面が薄暗く、よく見えない 


「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 の[輝度]の力ードで輝度を明るくしてください。* 1 

右にドラッグすると明るくなり、左にドラッグすると暗くなります。 

* 1この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 

〇►本体液晶ディスプレイの輝度が低く設定されている可能性があります。 

「電源オプション」には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能があります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面が暗くなります。 
詳しくは、「電源オプション」のヘルプを参照してください。 

次の手順で設定を変更してください。# 1 

① [スタート]ポタン—[コント□—ルパネル]をタッチする 

② r % システムとセキュリティ]—電源オプション]をタッチする 

③ 利用する電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をタッチする 

④ [プランの明るさを調整]を設定する 

[バッテリ駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑤ [変更の保存]ポタンをタッチする 

* 1この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 




画面表示が回転してしま 


©►バソコン本体を傾けて調節してください。 

次の手順で元に戻すことができます。 

① パソコン本体を持ち上げて、表示したい方向に傾ける 

② そのまま向きを固定したい場合は、オリエンテーションロックボタンを押し、画面 
回転をロックする 

「2章 Q - S 画面の向きを設定する」 


画面の設定が変更されている可能性があります。 

次の手順で元に戻すことができます。 

① デスクトップ画面上のウインドウやアイコンなどが表示されていない場所で、長押 
しする 

② 表示されたメニューから[画面の解像度]をタッチする 

③ [向き]で表示したい方向を選択する 

④ [0 K ] ポタンをタッチする 

⑤ [変更を維持する]ボタンをタツチする 


142 


パソ雰しいとぎは 













B Q&A 集 


©►平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどがある場合は取り 
除いてください。 


光学式マウスの反応がおかしい 


©► 光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使うと正しくセンサーが働かず、ポインター （ ら ） がうまく 
動きません。次のような場所では動作が不安定になる場合があります。 

•光沢のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光沢紙、プラスチックなど） 
* 画像パターンの変化が非常に少ない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンの方向性が強い表面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど) 

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったものの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないものやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合があります。 
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マウス 


* マウスは、別売りです。 


ックしても反応がない 


0^システムが処理中の可能性があります。 

画面に輪の形 （ G ) が表示されている間は、システムが処理をしている状態のため、 
操作を受け付けないときがあります。システムの処理が終わるまで待ってから操作し 
てください。 


マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体が正しく接続されていないと、マウスの操作はできません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 




レーザーマウスの反応がおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使うと正しくセンサーが働かず、ポインタ_ ( & ) がうまく 
動きません。次のような場所では動作が不安定になる場合があります。 

•光沢のある表面（ガラス、鏡など） 



パソコンの動作がおかしいときは 














B Q&A 集 


©►平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどがある場合は取り 
除いてください。 


Q 1 その他 


パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい 


次の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 
•テレビ、ラジオに対するパソコン本体の方向を変える 
•パソコン本体をテレビ、ラジオから離す 
•テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使う 
• 受信機に屋外アンテナを使う 
• 平行フィーダを同軸ケーブルに変える 









■付餳 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたってのお願い . 146 

2記録メディアについて . 153 

3お客様登録の手続き . 155 

4各インターフェースの仕様 . 156 

5技術基準適合について . 158 

6 0 S の切り替えについて . 159 

7 Windows XP Mode について . 163 

8巳 IOS について . 164 

9 FreeType について . 167 














1■ S 使用にあたつてのお願い 


本書で説明している機能のご使用にあたって、知っておいていただきたいことや守っていただ 
きたいことがあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■屮。引越ナビ』について 

■ 前のパソコンの動作環境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したがって、すべてのパソコンでの動 
作は保証できません。 

M 操作にあたって _ 

*「 PC 引越ナビ」のヘルプで、注意制限事項を確認してください。 

*「 PC 引越ナビ」をご利用の際は、前のパソコンおよび新しいパソコンで、電源コードと AC 
アダプターを接続した状態で、ご利用ください。 

また、 「 PC 引越ナビ」の実行中は、スリープまたは休止状態にしないでください。 

• こん包プ□グラムが作成するこん包ファイルを分割する場合、分割するこん包ファイルの大 
きさは、最大 2 GB となります。 

•「 PC 引越ナビ」がこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大2,147,483,647 
ファイルです。 

9 * こん包プ□グラムからこん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大きさ以上の空き容量が、保存先の装置に必要です。 

^9タッチ操作について 

M 画面操作にあたって _ 

•画面をタッチするときは、強く押さないでください。 

•画面は指またはペン* 1 で操作してください。先のとがったものや硬いもの（っめ、鉛筆、ボー 
ルペンなど）で画面をタッチしたり押さえつけたりしないでください。画面を傷つけるおそ 
れがあります。 

•画面に保護フィルムを貼らないでください。 

• 保護フィルムを貼ると、タッチ操作が正しく行われないおそれがあります。 

* 1 デジタイ ザー モデルのみ 

K ■デジタイザーペン/リザーブペンについて 

■取り扱いについて _ 

• 誤った使いかたをすると画面に傷がつくおそれがありますので、次のことを守ってください。 
-付属のペン以外（特に先端の鋭いもの）で画面を押さない 
-つめや、指輪などの金属が画面に触れないようにする 
-画面をむやみに強く押さない 
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D ご使用にあたってのお願い 


ペン先をディスプレイ上に強く押しつける、たたきつけるような使いかたをしないでくださ 
し)。また、ペンを使用する前に芯が短くなっていないかをご確認ください。 

湿度変化の激しい場所や直射日光の当たる車の中での使用、保管はお避けください。 

また、スイッチに荷重を加え続けると、誤動作したり特性劣化につながりますので、スイッ 
チに荷重が加わらないように保管してください。 

ペンは精密部品によって構成されています。強い衝撃が加わると誤動作したり特性劣化につ 
ながりますので、落下などしないように取り扱いにご注意ください。 

磁石、スピーカー、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するものの近くで使用しないで 
<ださい。 

ペン先およびペンボタンに必要以上の荷重を加えると寿命が短くなったり特性劣化につなが 
りますので、無理な力を加えないでください。 

ペン内部に水が入ったり、結露させると、誤動作の原因となりますのでご注意ください。 
調整がずれたり、寿命が縮まる可能性がありますのでペンを分解しないでください。 

化粧品や薬品がペンに付くと、外観や品質の劣化につながりますのでご注意ください。お手 
入れの際はアルコール、シンナー、ベンジンなど揮発性の液体は避け、シリコンクロスや乾 
いた布を使用してください。 

曲がったり変形した芯を使いますとペンが誤動作することがありますので、芯に無理な力を 
加えたり曲げたりしないでください。 

芯や芯抜きなどのノ」\さな部品が、幼児などの口に入らないようにご注意ください。 
不特定多数のユーザーが使用するなど、上記内容を管理できないような環境で使用されて品 
質問題が発生した場合は、当社としては責任を負いかねます。 

デジタイザーペンの芯先端部の丸みがなくなってきたら、付属の芯抜きか毛抜きのようなも 
ので芯を抜いて交換してください。 

芯がすり減って短くなり過ぎると、引き抜くのが難しくなります。 

芯が短くなり過ぎないうちに交換してください。 

① 芯の先を芯抜きの丸いくぼみに合わせ、芯抜きではさむ 

② 芯抜きを矢印の方向にまっすぐ引く 



③替え芯を、丸くなっている方がペン先から外に出るような向 
きで、ペンにまっすぐ挿入する 



• デジタイザーペン、デジタイザーペンの替え芯は消耗品です。 

デジタイザーペンを破損した場合、替え芯を使い切った場合は、別売りのデジタイザーペン 
/替え芯をご購入ください。 

• リザーブペンは消耗品です。 

リザーブペンを破損した場合、芯を使い切った場合は、別売りのリザーブペンをご購入くだ 
さい。 








D ご使用にあたってのお願い 


OSSD について 


M 操作にあたって _ 

•パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合があります。 
* SSD へのアクセス中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。 SSD が故障したり、 
データが消失するおそれがあります。 

* SSD に保存しているデータや重要な文書などは、万が一故障が起こったり、変化/消失し 
た場合に備えて、定期的に USB フラッシュメモ U などに保存しておいてください。記憶内 
容の変化/消失など、 SSD 、 USB フラッシュメモ U などに保存した内容の損害については、 
当社はいっさいその責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 

•磁石、スピーカー、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するものの近くに置かないでく 
ださい。記憶内容が変化/消失するおそれがあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。 


〇無線 LAN について 

M 無線 LAN を使用するにあたって _ 

•無線 LAN の無線アンテナは、障害物が少なく見通しのきく場所で最も良好に動作します。無 
線通信の範囲を最大限有効にするには、本や厚い紙の束などの障害物でディスプレイを覆わ 
ないようにしてください。 

また、無線 LAN アクセスポイントとパソコンとの間を金属板などで遮へいしたり、無線ア 
ンテナの周囲を金属製のケースなどで覆わないようにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、『取扱説明書』を 
確認してください。 

• 本製品の無線 LAN を使用できる国/地域については、 「 dynabook . com 」 を確認してください。 

M 無線 LAN の操作にあたって _ 

• 巳 luetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波が干渉 
し合い、通信速度の低下やネットワークが切断される場合があります。接続に支障がある場 
合は、今お使いの Bluetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

* アドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続が不 
可能になる場合があります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピューターすべてに対して、新たに別のネットワーク名で設定を行う必要があります。 












D ご使用にあたってのお願い 


ra 周辺機器について 

M 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。4章の各節を読んでから作業を 
してください。またその際には、次のことを守ってください。守らなかった場合、故障する 
おそれがあります。 

-ホットインサーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから作業を行ってください。ホットインサーシヨンとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行うことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であっても、結露しないように急激な温度変化を与えない 
でください。冬場は特に注意してください。 

_ほこりが少なく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低し)場所では作業しないでください。 

-静電気が発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷きの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書および『取扱説明書』で説明している場所のネジ以外は、ゆるめたり、取りはずした 
りしないでください。 

-作業時に使用するドライバーは、ネジの形、大きさに合ったものを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサボートは受けられません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するときは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

B へツドセツトやへツドホンの操作にあたつて _ 

•次のような場合にはへッドセットやへッドホンを装着しないでください。雑音が発生する場 
合があります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとき 
• へッドセットやへッドホンの取り付け/取りはずしをするとき 

B USB 対応機器の操作にあたつて _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を入れてから 
バソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム (0 S ) が対応しており、機器用ドライバーがイン 
ストールされている必要があります。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したがってすべての USB 対応機器の 
動作は保証できません。 

• USB 対応機器を接続したままスリープまたは休止状態にすると、復帰後 USB 対応機器が使 
用できない場合があります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起 
動してください。 










D ご使用にあたってのお願い 


□ USB 接続の外部ディスプレイを使用するにあたって 

• USB 接続の外部ディスプレイを接続した場合、著作権保護機能に対応していないドライバー 
がインス I ルされることにより、一部の動画再生アプリケーションなどが動作しなくなる 
ことがあります。 

これらのアプリケーションを使用される場合は、 USB 接続の外部ディスプレイの接続やド 
ライバ_のインストールを行わないようにお願いします。 

□取りはすす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 USB 対応機器をアプリケーションやシステムで使用していないことを 
確認してください。 

• USB フラッシュメモ U や USB 接続のハードディスクドライブなど、記憶装置の USB 対応 
機器を取りはずす場合は、データを消失するおそれがあるため、必ずシステム上で使用停止 
の手順を行ってください。 

B テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

•すべてのテレビまたは外部ディスプレイと接続動作確認は行っていません。したがって、す 
ベてのテレビまたは外部ディスプレイへの表示は保証できません。 

テレビまたは外部ディスプレイによっては正しく表示されない場合があります。 

•必ず、日央像の再生アプリケーションを起動する前に、表示装置の切り替えを行ってください。 

起動中は表示装置を切り替えないでください。 

•次のようなときには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書き込みをしている間 
-通信を行っている間 

• クローン表示にしているときに映像を再生させると、画像がコマ落ちをすることがあります。 
この場合は表示解像度を下げるか、クローン表示にしないで1つの表示装置に表示するか、 
拡張表示に設定してください。 

• 拡張表示でテレビまたは外部ディスプレイをメインディスプレイに設定した場合、ス U —プ 
または休止状態のときにテレビまたは外部ディスプレイをはずさないでください。スリープ 
または休止状態から復帰したときに□グオン画面が表示されずに、操作ができなくなること 
があります。 

• HDMI ( micro ) 出力端子にテレビまたは外部ディスプレイを接続しているときに、ほかのコ 
ネクタにテレビまたは外部ディスプレイや外部サウンド機器が接続されている場合、画面表 
示を切り替えたり HDMI ケーブルを抜き差ししたりすると、システムによって自動的に画面 
表示または音声の出力が切り替わることがあります。 

•テレビまたは外部ディスプレイに表示したときに、画面の周りに黒い帯が表示され、画面が 
テレビまたは外部ディスプレイの中央に小さく表示されることがあります。 

その場合は『テレビに付属の説明書』または『外部ディスプレイに付属の説明書』を参照して、 
テレビまたは外部ディスプレイがサポートしている画面モードに設定してください。適切な 
サイズと適切なアスぺクト比で表示されます。 







D ご使用にあたってのお願い 


I^BIuetooth に〇し、て 

•本製品は、すべての Bluetooth 対応機器との接続動作を確認したものではありません。また、 
すべての Bluetooth 対応機器との動作を保証することはできません。 

• 本製品の巳 luetooth 機能を使用できる国/地域については、 「 dynabook . com 」 を確認して 
ください。 


■■バッテリーについて 


B バッテリーを使用するにあたって _ 

* バッテ U —駆動で使用しているときは、パッテリーの残量に十分注意してください。 
バッテリーを使いきってしまうと、ス U _ プが効かなくなり、電源が切れて、メモ U に S 己憶 
されていた内容はすべて消えます。また、時計用バッテ U - を使いきってしまうと、時刻や 
日付に誤差が生じます。このような場合は、電源コードと AC アダプターを接続してバッテ 
リ_と時計用バッテ U _を充電してください。 


■ バッテリーを充電するにあたって _ 

• バッテリーパックの温度が極端に高いまたは低いと、正常に充電されないことがあります。 
バッテ U _は5〜 35° C の室温で充電してください。 

社団法人電子情報技術産業協会の「バッテリ関連 Q & A 」 にっいて 
http :// home . jeita . or . jp / cgi - bin / page / detail . cgi ? n = l 21 & ca = l 4 


wm TPM について 


マ TPM の操作にあたつて 



•「Infineon TPM Software Professional Package 」 をインストーノレすると 、 Windows 
□グオンパスワードやユーザーパスワードとは別に TPM に対するパスワードを設定する必 
要があります。設定したパスワードは、忘れたときのために必ず控えておいてください。ま 
た控えたパスワードは、安全な場所に保管してください。パスワードがわからなくなった場 
合、どんな手段でも TPM で保護されたデータを復元することはできません。 

•本製品を修理•保守に出した場合、メイン基板に組み込まれたセキュリティチップ （ TPM ) 
内のデータは保証いたしません。 TPM を使用している場合に、本製品を保守•修理に出す 
際は、バックアップウィザードを使用して、 TPM をバックアップしておいてください。 
バックアップしたメディアは、安全な場所に保管してください。データのバックアップに関 
しては、当社はいっさいの責任を負いかねますのでご了承ください。 

バックアップウィザードについて 『TPM のヘルプ』 

•本製品を修理.保守に出した場合、搭載されている TPM に障害がなくても TPM が交換さ 
れる場合があります。 

その場合、バックアップウィザードを使用して、 TPM の設定を復元してください。 

* TPM では、最新のセキュリティ機能を提供しますが、データや八ードウエアの完全な保護 
を保証してはおりません。本機能を利用したことによる、いかなる障害、損害に関して、いっ 
さいの責任は負いかねますので、ご了承ください。 
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D ご使用にあたってのお願い 


• 所有者登録とユーザー登録を削除すると、 TPM に関係するセキュ U ティ機能が使用できな 
くなります。このため、管理者権限を持たないユーザーが BIOS セットアップの TPM に関 
する項目を操作できないように設定することをおすすめします。 

管理者以外のユーザーの制限について 

「6章 □ B 東芝パスワードユーティリティで TPM の設定をする」 

•所有者登録とユーザー登録を削除したあとに、 TPM の使用を再開する場合は、もう一度 
TPM へ所有者登録やユーザー登録を行う必要があります。 





2 ■記録メディアについて 


記録メディアを使う前に、次の内容をよく読んでください。 


H [メディアカードを使うにあたって 


E ■メディアカードの操作にあたって 

メディアカードへのアクセス中は、電源を切ったり、メディアカードを取り出したり、パソ 
コン本体を動かしたりしないでください。データやメディアカードが壊れるおそれがありま 


す。 


• メディアカードは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しくセツトされていない 
場合、パソコンの動作が不安定になったり、メディアカードが壊れるおそれがあります。 
•スリープ中は、メディアカードを取り出さないでください。データが消失するおそれがあり 
ます。 


• メディアカードのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れるお 
それがあります。 

• メディアカー ドを取り出す場合は、必ずシステム上で使用停止の手順を行ってください 。デー 
夕が消失したり、メディアカードが壊れるおそれがあります。 

•パソコン本体を持ち運ぶときは、必ずブ u ッジメディアス□ットからメディアカードを取り 
出してください。ブ u ッジメディアス□ットやメディアカードが破損するおそれがあります。 

MM メディアカードのフオーマツトについて 



•再 フォーマッ トする場合は、メディアカードを使用する機器（デジタルカメラやオーディオ 
プレーヤーなど）で行ってください。 

Windows 上（[コンピューター]画面）でメディアカードのフォーマットを行わないでくだ 
さい。デジタルカメラやオーディオプレーヤーなどほかの機器で使用できなくなる場合があ 
ります。 

•再フォー マッ トを行うと、そのメディアカードに保存されていた情報はすべて消去されます。 
一度使用したメディアカードを再フォーマツトする場合は注意してください。 
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0 記録メディアについて 


dsd メモリカードを使う前に 



•ブリッジメディアス□ットに miniSD メモリカードをセットするときは、必ず SD メモリカー 
ドサイズの miniSD メモリカード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 
microSD メモ 1 」カードをセットするときは、必ず SD メモ 1 」力ードサイズの microSD メモ 
リカード用のアダプターを装着した状態で行ってください。 miniSD メモリカードサイズの 
microSD メモリ カー ド用のアダプターは使用できません。 

•プリッジメディアス□ットから miniSD メモリカード/ microSD メモリカードを取りはず 
すときは、必ず miniSD メモリカードまたは microSD メモリ カー ド用のアダプターに装着 
したままの状態で行ってください。 

•すべての SD メモリカードの動作確認は行っていません。したがって、すべての SD メモリ 
カードの動作保証はできません。 

* SD メモリカードは、 SDMI の取り決めに従って、デジタル音楽データの不正なコピーや再 
生を防ぐための著作権保護技術を搭薩しています。 

そのため、ほかのパソコンなどで取り込んだデータが著作権保護されている場合は、本製品 
でコピ ー 、再生することはできません。 SDMI とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作榷を守るための技術仕様を決めるための団体のことです。 

• 著作権保護技術 CPRM を使用するには、著作権保護技術 CPRM に対応しているアプリケー 
シヨンが必要です。 

•あなたが記録したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作榷法上、権利者に無断で使 
用できません。 

• SD メモリカードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防ぐ SDMI に準拠したデー 
夕を取り扱うことができます。メモリの一部を管理データ領域として使用するため、使用で 
きるメモ 1 」容量は表示の容量より少なくなっています。 


D マルチメディアカードを使う前に 


•すべてのマルチメディアカードの動作確認は行っていません。したがって、すべてのマルチ 
メディアカー ドの動作は保証できません。 

• マルチメディアカードの詳しい使いかたなどについては『マルチメディアカードに付属の説 
明書』を確認してください。 


記録メディアの廃棄 • 譲渡について 


記録メディア （ CD 、 DVD 、 USB フラッシュメモリ、メディアカードなど）を廃棄•薩渡する 
際には、書き込まれたデータが流出しないよう、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行っても、データの復元ツールで再生できる場合もあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、記録メディア専用のシュレッダーも販売されています。 
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3 ■お客様登録の手続き 


パソコンやアプリケーションを使用するときは、自分が製品の正規の使用者（ユーザー）であ 
ることを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーザー登録」といいます。 
お客様登録は、ノてソコン本体、使用するアプリケーションごとに行い、方法はそれぞれ異なります。 


東芝 ID ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス•サボートのご提供の充実をはかるために東芝 ID ( TID ) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サボートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、次のアドレス 「 Rooml 048 ( TID ) 会員サイトについて」をご覧ください。 
https :// toshibadirect . jp / supportguide / about _ sight.aspx 


n [東芝お客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダーとの契約をしてある場合に、[東芝お 
客様登録]アイコンから TID 登録を行う方法を説明します。インターネットに接続している間 
の通信料金やプ□バイダー使用料などの費用はお客様負担となりますので、あらかじめご了承 
ください。 


メモ 

• インストールしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続を確認する画面が 
表示される場合があります。インターネット接続を許可する項目を選択し、操作を進めてください。 



デスクトップ上の[東芝お客様登録]アイコン（@)をダブルタッチ 
する 

[お客様登録サービス 「Room 1048」ご登録のお願い]画面が表示されます。 

以降は、画面の指示に従って操作してください。 


メモ 

• インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスすることもできます。 
登録用ホームぺージ： http :// toshibadirect . jp / rooml 048/ 

商品の追加登録も)、登録用のホームページから行えます。 
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4 ■各インタ _ フェースの tt 様 


mm HDMI ( micro ) 出力端子 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

Hot Plug Detect 

ホツトプラグデイテクト 

1 

2 

Reserved 

予約 


3 

TMDS Data 2+ 

TMDS データ （2+) 

0 

4 

TMDS Data 2 Shield 

TMDS データ （2) シールド 


5 

TMDS Data 2- 

TMDS データ（2—) 

0 

6 

TMDS Datal + 

TMDS データ （1 +) 

〇 

7 

TMDS Datal Shield 

TMDS データ （1) シールド 


8 

TMDS Data 1 - 

TMDS データ （1—) 

〇 

9 

TMDS Data 0+ 

TMDS データ （0+) 

0 

10 

TMDS DataO Shield 

TMDS データ （0) シールド 


11 

TMDS DataO - 

TMDS データ（0—) 

0 

12 

TMDS Clock + 

TMDS ク□ック （+) 

〇 

13 

TMDS Clock Shield 

TMDS ク□ックシールド 


14 

TMDS Clock - 

TMDS ク□ック（一 ） 

0 

15 

Reserved 

予約 


16 

Ground 

グランド 


17 

SCL 

SCL データクロック信号 

0 

18 

SDA 

SDA 通信信号 

I/O 

19 

+5 V Power 

電源 


コネクタ図 


l 

9 1 


5 

--^ 


信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（丨）：パソコン本体への入力 
信号方向（〇):パソコン本体からの出力 






































□ 各インターフェースの仕様 

^9 USB 3.0 インターフェース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

VBUS 

+ 5 V 


2 

D - 

USB 2.0 マイナスデータ 

I/O 

3 

D + 

USB 2.0 プラスデータ 

I/O 

4 

GND 

グランド 


5 

StdA _ SSRX - 

USB 3.0 受信マイナスデータ 

1 

6 

StdA _ SSRX + 

USB 3.0 受信プラスデータ 

1 

7 

GND_DRAIN 

グランド 


8 

StdA _ SSTX - 

USB 3.0 送信マイナスデータ 

0 

9 

StdA _ SSTX + 

USB 3.0 送信プラスデータ 

0 

コネクタ図 


N V L-l _V 

41 9 8 7 6 5 f ], 

J U [LJ [LJ L 

K K h K 


信号名 ：一がついているのは、負論理値の信号です 

信号方向 （ 丨 ） ：パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 
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技術基準通合について 


I 電波障害自主規制について 


この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的と 
していますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障 
害を引き起こすことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 


VCCI - 巳 


_ 「 Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい」について「7章0-®その他」 







6■ os の切り替えについて 


Windows 7をご利用になる場合、64ビット版と32ビット版の2つの Windows 7を選択し 
てご利用いただけます。 

ここでは、各 0 S のご使用上の注意事項や、 0 S を切り替える際の手順や注意事項を記載してい 
ます。 0 S を切り替える際には、必ずお読みください。 

0 S の切り替えは 、 Windows 7でのみ可能です。 0 S を切り替えるには、リカバリーをする必 
要があります。リカバ U _ については、『取扱説明書』を確認してください。 

^ メモ リカパリーメディアの作成について 

• Windows 7上で 「TOSH 旧 A Recovery Media Creator」 を使ってリカバリーメディアを作成すると、 
64ビット版/32ビット版の両方に対応したリカパリーメディアを作成することができます。64ビッ 
卜版/32ピット版のどちらの Windows 上でも、作成されるリカパリーメディアは同じです。 

リカバリーメディアの作成については、 H 章0リカバリーメディアを作る」を確認してください。 


[|[64ビット版を使用する場合 


■■64ビット版のご使用にあたって 


64ビット版のご使用にあたって、次の事項を必ずお読みください。 

*64 ビット版のパフォーマンスを発揮するには、64ビット版に対応したアプリケーションと 
ドライパー類が必要です。 

• 64ビット版を使用する場合、64ビットに対応していないドライバーや周辺機器は動作しま 
せん。 

*64 ビット版を使用する場合、32ビット版用のアプリケーションは動作しないものがありま 
す。 

• 64ビット版を使用する場合、16ビット版用のアプリケーションは動作しません。 
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OOS の切り替えについて 


d 64ビット版を使用する場合の注意事項 

本書や『取扱説明書』には、32ビット版を使用した場合の記載になっているため、操作や仕 
様などが、記載された内容と一部異なります。ここでは、操作や仕様が異なる部分について説 
明します。 

システムやお使いのモデルのソフトウェア環境によっては、このほかにも一部動作が異なる場 
合があります。 

「Internet Explorer 」 につし、て 

64ビット版には、64ビット版の 「Internet Explorer 」 と32ビット版の 「Internet 
Explorer 」 の2つがインス!ルされています。 

インターネットのサイトの中には 、 「Internet Explorer 」 の64ビット版では正常に表示され 
ないものがあります。 

この場合は 、 「Internet Explorer 」 の32ビット版をご利用ください。 


0(32 ビット版を使用する場合 


■■ 32ビット版を使用する場合の注意事項 

• 64ビット版対応の一部機能を使用できないことがあります。 

* 0 S が使用可能なメモリ領域は最大 3 GB になります。 



OS を切り替える場合の操作と注意事項 


os を切り替えるには、リカバリー（再セツトアップ）が必要です。 


mm 

• プレノ 


os を切り替えると 

プレインス I -ールアプリケーションの構成が一部変更になります。 


詳しくは、「本節 e-d 64ビット版を使用する場合の注意事項」、「本節32 
ビット版を使用する場合の注意事項」をご確認ください。 

•バック アッ プをとった データが一部 使用できない場合があります。 

• 控えておいた設定が一部使用できない場合があります。 
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OOS の切り替えについて 


D リカバリーをする前に 


リカバ U _ をすると SSD 内に保存されているデータ（文書ファイル、画像 • 映像ファイル、メー 
ルやアプリケーションなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメールの設定、 
Windows □グオンパスワードなど）もご購入時の状態に戻ります。 

リカバ U — をする前に、記録メディア （ CD や USB フラッシュメモリなど）にバックアップを 
とってください。また、リカバリー後も現在と同じ設定でパソコンを使いたい場合は、現在の 
設定を控えておいてください。 


mm リヵバリー方法 

リカバ U —の手順や詳細は、『取扱説明書』を確認してください。 

リカバリー操作の途中で、次のような[製品復元メニュー]画面が表示されます。 

32ビット版に変更する場合には [Windows 7 32ビットパージョン]を、64ビット版に変 
更する場合には [Windows 7 64ビットパージョン]をチェックして、[次へ]ボタンをタツ 
チしてください。 
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OOS の切り替えについて 


s 


Windows の確認方法 


Windows セットアップ終了後は、次の手順で、現在使用している Windows の種類を確認でき 

9 〇 

n [スタート]ポタン （©) —[コントロールパネル]をタッチする 
n [ちシステムとセキュリティ]をタッチする 
K 1 [もシステム]をタッチする 

表示された画面で、[システムの種類]を確認する 




▼ トナ 1 L 


Iントロールパネ 


コントロ-ルノ休ルホーム コンビユーターの S* 的な惟® c 

® デパイスマネ—ジャー Windows Edtion - 

® リモート®設定 Windows 7 Professional 


^システム 


Copyright © 2009 Microsoft Corporation. All rights re 
Service Pack 1 

Windows 7 ff* しし U： デイシヨンの追加 « 能の取得 


m 


mxmmmmmixmmxmmmxmmmmmii. 


. ノ八"こッッ■人力は利用できません 


アクションセンター 


TOSHIBA 挪一卜— 

ttJi?- 卜棚： 
Vfeb サイト： 


卜0120 -97-1048 


受付時聞： 9:00—19:00 


(表示例） 
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7 ■ Windows XP Mode について 


Windows 7 Professional では、仮想的に Windows XP 環境を実現するための 「Windows 
XP Mode 」 が用意されています。 

「Windows XP Mode 」 を実行するには、次にように操作してください。 


■■インストール方法 

| [スタート]ポタン （©) —[すべてのプ□グラム]—[アプリケーシヨ 
ンの再インストール]をタッチする 

[セットアップ画面へ]をタッチする 

Q [ Windows 関連]タブをタッチする 

Q 画面左側の 「Windows XP Mode 」 をタッチする 

画面のメッセージに従って 、 「Windows Virtual PC 」 と 「Windows XP Mode 」 を 
インストールしてください。 

rxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」というメッセージが表示され 
た場合は、[実行]ポタンをタッチしてください。 


mm 起動方法 

[スタート]ポタン （©) —[すべてのプ□グラム ]— [Windows 
Virtual PC ] [Windows XP Mode ] をタッチする 

Windows XP Mode が起動します。 

初回起動時にはセツトアップが必要です。画面のメッセージに従ってセツトアップを 
行ってください。 
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8 ■ BIOS について 


B OperiSS しに O し、て _ 

LICENSE ISSUES 

The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. both tne conditions ot the OpenSSL License 
and the original SSLeay license apply to the toolkit. See below for the actual license texts. 
Actually both licenses are BSD-style Open Source licenses. In case of any license issues related 
to OpenSSL please contact openssl_core@openssl.org. 

OpenSSL License 

Copyright (c)1998-2011 The OpenSSL Project. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted 
provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions 
and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the 
following acknowledgment: 

’’Tms product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL 
Toolkit, (http://www.openssl.org/) n 

4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to endorse or 
promote products derived from this software without prior written permission. For written 
permission, please contact openssl-core@openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL" nor may "OpenSSL" 
appear in their names without prior written permission of the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: 

"Tms product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL 
Toolkit (http://www.openssl .org/)" 






〇 BIOS について 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT "AS IS*' AND ANY 
EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE 
IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS 
CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY 
OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com). This 
product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

Original SSLeay License 

Copyright (C)1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) All rights reserved. 

This package is an SSL implementation written by Eric foung (eay@cryptsoft.com). 

The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL. 

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the following conditions 
are aheared to. The following conditions apply to all code found in tms distribution, be it the 
RC4, RSA, lhash, DES, etc., code; not just the SSL code. The SSL documentation included with 
this distribution is covered by the same copyright terms except that the holder is Tim Hudson 
(tjh @ cry pt soft .com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code are not to be 
removed. 

If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution as the author of the 
parts of the library used. 

This can be in the form of a textual message at program startup or in documentation (online or 
textual) provided with the package. 





〇 BIOS について 


Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted 
provided that the following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of conditions and the 
following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of 
conditions and the following disclaimer in the documentation and/or other materials provided 
with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the 
following acknowledgement: 

’’Tms product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@ cryptsoft.com)’ 1 
The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from the library being used are not 
cryptographic related : 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from the apps directory 
(application code) you must include an acknowledgement : 

’’Tms product includes software written by Tim Hudson ( tjh@cryptsoft.com)" 


THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG M AS IS" AND ANY EXPRESS 
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 
ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT 
OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR 
BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF 
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS 
SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The licence and distribution terms for any publically available version or derivative of this code 
cannot be changed, i.e. this code cannot simply be copied and put under another distribution 
licence [including the GNU Public Licence.] 





FreeT ype について 


The FreeType Project LICENSE 

2006 -Jan-27 

Copyright 1996-2002, 2006 by 

David Turner, Robert Wilhelm, and Werner Lemberg 


□ Introduction 

The FreeType Project is distributed in several archive packages; some of them may contain, in 
addition to the FreeType font engine, various tools and contributions which rely on, or relate to, 
the FreeType Project. 

This license applies to all files found in such packages, and which do not fall under their 
own explicit license. The license affects thus the FreeType font engine, the test programs, 
documentation and makefiles, at the very least. 


This license was inspired by the BSD, Artistic, and IJG (Independent JPEG Group) licenses, 
wmch all encourage inclusion and use of free software in commercial and freeware products 


alike. As a consequence, its main points are that: 

• We don't promise that this software works. However, we will be interested in any kind of 
bug reports. (、as is 1 distribution) 

• You can use this software for whatever you want, in parts or full form, without having to pay 
us. Croyalty-free' usage) 



• You may not pretend that you wrote this software. If you use it, or only parts of it, in a 
program, you must acknowledge somewhere in your documentation that you have used the 
FreeType code. 〇 credits ’） 


We specilically permit and encourage the inclusion of this software, with or without 
modifications, in commercial products. 

We disclaim all warranties covering The FreeType Project and assume no liability related to The 
FreeType Project. 


Finally, many people asked us for a preferred form for a credit/disclaimer to use in compliance 
with this license. We thus encourage you to use the following text: 


Portions of this software are copyright (C)<year> The FreeType Project (www.freetype.org). All 
rights reserved. 
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Please replace <year> with the value from the FreeType version you actually use. 





〇 FreeType について 


□ Legal Terms 
0. Definitions 

Throughout this license, the terms "package', "FreeType Project', and "FreeType archive’ refer to 
the set of nles originally distributed by the authors (David Turner, Robert Wilhelm, and Werner 
Lemberg) as the 'FreeType Project', be they named as alpha, beta or final release. 


v You' refers to the licensee, or person using the project, where "using' is a generic term including 
compiling the project's source code as well as linking it to form a "program' or "executable'. 

This program is referred to as v a program using the FreeType engine'. 

This license applies to all files distributed in the original FreeType Project, including all source 
code, binaries and documentation, unless otherwise stated in the file in its original, unmodified 
form as distributed in the original archive. 

If you are unsure whether or not a particular file is covered by this license, you must contact us 
to verify this. 

The FreeType Project is copyright (C)1996-2000 by David Turner, Robert Wilhelm, and Werner 
Lemberg. All rights reserved except as specified below. 


1. No Warranty 

THE FREETYPE PROJECT IS PROVIDED AS IS' WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, 
EITHER EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. IN NO EVENT 
WILL ANY OF THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY 
DAMAGES CAUSED BY THE USE OR THE INABILITY TO USE, OF THE FREETYPE 
PROJECT. 

2. Redistribution 

This license grants a worldwide, royalty-free, perpetual and irrevocaDle right and license to use, 
execute, perform, compile, display, copy, create derivative works of, distribute and sublicense 
the FreeType Project (in both source and object code forms) and derivative works thereof for 
any purpose; and to authorize others to exercise some or all of the rights granted herein, suoject 
to the following conditions: 

• Redistribution of source code must retain this license file ( 、 FTL.TXT') unaltered; 
any additions, deletions or changes to the original files must be clearly indicated m 
accompanying documentation. The copyright notices of the unaltered, original files must be 
preserved in all copies of source files. 

• Redistribution in binary form must provide a disclaimer that states that the software is based in 
part of the work of the FreeType Team, in the distribution documentation. We also encourage 
you to put an URL to the FreeType web page in your documentation, though this isn't mandatory. 

These conditions apply to any software derived from or based on the FreeType Project, not just 
the unmodified nles. If you use our work, you must acknowledge us. However, no fee need be 
paid to us. 





〇 FreeType について 


3. Advertising 

Neither the FreeType authors and contributors nor you shall use the name of the other for 
commercial, advertising, or promotional purposes without specific prior written permission. 

We suggest, but do not require, that you use one or more of the following phrases to refer to this 
software in your documentation or advertising materials: 、 FreeType Project', 、 FreeType Engine', 
、 FreeType library', or 、 FreeType Distribution'. 

As you have not signed this license, you are not required to accept it. However, as the FreeType 
Project is copyrighted material, only this license, or another one contracted with the authors, 
grants you the right to use, distribute, and modify it. 

Therefore, by using, distributing, or modifying the FreeType Project, you indicate that you 
understand and accept all the terms of this license. 


4. Contacts 

There are two mailing lists related to FreeType: 

• freetype@nongnu.org 

Discusses general use and applications of FreeType, as well as future and wanted additions 
to the library and distribution. 

If you are looking for support, start in this list if you haven't found anything to help you in 
the documentation. 

• freetype-devel @ nongnu .org 

Discusses bugs, as well as engine internals, design issues, specific licenses, porting, etc. 


Our home page can be found at 
http://www.freetype .org 





